
基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新詳細設計業務委託

図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺

E-1 位置図 1/6,000 E-41 けやき台配水池　電気室平面図(撤去) 1/30

E-2 けやき台中継ポンプ場　単線結線図 NON E-42 けやき台配水池　配線系統図(撤去) NON

E-3 けやき台配水池　単線結線図 NON E-43 基山浄水場 2F平面図(撤去) 1/60

E-4 基山浄水場　特殊電源単線結線図 NON E-44 けやき台中継ポンプ場　赤外線設備平面図(撤去) 1/50

E-5 システム構成図 NON E-45 けやき台中継ポンプ場　セキュリティ機器設置詳細図(撤去) 図示

E-6 計装フローシート NON E-46 けやき台配水池　赤外線設備平面図(撤去) 1/80

E-7 けやき台中継ポンプ場　機器外形図(1) 1/10 E-47 けやき台配水池　セキュリティ機器設置詳細図(撤去) 1/20

E-8 けやき台中継ポンプ場　機器外形図(2) 1/10 E-48 宮浦中継ポンプ場　赤外線設備平面図(撤去) 1/100

E-9 けやき台配水池　機器外形図 1/10 E-49 宮浦中継ポンプ場　　セキュリティ機器設置詳細図(撤去) 1/20

E-10 宮浦中継ポンプ場、宮浦配水池ポンプ場　機器外形図 1/10 E-50 宮浦配水池　赤外線設備平面図(撤去) 1/100

E-11 基山浄水場　機器外形図 1/10 E-51 宮浦配水池　　セキュリティ機器設置詳細図(撤去) 1/20

E-12 けやき台中継ポンプ場　平面図 1/50 E-52 基山浄水場 赤外線設備場内平面図(撤去) 1/250

E-13 けやき台中継ポンプ場　B1F平面図 1/50 E-53 基山浄水場 赤外線設備2F平面図(撤去) 1/60

E-14 けやき台中継ポンプ場　配線系統図 NON E-54 基山浄水場 赤外線設備配線系統図(撤去) NON

E-15 けやき台配水池　平面図 1/80 E-55 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-1(撤去) 図示

E-16 けやき台配水池　電気室平面図 1/30 E-56 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-2(撤去) 1/25

E-17 けやき台配水池　配線系統図 NON E-57 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-3(撤去) 図示

E-18 宮浦中継ポンプ場　平面図 1/100 E-58 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-4(撤去) 1/15

E-19 宮浦配水池　平面図 1/100

E-20 基山浄水場 2F平面図 1/60

E-21 基山浄水場 1F平面図 1/60

E-22 けやき台中継ポンプ場　赤外線設備平面図 1/50

E-23 けやき台中継ポンプ場　セキュリティ機器設置詳細図 図示

E-24 けやき台配水池　赤外線設備平面図 1/80

E-25 けやき台配水池　セキュリティ機器設置詳細図 1/20

E-26 宮浦中継ポンプ場　赤外線設備平面図 1/100

E-27 宮浦中継ポンプ場　セキュリティ機器設置詳細図 1/20

E-28 宮浦配水池　赤外線設備平面図 1/100

E-29 宮浦配水池　セキュリティ機器設置詳細図 1/20

E-30 基山浄水場 赤外線設備場内平面図 1/250

E-31 基山浄水場 赤外線設備2F平面図 1/60

E-32 基山浄水場 赤外線設備配線系統図 NON

E-33 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-1 図示

E-34 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-2 1/25

E-35 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-3 図示

E-36 基山浄水場 セキュリティ機器設置詳細図-4 1/15

E-37 けやき台中継ポンプ場　平面図(撤去) 1/50

E-38 けやき台中継ポンプ場　B1F平面図(撤去) 1/50

E-39 けやき台中継ポンプ場　配線系統図(撤去) NON

E-40 けやき台配水池　平面図(撤去) 1/80

図 面 目 録基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新工事　（電気）　　



基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池 設備更新工事

位　置　図
S=1:6000

基山浄水場
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けやき台配水池
宮浦配水池
ポンプ場

宮浦中継ポンプ場

工事箇所

工事箇所

工事箇所

工事箇所

工事箇所

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

位　置　図

図面番号

課

長

課
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補
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主
管
係
長

担

当

者

1:6000 E-1

令和5年度



3φ3W 200V 60Hz
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送
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水
中
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ポ
ン
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予

備

計
装
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共
通
制
御
電
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F
W
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引込開閉器盤

盤
内
雑
電
源

2P
MCCB
50AF

2P
MCCB
30AF

2P
MCCB
30AF

配線用しゃ断器MCCB

凡  例

記号 名　　称

電磁接触器

ヒューズ

変圧器Tr

F

MC

不足電圧継電器Ｕ＜

熱動継電器

サージ防護デバイスSPD

進相コンデンサSC

変流器CT

V 電圧計

電圧計切替スイッチ

A 電流計

Wh 電流量計

W

MCMC

1φ
TR
200/100V
1KVA

け
や
き
台
ポ
ン
プ
場
テ
レ
メ
ー
タ
盤

映
像
制
御
盤

非常用発電装置
（100kVA）

G

ポンプ盤(2)

MCCB
50AF

2P
MCCB
50AF

2P
MCCB
50AF

2P3P
MCCB
225AF

3P
MCCB
225AF

3P
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400AF

自家発取合用端子盤

MCCB
400AF
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メカニカルインターロック

CTx2
A
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MCCB
50AF

3P

メカニカルインターロック

3E

ZCT
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3E

ZCT
ELR

ZCT
ELR

ZCT
ELR

1φ2W 100V 60Hz
九州電力（株）より

3P
MCCB
50AF

建
築
動
力

3P
MCCB
50AF

予

備

ZCT
ELR

ZCT
ELR

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

単線結線図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-2

けやき台中継ポンプ場

電流計切替スイッチ

VS

AS

漏電用しゃ断器ELCB

零相変流器ZCT

（可搬式）

SC
15µF

SC
15µF

SC
15µF

SPD
(ClassⅠ)

SPD
(ClassⅠ)

予

備

2P
MCCB
30AF

け
や
き
台
配
水
池
テ
レ
メ
ー
タ
盤
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1φ3W 210-105V 60Hz

Wh

3P
ELCB(ｵｰﾄﾘｾｯﾄﾌﾞﾚｰｶｰ)
50AF

MCCB
50AF

MCCB
50AF

2P
MCCB
50AF

九州電力（株）より

F
W

3P

U

3P
MCCB
50AF

予

備

3P
MCCB
30AF

照

明

配水池盤

計
装
電
源

共
通
制
御
電
源

2P

引込開閉器盤

テ
レ
メ
ー
タ
盤(

子
局)

映
像
制
御
盤

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 単線結線図

図面番号NON

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

E-3

MCCB
50AF

2P
MCCB
50AF

2P

インターロック MCCB
50AF

3P

非常用発電装置

（5kVA）

G

3P
ELCB
50AF

自家発取合用端子盤

配線用しゃ断器MCCB

凡  例

記号 名　　称

電磁接触器

ヒューズ

変圧器Tr

F

MC

不足電圧継電器Ｕ＜

熱動継電器

サージ防護デバイスSPD

進相コンデンサSC

変流器CT

V 電圧計

電圧計切替スイッチ

A 電流計

Wh 電流量計

電流計切替スイッチ

VS

AS

漏電用しゃ断器ELCB

零相変流器ZCT

（可搬式）

SPD
(ClassⅠ)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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ドロッパ

A_
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MSE形

54セル
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1φ2W 105V 60Hz
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2P
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50AF
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照明主幹盤[L2]より
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予
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

特殊電源単線結線図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-4

基山浄水場

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。
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けやき台配水池

けやき台中継ポンプ場

基山浄水場

映像制御盤

監視カメラ

投
光
器

受
光
器

赤外線センサ

配水池制御盤

配水池水位計

配水流量計

残留塩素計

TM

ポンプ盤 計装盤
(1),(2)

M

送水ポンプ井水位計

流入流量計

TM

PCS盤
(3)

映像制御盤

WEB監視装置
帳票･保全
管理装置

LCD
監視制御装置

(DK) (LM) (WEB)

監視カメラ

投
光
器

受
光
器

赤外線センサ

映像監視装置

(SEC1)
プリンタ

2

(PRT2)

監視カメラ

投
光
器

受
光
器

赤外線センサ

(SEC2)

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

システム構成図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON

TM

PCS盤
(1),(2)

けやき台配水池
テレメータ盤

映像制御盤

E-5

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

宮浦中継ポンプ場

宮浦配水池ポンプ場

計装ＴＭ盤 映像制御盤

監視カメラ

投
光
器

受
光
器

赤外線センサ

映像制御盤

監視カメラ

投
光
器

受
光
器

赤外線センサ

計装ＴＭ盤

TM

けやき台配水池
テレメータ盤

(一部機能停止)

水資源機構

ＰＣ

三養基営業所

ＰＣ

北茂安浄水場

ＰＣ

(映像･セキュリティ)
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ光回線(IP-VPN)

プリンタ
1

(PRT1)

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ光回線(IP-VPN)

(一部機能停止)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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計

測

項

目

スケール

既 設

今 回

全 体

数

量

FI

流
入
流
量

配
水
池
水
位

配
水
流
量

配
水
残
留
塩
素

1

1

1

1

1

1

1

1

記　号 名　　称

L 水位(液位)

F 流量

I 指示

C 調節

A

凡  例

投込式レベル計

電磁流量計

警報

信号変換器

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

電波式レベル計

0～300
m3/h

<1>

帳 票

LCD

PCS盤

基
山
浄
水
場

テレメータ（親局）

伝　送

け
や
き
台
中
継
ポ
ン
プ
場

計
装
盤

現

場

送
水
ポ
ン
プ
井
水
位

1

1

0～4
m

<1>

ポンプ制御

LI

0～5
m

0～400/100
m3/h

0～3
mg/ℓ

<1> <1> 0

送水ポンプ
動力制御

回路

COS

ポンプ盤

送水ポンプ井

φ200
基山浄水場より

M

P

送水ポンプ
22kWx2(1)/2(1)

送水ポンプ吐出弁
0.4kWx2(1)/2(1)

テレメータ（子局）

テレメータ（子局）

配
水
池
制
御
盤

けやき台配水池

テレメータ盤

FI RCℓI

RCℓA

配水池
φ200 φ300

各種発信機

Z 開度

RCℓ 残留塩素

４． xa/b:今回/将来を示す。

 けやき台中継ポンプ場  けやき台配水池 

配水

φ200

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

計装フローシート

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON

け
や
き
台
配
水
池

E-6

φ200

Ry
(盤内)

LA H
HH

L
LA H

HH

L
LLLL

切替スイッチ

LI

(盤内)

LA HH
LL

LA HH
LL

切替スイッチ

テレメータ盤

けやき台配水池

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ光回線(IP-VPN)

FILI RCℓI

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

機器外形図(1)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1
10 E-7

650

1
,
3
00

N  P

200

正 面 図 側 面 図

引込開閉器盤

300

側 面 図

5
0
0

500

けやき台中継ポンプ場入出力盤

正 面 図

600

映像制御盤

N  P

600

1
,
6
00

5
0

1
,
6
50

側 面 図正 面 図

けやき台中継ポンプ場

N  P
１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

200

側 面 図

7
0
0

600

可搬式発電機用接続箱

正 面 図

N  P

基山町けやき台中継ポンプ場及び
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5



記　号 名　　　　称

CP- 1 動力受電電流

CP- 2 動力受電電圧

CP- 3 No.1主ポンプ

CP- 4 No.2主ポンプ

CP- 5

CP- 6

No.1主ポンプ吐出弁

CP- 7

No.2主ポンプ吐出弁

CP- 8

CP- 9

送水ポンプ井水位

CP- 10

流入流量

CP- 11

COS- 1 切換スイッチ(現場－中央)

COS- 2 切換スイッチ(手動－自動)

COS- 3 切換スイッチ(No.1-自動交互-No.2)

CS- 1 操作スイッチ(停止－運転)

CS- 2 操作スイッチ(閉－停止－開)

BS- 3 押釦スイッチ(表示復帰)

BS- 1 押釦スイッチ(ランプテスト)

BS- 2 押釦スイッチ(警報停止)

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1
10 E-8

800

ポンプ盤(1)

900

N  P N  P

CP-1

VA

CP-2

AS VS

ポンプ盤(2)

800

計装盤

N  P

800

2
,
1
00

5
0

2
,
1
50

側 面 図正 面 図

CP-3

AA

CP-4

FI-2 FI-2

COS-1 COS-2

G R
CP-3

CS-1

CP-5

CS-2
G RR

G R
CP-4

CS-1

CP-6

CS-2
G RR

BS-3BS-2BS-1

FI-1 FI-3

FI-1

FI-2

送水ポンプ

FI-3

配水池水位

配水流量

配水残留塩素

№′

電源断

送水ポンプ
№′

地絡

送水ポンプ
№′

満水検知

送水ポンプ
№′

無送水

送水ポンプ
№′

3E動作

空転水位

送水ポンプ
№′

吐出弁
電源断

送水ポンプ
№′

吐出弁
過負荷

送水ポンプ
№′

吐出弁
過トルク

送水ポンプ
№′

吐出弁
地　絡

次運転機
№′

№′
準備完了

予備 予備 予備

動力受電

200V級
動力制御盤

MCCB断

動力主幹
MCCB断

予備

建築動力
MCCB断

建築動力
地絡

建築照明
MCCB断

建築照明
地絡

計装TM盤
MCCB断

映像制御盤
MCCB断

配水池TM盤
MCCB断

けやき台

100V級
動力制御盤

MCCB断

盤内雑電源
MCCB断

予備

照明受電

′:1,2

水位異常高

水位異常低
配水池

水位異常高

配水池
水位異常低

テレメータ
故障

テレメータ
故障

配水池

ポンプ場

配水池
電源断

水位異常高
予備

配水残塩
異常

計装
電源断

予備

機器外形図(2)
けやき台中継ポンプ場

400

9
0
0

500

N  P

正 面 図 側 面 図

COS-2

G R
CP-3

CS-1

CP-5

CS-2
G RR

COS-2

G R
CP-4

CS-1

CP-6

CS-2
G RR

CP-3

A A

CP-4 COS- 4 切換スイッチ(機側-遠方)

COS-4
CP-5 CP-6

CP-12

CP- 12 操作場所選択

FI-4

FI-4

水位異常高

水位異常低

配水池
水位異常高

配水池
水位異常低

送水ポンプ
№2

吐出弁
過トルク

送水ポンプ
吐出弁
地　絡

送水ポンプ
№1

吐出弁
過トルク

送水ポンプ
吐出弁
地　絡

№2№1

送水ポンプ
№1

始動完了

送水ポンプ
№1

故障

送水ポンプ
№2

始動完了

送水ポンプ
№2

故障

送水ポンプ現場盤

CP-7

FILI
ℓI

-8 -9

RC
FILI

-10-11

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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N  P

800

NP-1

FI-1

BS-2BS-1

900

2
,
3
00

5
0

2
,
3
50

正 面 図 側 面 図

配水池制御盤

FI-1

記　号 名　　　　称

NP- 1 配水池水位

2 配水流量

3 配水残留塩素

押釦スイッチ(表示復帰)

BS- 1 押釦スイッチ(ランプテスト)

BS- 2

450

9
0
0

N  P

200

正 面 図 側 面 図

引込開閉器盤

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 機器外形図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1
10 E-9

FILI
ℓI

-2 -3

100V

受電

100V

停電

配水残塩

異常

計装電源

断

制御電源

断

水位

配水池

異常高

水位

配水池

異常低

テレメータ

異常

NP-

NP-

制御装置

映像

異常

200

側 面 図

5
0
0

400

可搬式発電機用接続箱

正 面 図

600

映像制御盤

N  P

600

1
,
6
00

5
0

1
,
6
50

側 面 図正 面 図

RC

N  P １．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1
10 E-10

600

映像制御盤

N  P

600

2
,
1
00

5
0

2
,
1
50

側 面 図正 面 図

600

2
,
1
00

5
0

2
,
1
50

側 面 図

800

N  P

正 面 図

宮浦中継ポンプ場、

映像制御盤
（宮浦配水池ポンプ場）（宮浦中継ポンプ場）

宮浦配水池ポンプ場　機器外形図

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1
10 E-11

600

映像制御盤

N  P

600

1
,
6
00

5
0

1
,
6
50

側 面 図正 面 図

800

2
,
1
00

5
0

2
,
1
50

側 面 図

800

N  P

正 面 図

800 1,100

7
0
0

正 面 図 側 面 図

映像監視装置
基山浄水場 機器外形図

ＰＣＳ（３）盤

１．　　　は、今回を示す。

注 記 

２．　　　は、機能増設を示す。

３.その他 は、既設を示す。

800

映像監視装置

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台中継ポンプ場1F平面図 S=1/50

DN

44505450

9900

4
4
5
0

4
4
5
0

8
9
0
0

1φ2W 100V 60Hz
3φ3W 200V 60Hz

九州電力より引込柱

引込開閉器盤

保安器箱

5

4

6

名　　　　称

ポンプ盤(1)

ポンプ盤(2)

映像制御盤

けやき台配水池テレメータ盤

備考番号

1

2

6

5

7

3

4

今回

今回

今回

既設

盤名称一覧表

水位計(投込式)

計装盤

電灯分電盤

別途工事

今回

機能増設

既記号

(法面)(法面)

(法面)

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

電磁流量計へ

投込式水位計

SE3 E3

赤外線センサー

赤外線センサー赤外線センサー

赤外線センサー

※ 表示配線は、すべて今回とする。

P.B 300 ×200

P.B 300 ×150

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台中継ポンプ場 平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50 E-12

3

2

1

7

ケーブルダクト

ケーブルラック 300W

可搬式発電機用接続箱

スイッチボックス

P.B 400 ×200

コア抜き50φ×2

コア抜き 150φ

P.B 300 ×200

地下1階へ

W300×D300

ケーブルダクト
W300×D300

1000

3
4
0
0

8

電波式水位計

8 水位計(電波式) 今回

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、機能増設を示す。

9 今回けやき台中継ポンプ場入出力装置盤9

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台中継ポンプ場B1F平面図 S=1/50

43505377

9727

4
4
0
0

4
4
0
0

8
8
0
0

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

No.1 送水ポンプ

No.2 送水ポンプ

送水ポンプ現場盤

22kW

M

22kW

電磁流量計 200φ

電極2P

No.2 送水ポンプ吐出弁

M

0.4kW

No.1 送水ポンプ吐出弁

M

0.4kW

水中汚水ポンプ

M

0.4kW

※ 表示配線は、すべて今回とする。

P.B 200 ×200

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台中継ポンプ場 B1F平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

既設ケーブルダクト

1階へ
1階へ

M

E-13

ポンプ井

ポンプ井

Ｍ

No.1 送水ポンプ逆止弁

No.2 送水ポンプ逆止弁

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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ポンプ盤(1)

保安器収納箱

引込開閉器箱

(G22)KPEV-S sq- 2P1.25

(G54)600V CE sq- 3c60

建築付帯動力
(HIVE28)600V CE sq- 3c3.5

(HIVE36×2)
NO.1送水ポンプ

22kW

M600V CE sq- 3c×222 IE sq8

(HIVE22)

NO.1送水ポンプ吐出弁
0.2kW

M600V CE sq- 3c2 IE sq3.5

sq- 7c2CEE

(HIVE22)

NO.1送水ポンプ逆止弁LS
(HIVE22)CEE sq- 2c2

NO.2送水ポンプ
22kW

M

(HIVE22)

NO.2送水ポンプ吐出弁
0.2kW

M

sq- 7c2CEE

NO.2送水ポンプ逆止弁LS
(HIVE22)CEE sq- 2c2

水中汚水ポンプ電極2P
(HIVE22)CEE sq- 3c2

水中汚水ポンプ
0.4kW

M600V CE sq- 3c2 (HIVE22)

(HIVE70)

(HIVE28)

(HIVE22)

CEE sq-20c×21.25

CEE sq-10c1.25

CEE sq- 2c×22

送水ポンプ現場盤

3．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台中継ポンプ場 配線系統図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON

600V CE sq- 3c60 IE sq5.5 (G54)

600V CE sq- 3c14 (G28)

九州電力（株）より

3φ3W 200V 60Hz 1φ3W 200/100V 60Hz

(G28)600V CE sq- 3c14 (G92)

(HIVE28)

600V CET sq200

600V CE sq- 3c14

可搬式発電機用接続箱

電灯分電盤
(HIVE28)600V CE sq- 3c5.5(HIVE22)600V CE sq- 3c2

計装盤

CEE sq- 4c1.25

ポンプ盤(2)

(HIVE36×2)600V CE sq- 3c×222 IE sq8

600V CE sq- 3c2 IE sq3.5 (HIVE22)

CEE sq-20c1.25

CEE-S sq- 2c1.25

(HIVE22)CEE sq- 2c1.25

(HIVE22)CEE-S sq- 8c1.25

IE sq3.5

テレメータ盤
けやき台配水池

(HIVE36)

CEE-S sq- 2c1.25 (HIVE22)

600V CE sq- 2c2 IE sq3.5

600V CE sq- 3c2

IE sq5.5

IE sq3.5

IE sq5.5

IE sq3.5

IE sq3.5

(HIVE22)CEE-S sq- 2c2
水位計変換器

sq- 2c2

CEE

(HIVE22)

送水ポンプ井水位計(投込式)
(HIVE22)専用ケーブル

(HIVE22)CEE-S

sq- 2c2 IE sq3.5

sq- 2c1.25

(HIVE22)
流入流量計

600V CE

CEE

E-14

(HIVE22)CEE-S sq- 2c2
水位計変換器

sq- 2c2

CEE

(HIVE22)

送水ポンプ井水位計(電波式)
(HIVE22)専用ケーブル

CEE

sq-15c1.25CEE
(HIVE70)

(HIVE22)

(HIVE22)

入出力装置盤

2． は、機能増設を示す。

(HIVE22)

LANケーブル

IE sq3.5

(HIVE22)

(HIVE28)CEE sq-15c1.25

(HIVE22)CEE-S sq- 6c1.25

けやき台中継ポンプ場

600V CE sq- 3c2 IE sq3.5

IE sq3.5

IE sq3.5

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台配水池平面図 S=1/80

1φ3W 210-105V 60Hz
九州電力より

引込柱

引込開閉器盤

保安器箱

8750

2
7
5
0

1
9
5
0
0

2
7
5
0

19500 2750

125001380032001500

1
2
5
0
0

3
1
0
0

7
4
0
0

2
0
0
0

P.B 300 ×200

薬注室

配水流量計

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

投込式水位計

31000

2
5
0
0
0

電気室

赤外線センサー赤外線センサー

赤外線センサー赤外線センサー

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

※ 表示配線は、すべて今回とする。

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/80

P.B 300 ×200

P.B 500 ×300

PB3

PB4

PB5

E-15

ＭＡ

1600

3400

電波式水位計

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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2

3

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

けやき台配水池電気室内平面図 S=1/30

名　　　　称

配水池制御盤

備考番号

1

2

5

3

4

映像制御盤

今回

機能増設

移設

盤名称一覧表

けやき台配水池テレメータ盤

残留塩素計

既記号

SEC6

(中継ポンプ場対向子局)
テレメータ

3． は、移設を示す。

※ 表示配線は、すべて今回とする。

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 電気室平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/30

別途工事

4

5

今回可搬式発電機用接続箱

1

コア抜き50×2φ

P.B 500 ×300

P.B 200 ×150

P.B 500 ×300(下部)

コア抜き50φ×2(下部)

引込柱へ 配水池へ

P.B 500 ×300(下部)

スイッチボックス(上部)

コア抜き75φ   (下部)
コア抜き50φ   (上部)

3
7
0
0

P  :HIVE54,22
C  :HIVE28
K  :HIVE28,22

P  :HIVE54
C  :HIVE28
K  :HIVE28

NTT:HIVE22

NTT:HIVE22

P:HIVE54,22
C:HIVE28
K:HIVE28,22

※集合配管

※集合配管

※集合配管

PB1

PB2

PB3

PB4

P  :HIVE28
C  :HIVE28
K  :HIVE28
NTT:HIVE22

P:HIVE22
K:HIVE22

3
7
0
0

3200

E-16

1100

1
0
0
0

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。4．

は、機能増設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



配水池制御盤

けやき台配水池

mm- 1P1.25KPEV-S

sq-15c1.25CEE

引込開閉器盤

保安器収納箱
(G22,FEP30)KPEV-S sq- 1P1.25

600V CE sq- 3c3.5
残留塩素計

(HIVE22)600V CE sq- 2c2

sq- 2c2CEE-S (HIVE22)

配水流量計
(FEP30)600V CE sq- 2c2

専用ケーブル (FEP30)

(G22,FEP30)600V CE sq- 2c2

(G22,FEP30)CEE-S sq- 2c2

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

3．

は、機能増設を示す。

(HIVE22)

PB

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 配線系統図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON

(G28)600V CE sq- 3c5.5
可搬式発電機用接続箱

(HIVE28)

600V CE sq- 3c2 IE sq3.5 (G28)

1φ3W 200/100V 60Hz

九州電力（株）より

IE sq3.5

sq- 6c1.25CEE-S (HIVE28)

IE sq3.5 (G28,FEP30)

IE sq3.5

IE sq3.5

IE sq3.5

600V CE sq- 2c3.5 IE sq3.5 (HIVE28)

E-17

テレメータ盤
けやき台配水池

配水池水位計(投込式)

(G22,FEP30)600V CE sq- 2c2

(G22,FEP30)CEE-S sq- 2c2

IE sq3.5
配水池水位計(電波式)

記載なきものは既設を示す。4．

は、移設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



宮浦中継ポンプ場 場内配線図 S=1/100

受水槽

備　　考記  号番　号 名　　　　　称

7

6

8

4

12

5
3

LB-1

仮設発電機接続箱4

6

7

5

宮浦中継　計装テレメータ盤

1

3

2

宮浦中継　受電盤

中継端子盤

SP-1

KP-1

L-1

宮浦中継　動力制御盤

保安器箱

電灯分電盤

TB

MDF

8

映像制御盤 SEC3

CE3.5sq-2c・IE3.5sq
受電盤

宮浦中継

計装ＴＭ盤

宮浦中継
動力制御盤

宮浦中継

CEE 1.25sq-15C x2
CEE 1.25sq-20C
CEES 1.25sq-2C

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-18

1．

注　記

は、機能増設を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

平面図
宮浦中継ポンプ場

既設

既設

既設

別途工事

既設

機能増設

既設

既設

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



LB-1

仮設発電機接続箱4

6

7

5

計装テレメータ盤

備　　考記  号

1

3

2

番　号 名　　　　　称

受電盤

残留塩素計

HP-1

KP-1

L-1

動力制御盤

次亜塩注入ポンプ制御盤

電灯分電盤

宮浦配水池ポンプ場 場内配線図 S=1/100

配水池

1φ2w 105V 60Hz
九州電力より

3φ3w 210V 60Hz

引込柱

引込開閉器箱

4300 4300

9000

5
5
0
0

1

2

3

7

64

5

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-19

1.

注　記

記載なきものは既設を示す。2.
平面図

宮浦配水池

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

既設

既設

既設

既設

機能増設

既設

既設

8

8 映像制御盤 SEC4 既設

は、機能増設を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

基山浄水場 2F平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/60

会議室

階段室

倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟｰﾁ 風除室 玄関

収
納

棚

FAX

下
足

箱

ﾎｰﾙ

水質試験室

休憩室、更衣室

湯沸室

具

倉庫

掃除

男子

便所

女子

便所

A

B

C

2

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

電気室

12345

91011

14

13

16

17

18

書庫
事務室兼中央監視室

表示装置

6600 6200 6000 6000 6000 5000

6
0
0
0

6
0
0
0

20 19

6 -16 -26 -36 -4

7 -17 -2

22

21

23

1
2
0
0
0

35800

3 4 5 6 7 8

31

32

E-20

33 34

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、機能増設を示す。

PCS3

配線系統図

UPS3

600V CE sq- 2c3.5 LANケーブルインバータ盤 PCS盤（３）

LANケーブル

LANケーブル

LANケーブル

LANケーブル HC
ハードコピー

DK1
LCD監視制御装置

LANケーブル PRT2
プリンタ2

LANケーブル

LANケーブル

LANケーブル

LM
帳票・保全
管理装置

LANケーブル WEB
WEB監視装置

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

ＰＢ２Ｗ

ＰＢ１

ＰＢ２Ｗ

PT
Z

PTZ

No.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

ＰＢ１Ｗ

大型
ディスプレイ

H1

H2

H3

L1

L2

UPS1

UPS2

UPS3

UPS4

PCS1

PCS2

DK

LM

1

盤記号

6 -1

2

3

4

6 -2

6 -3

6 -4

7 -1

5

7 -2

8

9

10

盤名称

引込盤

受電盤

動力変圧器盤

動力主幹盤

照明主幹盤

蓄電池盤

充電器盤

インバータ盤

分電盤

PCS盤（１）

PCS盤（２）

LCD監視制御装置

帳票・保全管理装置

備考

凡　例

WEB

HC

PRT1

ETB

PL-2-1

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Web監視装置

ハードコピー

プリンタ1

接地端子箱

動力電灯分電盤

大型ディスプレイ

場内照明分電盤

パワーコンディショナ

PSD盤

自動通報装置

WH

盤記号 盤名称 備考番号 番号

PRT2

31

32

33

34

映像監視装置

プリンタ2

SEC3 映像制御盤

PCS盤（３）PCS3 今回

別途工事

別途工事

今回

機能増設

機能増設

SEC1

CPEV-S mm-10P0.9保安器箱

機能増設

防火区画補修　
床600ｘ400

防火区画補修　
床300ｘ300

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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UP

1系膜浸漬槽 2系膜浸漬槽 3系膜浸漬槽 4系膜浸漬槽

浄水池(2)

浄水池(1)

ﾋﾟｯﾄ

ﾋﾟｯﾄ
ＤＳ

ＤＳ

換気機械室

上部ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

A

B

C

54 6 7 832１

粉末活性炭供給装置

スペース
配管

硫酸注入設備

チオ硫酸ナトリウム注入設備

次亜塩注入設備

苛性ソーダ注入設備
凝集剤注入設備

薬品注入機室

混和槽撹拌機

次亜ﾀﾝｸ室

Ｍ

Ｍ

活性炭室

保安器箱

２Ｆ電気室へ

２Ｆ中央監視室へ

1
2
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6000 6600 6200 6000 6000 6000 5000

41800

ケーブルラック

課

長

2．

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、機能増設を示す。

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

基山浄水場 1F平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/60 E-21

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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DN

S=1/50けやき台中継ポンプ場 場内配線図

1φ2w  105V 60Hz

3φ3w  210V 60Hz

九州電力より

記　号

ポンプ盤(１)

4

3

2

番　号

1

名　　　　　　称 備　　考

ポンプ盤(２)

計装テレメータ盤

電灯分電盤

引込柱

5 映像制御盤 今回SEC5

PTZ

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZカメラ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

４

２

１

１

PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

PTZ

L

PTZ

PTZ

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZカメラ

赤外線(投)

No.2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

CPEE 0.9-2P(16)
PB2W

赤外線(受)

赤外線(投)
CPEE 0.9-2P×2(FEP30φ)

PB1W

赤外線(受)

赤外線(投)

PB1W

No.1

No.3

赤外線(受)

赤外線(投)

No.4

PB2W

L 赤色回転灯
CE2sq-2c・IE2sq(22)

PB1W

PB2W

PB2W
CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2(FEP30φ)

(36)－FEP50φ

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)－FEP50φ

PB2W

CPEE 0.9-2P×2(28)

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2(36)

(36)

CE2sq-2c・IE2sq

CE2sq-2c・IE2sq(22)

映像制御盤ポンプ盤(1) 600V CE 3.5sq-2c・IE3.5sq
CPEE 0.9-2P×4

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2
(54)

600V CE2sq-2c・IE2sq

PB4W　400×400×300　SUS製　防水型

PB4W

PB1W

PB1W

PB2W

PB2W

PB1W

PB4W

No.1 No.2

No.3

No.4

PB1W

PB2W

上部PB1W

既設PB400×400×200

G28
FEP30φ

(22)－FEP-30φ

FEP30φ・FEP50φ G22・36

集合配管(1)G54×2

FEP30φ

FEP50φ

ｺｱ抜き80φ×3

ｷｰﾘﾓｺﾝ
CPEE 0.9-3P(FEP30φ)

CPEE 0.9-3P

(GL-300)

(GL-300)

(GL-300)
(GL-300)

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

PB2W

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

PTZ ﾈｯﾄﾜｰｸPTZカメラUPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)
PB2W

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-1P (28)

CPEV 0.9-1P
CE2sq-2c・IE2sq

CPEE 0.9-2P×6

CPEE 0.9-1PCPEE 0.9-1P

下部PB2W

上部PB2W
下部PB2W

G22

G28

キーリモコン

FEP30φ

FEP30φ
※保安器箱へ

(GL-300)

TEL用空配管(22)
TEL用空配管(FEP30φ) 保安器箱

PB2W

3

2

1

可搬式発電機用接続箱

スイッチボックス

5

4

P.B 400 ×200P.B 300 ×200

(54)

映像制御盤

ポンプ盤(１)

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50 E-22

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．
赤外線設備平面図

けやき台中継ポンプ場

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

既設

別途工事

別途工事

別途工事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



けやき台中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場場内入口キースイッチ取付詳細　S=1/20 NO.1赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20 NO.3赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20

NO.4赤外線センサ・機器取付詳細　S=1/20

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-23

けやき台中継ポンプ場

引込柱
警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

赤外線センサ

PXB-50F

CPEE 0.9-3P(FEP30φ)

地中埋設管(FEP30)
GL-300

8
0
0

GL-300

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

3
0
0

フェンスにＵボルトにて取付

1
0
0
0

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

NO.1 赤外線センサ(投・受)

CPEE0.9-2P×2

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

ＧＬ

6
0
0 5
0
0

1
0
0

800

200400

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
200

PB 150 ×100(SUS・WP)

FEP30×1

引込柱(既設)

赤外線センサ
PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

ＧＬ地中埋設管(FEP30)
GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

赤外線センサ接続ボックス
OP12-1525B

NO.3

PB 150 ×100(SUS・WP)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

3
5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

1
0
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

WV-Q122カメラ壁取付金具

PB 200 ×150(SUS・WP)

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

CPEE0.9-1P 

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-1P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(FEPφ40)

CE2sq-2c・IE2sq(FEPφ30)

赤外線センサ(投・受)NO.4

CE2sq-2c・IE2sq

200

PB 200 ×150(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)
PB 150 ×100(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)
PB 400 ×300(SUS・WP)

既設PB

CPEE0.9-2P×2
CPEE0.9-3P (G36)

CPEE0.9-2P×2(FEP30φ)
CPEE0.9-3P(FEP30φ)

CPEE0.9-2P×2 (G36)
UPTケーブル カテゴリー5

CPEE0.9-2P×2(G28)

CPEE0.9-2P×2 (G36)
UPTケーブル カテゴリー5

CPEE0.9-1P

CE2sq-2c(G22)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.3

CPEE0.9-2P×4 (FEP50φ)
UPTケーブル カテゴリー5

No.2

4
2
0
0

9110

3
4
0

4555

6
9
0

3
9
0
0

3
9
0
0

6
9
0

S=1/25Ａ 断 面 図

▽1ＦＬ

CE2sq-2c(G22)

TEL用空配管(FEP30φ)

TEL用空配管 (G22)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台配水池

1φ3w  210-105V 60Hz
九州電力より

引込柱

記 号

配水池制御盤

3

2

番 号

1

名      称 備  考

映像制御盤

けやき台配水池テレメータ盤

薬注室

電気室

4 残留塩素計

今回

2

SEC6

PTZ

L

機 器 設 置 凡 例

PXB-50F

DG-SW396

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZカメラ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

4

2

1

1

PB1W 150×150×100 SUS製 防水型
PB2W 200×200×150 SUS製 防水型
PB3W 300×300×200 SUS製 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

P
T
Z

PTZ

赤
外

線
(
受
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
P
T
Z
カ
メ
ラ

赤
外

線
(
投
)

No.1

U
P
T
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
・

ｶ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ﾘ
ｰ
5
(
16
) PB2W

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

(
3
6
)
-
F
E
P
5
0φ

No.1 No.2

No.3No.4 L

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)
CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5 (36)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

PB1W

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

(
2
8
)
-
F
E
P
3
0φ

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

PTZ

U
P
T
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
・

ｶ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ﾘｰ
5

PB2WPB1W

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

(
2
8
)
-
F
E
P
3
0φ

(
3
6
)
-
F
E
P
5
0φ

No.2No.3No.4

CPEE 0.9-2P×2(28)

CPEE 0.9-2P×2(28)

(FEP50φ)

CPEE0.9-2P×2(FEP30φ)

ｷ
ｰ
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ

C
P
E
E
 
0
.
9
-
3
P
(
22
)

PB2WPB3WPB3WPB3W(FEP50φ)

配水池制御盤 映像制御盤
CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)

L

赤色回転灯

CE2sq-2c・IE2sq

PB3W

P
TZ

PB2W

PB2W PB3W

PB3W

PB2W

PB3W

PB1W

PB4W

PB3W

           G22×1

FEP50φ×2・FEP30

G36×2・28

異種管接続材
(FEP50φ／G36)×2
(FEP30φ／G28)×1

GL-300

GP-36・28

FEP30
GP-36G16

G36

G22

CPEE 0.9-1P

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
P
T
Z
カ
メ
ラ

PB2W
CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P

(36)

No.1

(22)
(22)

FEP30φ×1
GL-300

既設
保安器盤

T
E
L
用

空
配
管

(
F
E
P
3
0
φ
)

PB4W

600V CE 2sq-2c・IE2sq

PB4W 400×400×300 SUS製 防水型

G54×3

FEP50

保安器盤へ

キーリモコン

PB2W

FEP50
GL-300

コア貫通80φ×3

GL-300

GL-300

FEP30
GL-300

G22×2

G22

CPEE0.9-2P×2

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-1P

(36)

(36)

4

3

1

5 可搬式発電機用接続箱

5

スイッチボックス(上部)

P.B 500 ×300(下部)

PB1

(22)

8
00

800

集合配管(1)G36×2

1.

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2.

事業名

工事名

縮 尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和 年度

赤外線設備平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/80 E-24

けやき台配水池

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

既設

別途工事

既設

別途工事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



けやき台配水池場入口キースイッチ取付詳細 S=1/20 NO.1ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ取付詳細 S=1/20

NO.1赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20 NO.3赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20

NO.2赤外線センサ(投・受)取付詳細 S=1/20

事業名

工事名

縮 尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和 年度

セキュリティ機器設置詳細図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-25

けやき台配水池1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

門柱

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

1
2
9
0

ＧＬ

2
0
0
0

カメラ取付スタンション架台)

(16)

PB 200 ×150(SUS・WP)

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEV 0.9-2P×4(36)

UPTケーブル カテゴリー5

(φ114.3×H2000)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

4
0
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

PB 200 ×150(SUS・WP)

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

NO.1 赤外線センサ(投・受)

200

650

FEP50×1

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

3
5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

NO.3 赤外線センサ(投・受)

200

1
0
0
0

DQ-SW395
ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

FEP50×1

PB 200 ×150(SUS・WP)

450

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2 

NO.2 赤外線センサ(投・受)

1
0
0

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
200

PB 150 ×100(SUS・WP)

FEP30×1

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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宮浦中継ポンプ場 場内配線図 S=1/100

受水槽

引込柱

備　　考記  号番　号 名　　　　　称

PTZ

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

KC-101

赤外線

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

３

２

１

１

L

PT
Z

PTZ

No.2

No.1

No.3

PB1W

PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

PB2W

PB4W

PB1W

PB2W

G36・22×2

G22

G36,22

GP22

PB1W

PB4W　400×400×300　SUS製　防水型

ＧＬ

4
9
0
0

受水槽

電気室

1
7
0
0

2.8m以上

3
9
5
0

9
5
0

NAﾎﾟｰﾙ

(φ114.3×H5500)

4
5
0
0

支線14sq 

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

Lアングルにて

架空配線
ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ14sq

架空配線
ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ14sq

CPEE 0.9-10P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

TEL用引き込みケーブル
※上段:弱電ケーブル
※下段:TEL用

PB2W

FEP30.50

Lアングル

PB1W

キーリモコン

PB1W

7

6

8

4

1
2

5
3

LB-1

仮設発電機接続箱4

6

7

5

宮浦中継　計装テレメータ盤

1

3

2

宮浦中継　受電盤

中継端子盤

SP-1

KP-1

L-1

宮浦中継　動力制御盤

保安器箱

電灯分電盤

TB

MDF

8

映像制御盤 今回SEC3

PTZ

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線(投)

No.1

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

2P

2P

赤外線(受)

赤外線(投)
2P

2P

CPEE 0.9-2P×2(22)

L

赤外線(受)

赤色回転灯

赤外線(投)
CPEE 0.9-2P×2 2P

2P

CE2sq-2c・IE2sq(22)

ｷｰﾘﾓｺﾝ
CPEE 0.9-3P(22)

No.2

No.3

CPEE 0.9-2P×2

CE2sq-2c・IE2sq(22)CE2sq-2c・IE2sq(22)

CPEE 0.9-10P

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CE2sq-2c・IE2sq(FEP30)

映像制御盤

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(54)

CE2sq-2c・IE2sq(54)

PTZUPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CPEE 0.9-2P×2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CPEE 0.9-2P×2(FEP50)
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×4(54)
PB1W

PB2WPB2W

PB2W

PB4W

PB2W CPEE 0.9-2P(16)×2架空配線
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

CPEE 0.9-1P

CE3.5sq-2c・IE3.5sq

CPEE 0.9-10P

CPEE 0.9-10P

CE 5.5sq-2C

計装ＴＭ盤

宮浦中継

保安器箱
CPEE 0.9-1P

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

集合配管(1)G54×3

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-26

赤外線設備平面図
宮浦中継ポンプ場

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設
9

TM-1テレメータ盤9 別途工事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



宮浦中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場場入口キースイッチ取付詳細 S=1/20 NO.2赤外線センサ(投・受)取付詳細 1/20

NO.1赤外線センサ・機器取付詳細 1/20 NO.3赤外線センサ・機器取付詳細 1/20

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-27

宮浦中継ポンプ場1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)

1
3
0
0

ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

赤外線センサ(投・受)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

3
5
0
0

 
機

器
上

面
約

9
50

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200700150

1050

4
5
0
0

NAポール(φ114.3×H5500)
SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

WV-Q122 カメラ壁取付金具

CPEE0.9-2P×2 (16×2)

1
0
0

NO.1

CPEE0.9-10P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

フェンス

1500

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

メッセンジャーワイヤー14

6
5
0

1
1
0
0

赤外線センサ接続ボックス OP12-1525B

PB 200 ×150(SUS・WP)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

3
5
0
0

5
0
0

 
機

器
上

面
約

9
50

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 650

1050

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×Ｈ5500)

SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

WV-Q122カメラ壁取付金具

UPTケーブル カテゴリー5(16)

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

CPEE0.9-1P 

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-1P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

フェンス

695

CE2sq-2c・IE2sq(22)

赤外線センサ(投・受)NO.3

CE2sq-2c・IE2sq

PB 200 ×150(SUS・WP)

CPEE0.9-2P×2 (22)

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2 

NO.2 赤外線センサ(投・受)

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

PB 200 ×150(SUS・WP)

FEP30×1

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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LB-1

仮設発電機接続箱4

6

7

5

計装テレメータ盤

備　　考記  号

1

3

2

番　号 名　　　　　称

受電盤

残留塩素計

HP-1

KP-1

L-1

動力制御盤

次亜塩注入ポンプ制御盤

電灯分電盤

8 映像制御盤 今回SEC4

PTZ

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

4

2

1

1

PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

宮浦配水池ポンプ場 場内配線図 S=1/100

配水池

1φ2w 105V 60Hz
九州電力より

3φ3w 210V 60Hz

引込柱

引込開閉器箱

4300 4300

9000

L

PTZ

PTZ

5
5
0
0

No.1

No.2

No.3

No.4G36・22

G22

G36・22

G36

FEP30φ

FEP50φ

G22

PB1W

PB2W

PB1W

PB1W

PB2W

PB2W

PB3W

PB3W

PB1W

(GL-300)

(GL-300)

PB2W

映像制御盤 CPEE 0.9-2P×5

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2
CPEE 0.9-3P

CE2sq-2c×2・IE2sq
(54)

(54)

ｷｰﾘﾓｺﾝ

PTZ

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤色回転灯

赤外線(投)

No.4

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

CPEE 0.9-2P×2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE0.9-2P×2
CPEE0.9-3P

(36)

CPEE 0.9-3P(22)

CE2sq-2c・IE2sq CE2sq-2c・IE2sq
CPEE 0.9-1P

既設
受電盤

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)

PB3W

PB2W

PB2W

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×3
PB2W(36)

(28)

PB2W

×2

           G28×1

FEP50・FEP30

PB2W

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2
(36)
(22)

赤外線(受)

赤外線(投)

CPEE 0.9-2P×2(22)

2P(16)

(22)－FEP30φ

No.1

PTZ

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線(投)

赤外線(受)

赤外線(投)

No.3

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2

No.2

×2

CPEE0.9-1P
(22) (22)

PB3W

CPEE 0.9-2P×2(22)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×2

(36)

CPEE 0.9-2P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5 (36)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×2 (36)

CE2sq-2c・IE2sq
CPEE0.9-1P

(22)

PB2W

PB1W PB1W

PB1W

PB1W

PB2W

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×2
(36)-FEP50φ

CPEE 0.9-2P×4

CPEE 0.9-2P×2(22)
(22)－FEP30φ

CPEE 0.9-2P×2(22)

CPEE 0.9-1P

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

L

(GL-300)

1

1

2

FEP30φ
(GL-300)

1

C
E
3
.
5
s
q
-
2
c
・

I
E
3
.
5
s
q
(
既
設
流
用
)

TEL引き込み

TEL用空配管　(22)

G36・22
D1ブロックにて

(54)CE3.5sq-2c・IE3.5sq

1

2

3

7

8

64

5

集合配管(1)G54×3

           G22×1

集合配管(2)G36×1

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-28

1.

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2.
赤外線設備平面図

宮浦配水池

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



宮浦配水池ﾎﾟﾝﾌﾟ場入口キースイッチ取付詳細　S=1/20 NO.1赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20

NO.4赤外線センサ・機器取付詳細　S=1/20

電気室映像制御盤据付及び配線詳細　S=1/20

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-29

宮浦配水池

1
3
0
0

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ　KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ　SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト　φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法

3
5
0
0

　
機

器
上

面
約

8
5
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 650

1050

1
0
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

WV-Q122カメラ壁取付金具

PB　200　×150(SUS・WP)

UPTケーブル　カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

(36)

フェンス

695
NO.3 赤外線センサ(投・受)

CPEE0.9-1P
CE2sq-2c・IE2sq

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×2

CE2sq-2c・IE2sq
CPEE 0.9-1P

(22)

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F
CPEE0.9-2P×2　

NO.1 赤外線センサ(投・受)

赤外線センサ接続ボックス

CPEE0.9-2P×2　

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

機
器

上
面

約
8
5
0

ＧＬ

6
0
0 5
0
0

1
0
0

600

200400

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

OP12-1525B

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法

PB 150　×100(SUS・WP)

FEP30×1

100600

5
4
0

7
0
0

映像制御盤

PB300　×200　SUS・WP

壁コア貫通　φ80×3

(54)

(54)

CPEE 0.9-2P×5

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2
CPEE 0.9-3P

CE2sq-2c×2・IE2sq

CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-1P

CE2sq-2c×2・IE3.5sq (54)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-3P
CPEE 0.9-2P×2

CPEE 0.9-1P
CE2sq-2c×2・IE2sq

(36)

(22)

CE2sq-2c・IE3.5sq

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×3

(36)

(28)

(22)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備場内平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/250 E-30

基山浄水場

グレ
ーチン

グ

グ
レ
ー
チ
ン
グ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

グ
レ
ー
チ
ン
グ

グレーチング

グレーチング

Ｕ
＝

300

Ｕ
＝
300

Ｕ＝300

Ｕ＝300

Ｃｏ

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕
切
弁

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｖ
Ｐ
φ
15
0

電気

電気

電気

電気

電気

電気

電気

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

仕切弁

仕切弁

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

空気弁
流量計

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

汚
水

汚
水汚水

電動弁

排 泥 池

車 庫

薬 品 沈 殿 池パ
イ
プ

ポ
ン
プ
井
流
入
弁

Ｆ

Ｆ

倉庫

放
水

口

放
水

口

放水口

洗
浄
配
水
池
流
入
弁

導
水
管

焼却炉

ＴＡ．5

ＴＡ．11

ＴＡ．13

ＴＢ．2ＴＢ．4

ＴＢ．5

Ｇ

管 理 本 館

急 速 ろ 過 池

調 整 池

濃 縮 槽

着 水 井
Ｈ＝81．500

・87．69

86．92

・

・

86．97

・
87．22

・87．43

87．87
・

・

87．40

・87．09

・

86．66

86．29
・

・
84．59

80．92 ・

87．22
・

80．83
・

・
81．12

・78．75

・84．77

・86．42

・86．02

80．42

・

・

78．91

77．23

77．83

77．47

・

・

・

・88．29

・87．07

・

・

・
87．08

・86．38

・

86．17

87．08
・

・86．87

・
86．15

・86．83

・86．14

・86．79

・86．80

・
86．84

86．83

・

Ｇ

・
86．48

86．89
・

・
86．96

87．11

・

・86．83

・86．97

・

86．57

・

・
・

・
86．48

・86．88

86．95
・

・86．87

・
86．84

・

・・

・83．04

・

・82．71

・
82．49

82．50 ・

・

・80．94

・

81．06

・
80．35

ＨＰφ250

・・
・

・

78．4578．40

78．20

78．29

・81．09
・81．06

・81．24

・81．05

駐車場
・

・

84．61

85．07

81．65
・

・

80．2482．45

82．95

・

・

・

・
79．43

79．77

75．71
・

・
・

75．14

75．27

・

75．38
・

・

73．49

73．33

・

72．45

・72．80

・72．30

74．83・

・

76．57

・78．97

78．08

78．44 ・

・
78．82

・78．89

・

78．55

ＮＯ．0

ＮＯ．1

ＮＯ．2

ＮＯ．3

+83.00

+81.00

天 日 乾 燥 床

EXP. J

E X
P .

J

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

ﾋﾟ
ｯﾄ

ﾋﾟ
ｯﾄ

次
亜
ﾀﾝ
ｸ室

活
性
炭
室

薬
品
注
入
機
室

換
気
機
械
室

2系
膜
浸
漬
槽

3系
膜
浸
漬
槽

4系
膜
浸
漬
槽

1系
膜
浸
漬
槽

浄
水
池
(2
)

浄
水
池
(1
)

場内配線図　1/250

膜濃縮用膜浸漬槽

引込柱

赤外線センサ NO.1 NO.7
回転灯 NO.2

赤外線センサ NO.2 NO.3
PTZカメラ NO.3

赤外線センサ NO.12 NO.13
赤外線センサ NO.11 NO.12

赤外線センサ NO.7 NO.8

赤外線センサ NO.1 NO.2

回転灯 NO.1

1000 ×900H
ハンドホール2

600 ×600H
ハンドホール9

回転灯 NO.3

赤外線センサ NO.18 NO.19

固定カメラ NO.1

赤外線センサ NO.8 NO.9

赤外線センサ NO.10 NO.11

端子盤
中継

電灯分電盤

ハンドホール5

1000 ×900H
ハンドホール1

1000 ×900H
ハンドホール3

ハンドホール11

調整池分電盤

調整池弁室コンセント

赤外線センサ NO.13 NO.14

赤外線センサ NO.14 NO.15

赤外線センサ NO.4 NO.5

NO.4赤外線センサ NO.3

NO.6赤外線センサ NO.5

NO.6赤外線センサ

NO.20赤外線センサ

赤外線センサ NO.19 NO.20

回転灯 NO.4

赤外線センサ NO.17 NO.18

赤外線センサ NO.16 NO.17

赤外線センサ NO.15 NO.16

1000 ×900H
ハンドホール4

1000 ×900H

ハンドホール6
1000 ×900H

ハンドホール7
1000 ×900H

ハンドホール8
600 ×600H

ｂ

ｅ

s

P
TZ

PT
Z

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

ハンドホール2

EA

EALA

EB

EC

ED

ELCB

ED(VVVF)

ET1

ET2

1000 ×900H

ハンドホール10

支線柱

排水槽外灯

薬品排水受槽分電盤

薬品排水受槽外灯

玄関横外灯

赤外線センサ NO.9 NO.10

2階(電気室)へ

ケーブルラック

600 ×600H

2階(中央監視室)へ

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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H1

H2

H3

L1

L2

UPS1

UPS2

UPS3

UPS4

PCS1

PCS2

DK

LM

1

盤記号

6 -1

2

3

4

6 -2

6 -3

6 -4

7 -1

5

7 -2

8

9

10

盤名称

引込盤

受電盤

動力変圧器盤

動力主幹盤

照明主幹盤

蓄電池盤

充電器盤

インバータ盤

分電盤

PCS盤（１）

PCS盤（２）

LCD監視制御装置

帳票・保全管理装置

備考

凡　例

WEB

HC

PRT1

ETB

PL-2-1

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Web監視装置

ハードコピー

プリンタ1

接地端子箱

動力電灯分電盤

大型ディスプレイ

場内照明分電盤

パワーコンディショナ

PSD盤

自動通報装置

WH

盤記号 盤名称 備考番号 番号

PRT2

31

32

33

34

映像監視装置

プリンタ2

SEC3 映像制御盤

PCS盤（３）PCS3 別途工事

今回

今回

別途工事

会議室

階段室

倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟｰﾁ 風除室 玄関

収
納

棚

FAX

下
足

箱

ﾎｰﾙ

水質試験室

休憩室、更衣室

湯沸室

具

倉庫

掃除

男子

便所

女子

便所

A

B

C

2

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

電気室

12345

91011

14

13

16

17

18

書庫
事務室兼中央監視室

表示装置

6600 6200 6000 6000 6000 5000

6
0
0
0

6
0
0
0

20 19

6 -16 -26 -36 -4

7 -17 -2

22

21

23

1
2
0
0
0

35800

3 4 5 6 7 8

31

32

33 34

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

ＰＢ２Ｗ

ＰＢ１

ＰＢ２Ｗ

PT
Z

PTZ

G22×2

No.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

G22×2

ＰＢ１Ｗ

1階へ

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）

PTZSEC3
No.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗPTZ
No.2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
PB1W

PB1WPB1

PB1WCPEE 0.9-3P（22）
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEE 0.9-3P（22） CPEE 0.9-3P（22）

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22） UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-3P（22）

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEE 0.9-3P（22） CPEE 0.9-3P（22）

600V CE  5.5sq-2CUPS3
インバータ盤 映像制御盤

SEC1600V CE  14sq-2CUPS4
分電盤 映像監視装置

PTZ

機　器　設　置　凡　例

DG-SW396 ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ 2

ＰＢ１ １５０×１５０×１００
防水型
防水型

ＳＵＳ製

ＳＵＳ製　　２Ｗ
ＰＢ１Ｗ １５０×１５０×１００

２００×２００×１５０
ＳＵＳ製

記入なきプルボックスサイズは下記による。

凡　例・２

赤外線設備配線系統図へ

SEC1

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備2F平面図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/60 E-31

基山浄水場

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備配線系統図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-32

基山浄水場

ケーブル及び露出電線管はすべて更新とし、3．

FEPは流用とする。

No.11 No.10 No.10 No.9 No.9 No.8 No.8 No.7 No.7 No.1 No.2 No.2 No.3 No.3 No.4 No.4 No.5 No.5 No.6 No.6

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

PB3WPB1W PB2W PB2W PB2W PB3.5W PB3.5W PB1W PB1W PB1W

L

No.1
回転灯

L L

No.2
回転灯

No.3
回転灯

引込柱

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
P
×
2

C
P
E
E
0
.
9
-
3
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール2
1000′×900H

ハンドホール3
1000′×900H

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール4
1000′×900H

C
P
E
E
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
5P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール5
1000′×900H

ハンドホール6
1000′×900H

LAN/IF
同軸5CFB(16)

UPTケーブル
Cat.5

同
軸

5
C
F
B
(
F
E
P
30
)

No.1

PB2W

ネットワークカメラ機器収納箱

ネットワーク
同軸LANコンバータ

No.1

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
5P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

LAN/IF
同軸5CFB(16)

POE/IP
PTZ

600VCE3.5sq-2c(22)
UPTケーブル
Cat.5 UPTケーブル Cat.5(16) No.3

ネットワークカメラ機器収納箱

ネットワークPTZカメラ

同軸LAN POE
CPEE0.9-1P×2
CPEE0.9-10P×2 (FEP50×2)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
5P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
5P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

ハンドホール7
1000′×900H

ハンドホール8
1000′×900H

600VCE3.5sq-2c (FEP30)

C
E
2
-
2
C

600VCE3.5sq-2c

同軸5CFB (FEP30)

(FEP30)600VCE3.5sq-2c (FEP50)

600VCE3.5sq-2c

同軸5CFB×2 (FEP50)
(FEP50)

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-20P (FEP50)

No.11No.12No.12No.13No.13No.14No.14No.15No.15No.16No.16No.17No.17No.18No.18No.19No.19No.20No.20

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

ハンドホール9
600′×900H

PB1W
PB2W PB2W PB2W PB2W PB2W

PB1WPB2WPB3WPB1W

No.4
回転灯

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

ハンドホール11
1000′×900H

CPEE0.9-15P

L

PTZ

L

機 器 設 置 凡 例

PXB-50F

DG-SW396

赤外線

ネットワークPTZカメラ

AML-100 赤色回転灯

ネットワーク固定カメラ

20

1

4

LAN/IF

POE/IP

DG-NP502

BY-HPE11KT

BIJ-POE-IP/HG POEインジェクター

同軸LANコンバータ

1

2

1

ハンドホール1
1000′×900H

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-15P (FEP50) CPEE0.9-1P

CPEE0.9-15P (FEP50)
CPEE0.9-1P
CPEE0.9-10P (FEP50)CPEE0.9-1P

CPEE0.9-10P (FEP50)CPEE0.9-1P
CPEE0.9-2P (FEP30)(FEP30)CPEE0.9-1P

CPEE0.9-10P (FEP50)CPEE0.9-1P×2
CPEE0.9-2P (FEP50)

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-10P (FEP50)

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-15P

(FEP50)既設

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール10
600′×600H

CPEE0.9-1P
CPEE0.9-10P (FEP50)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

(
F
E
P
3
0
)

CPEE0.9-10P

CPEE0.9-1P×5

600VCE3.5sq-2c

同軸5CFB×2

(FEP80)

(FEP50)

CPEE0.9-30P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

PB3W

PB1W   150×150×100 SUS製 防水型

PB2W   200×200×150 SUS製 防水型

PB3W   300×300×200 SUS製 防水型

プルボックス仕様

PB3.5W 350×350×200 SUS製 防水型

PB4W   400×400×300 SUS製 防水型

CE2sq-2cx2

C
E
2
s
q
-
2c

C
E
2
s
q
-
2c

C
E
2
s
q
-
2c

C
E
2
s
q
-
2c

C
E
2
-
2
C

C
E
2
-
2
C

CE2sq-2c

C
E
2
-
2
C

C
E
2
-
2
C

CE2sq-2cx2

CE2-2C

CE2-2C

C
E
2
-
2
C

CE2sq-2cx3

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

(
F
E
P
3
0
)

CPEE0.9-10P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

固定カメラ

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(
F
E
P
3
0
)

(FEP30)

(
F
E
P
3
0
)

(FEP30)

コンバータ インジェクター

同軸5CFB×2 (FEP50)
同軸5CFB (FEP30)

機械室
ハンドホール

映像制御盤へ

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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赤外線センサ取付詳細(単独) S=1/10

赤外線センサ･回転灯取付詳細 S=1/20 赤外線センサ･ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ取付詳細 S=1/20

引込柱赤外線センサ取付詳細 S=1/20

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-1

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-33

基山浄水場

赤外線センサ

PB 250 ×200(SUS･WP)
ジョイントボックス

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)

赤外線センサ取付ポール

無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約
95
0

KP-100(1000-φ42.7)

3
0
0

地中埋設管(FEP30/50)

可とう電線管

GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

PXB-50F

GL

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200 200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

CPEE0.9-2P 

赤外線センサ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

3
5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700 200

1100

1
0
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

地中埋設管(FEP50)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

1
5
0
0 PB 250 ×250(SUS･WP)

中継ボックス(FEP30×5)

同軸LANｺﾝﾊﾞｰﾀｰ BY-HPE11KT
POEｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ  BIJ-POE-IP/HG
ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱  OP16-254B

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

同軸5CFB (16)

下面取付ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱から

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2 

ネットワークPTZカメラへ

1
0
0

赤外線センサ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約

9
5
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700 200

1100

NAポール(φ114.3×H5500)
SH-5

地中埋設管(FEP50)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

CPEE0.9-1P(16) 

PB 250 ×250(SUS･WP)
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ (FEP30×2)

5
0
0

4
0
0
0

4
5
0
0

NO.2･3
NO.9･10
(NO.19･20)

600V CE3.5sq-2c (22)

(ポールバンド PoB-F)

CE2sq-2C(22) 

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

 
機

器
上

面
約

9
50

            (FEP50×2)

PB 250 ×200(SUS･WP)

引込柱

赤外線センサ
PXB-50F

CPEE0.9-2P×2 (16)

PB 200 ×150(SUS･WP)
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ (FEP30×3)

NO.10･11

GL

地中埋設管(FEP30)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

可とう電線管

 
機

器
上

面
約

9
50

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

赤外線センサ

PB 250 ×200(SUS･WP)
ジョイントボックス

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約
95
0

GL

3
0
0

地中埋設管(FEP30/50)

可とう電線管

GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

PXB-50F

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200 200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

CPEE0.9-2P×2 

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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赤外線センサN0.5～N0.6 付近詳細図 S=1/25

赤外線センサN0.14～N0.20付近詳細図 S=1/25

1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-2

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/25 E-34

基山浄水場

3000 3000

500 8000

3000 3000

1
5
7
0

赤外線センサ NO.14

赤外線センサ NO.15

赤外線センサ NO.15

赤外線センサ NO.16

赤外線センサ NO.16

赤外線センサ NO.18

赤外線センサ NO.18
赤外線センサ NO.19

赤外線センサ NO.19

赤外線センサ NO.20

2
2
0
0

赤外線センサ NO.17

赤外線センサ NO.17

赤外線センサ NO.6

赤外線センサ NO.6

2
0
0
0

赤外線センサ NO.5

フェンス

約17500

赤色回転灯 NO.4

4
5
0
0

11
°

1
1°

5
3
5

11 °

1
1°

5
5
0

13
°

1
3°

6
5
0

1
3°

1
3°

6
3
0

8°

8°

1
1
4
0

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-3

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-35

基山浄水場

実際のカメラの仕様に合わせた、取付架台とすること。3.

架台の強度に関しては、再度確認をすること。

RSL(水上)

2FL
▽GL＋87.00

佐賀東部水道企業団

基山浄水場 管理棟

Ｂ ＡＣ

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

ｶﾒﾗ取付架台
(溶融亜鉛ﾒｯｷ製)

225 350

北側立面図 1/50

NO.1

4
4
3
0

CPEE0.9-2P×2

UPTケーブル カテゴリー5(G22)
CPEE0.9-3P

(G28)

CPEV0.9-2P (G22)

PB150×150(SUS･WP)

2
F
L
＋

3
2
00

6
5
0

4
1
5
0

4
0
0

5
4
6
0

60006000

2FL

1FL

▽＋87.40

▽＋83.20

RSL(水下)

2FL

1FL

ＢＡ Ｃ

南側立面図 1/50

▽GL＋81.00

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

ｶﾒﾗ取付架台
(溶融亜鉛ﾒｯｷ製)

NO.2

8
0
0

4
0
0
0

4
2
0
0

6000 6000

Panasonic

ネットワークPTZカメラ
北側面NO.1

PB150 ×150(SUS･WP)

バルコニー

PB200×150(SUS･WP)

CPEE0.9-2P×3

UPTケーブル カテゴリー5
CPEE0.9-3P

(G28)

(G22)

南側No.2ｶﾒﾗ取付図 S=1/25

Ａ

8

壁貫通スリーブ(φ50)
G36

ネットワークPTZカメラ

ｶﾒﾗ取付架台

PB150 ×150(SUS･WP)

雨水排水管

ポーチ

倉庫

ｶﾒﾗ取付架台

PB150×150(SUS･WP)

NO.1 ネットワークPTZカメラ

Ｃ

1

CPEE0.9-2P×3

UPTケーブル カテゴリー5(G22)
CPEE0.9-3P

(G28)

PB200×150(SUS･WP)

300

3
0
0

壁貫通スリーブ(φ50)
G36

北側Ｃ通りNo.1ｶﾒﾗ取付図 S=1/25

Panasonic

ネットワークPTZカメラ

8
0
0
～

6
50

350

5
7
0

南側No.2ｶﾒﾗ取付詳細図 S=1/15

PB150×150(SUS･WP)

ｶﾒﾗ取付架台

2000

[100x50x5tx7.5t

L50x50x6t

PL6t

[100x50x5tx7.5t

L50x50x6t

PL6t

PB150×150(SUS･WP)

1
4
0
01
5
5
0

300

1750100

1
5
0

300

3
0
0

787

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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1．

注　記

は、今回を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-4

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/15 E-36

基山浄水場

GL

1
5
0
0

中継ボックス

同軸LANｺﾝﾊﾞｰﾀｰ BY-HPE11KT

ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱  OP16-254B

同軸5CFB (G16)

UPTケーブル カテゴリー5 (G22)

PB 200 ×150(SUS･WP)

ネットワーク固定カメラ DG-NP-502

屋外用ハウジング SH-050

地中埋設管 GL-600

同軸5CFB (FEP50)

4
0
0
0

150

管理本館正門付近監視カメラ取付詳細図 S=1/15

UPTケーブル カテゴリー5

防水キャップ

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台中継ポンプ場1F平面図 S=1/50

DN

44505450

9900

4
4
5
0

4
4
5
0

8
9
0
0

1φ2W 100V 60Hz
3φ3W 200V 60Hz

九州電力より引込柱

引込開閉器箱

保安器収納箱

1

2

3

4

6

8

5

7

名　　　　称

ポンプ盤(1)

ポンプ盤(2)

映像制御盤

けやき台配水池テレメータ盤

備考番号

1

2

6

5

7

8

3

4

無停電電源盤

撤去

撤去

撤去

撤去

既設

盤名称一覧表

水位計

計装盤

電灯分電盤

別途工事

撤去

一部機能停止

既記号

SEC5

(法面)(法面)

(法面)

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

フリクトスイッチ10P

電磁流量計へ 投込式水位計

SE3 E3

(埋設配線撤去)

赤外線センサー

赤外線センサー赤外線センサー

赤外線センサー

(撤去)

※ 表示配線は、すべて撤去とする。

P.B 300 ×200

P.B 300 ×150

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50 E-37

平面図(撤去)
けやき台中継ポンプ場

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、一部機能停止を示す。

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台中継ポンプ場B1F平面図 S=1/50

44505450

9900

4
4
5
0

4
4
5
0

8
9
0
0

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

No.1 送水ポンプ

差圧伝送器

逆止弁LS

逆止弁LS

M

22kW

(機器撤去)

電磁流量計 200φ

電極2P

No.2 送水ポンプ吐出弁

M

0.2kW

No.1 送水ポンプ吐出弁

M

0.2kW

床排水ポンプ

M

0.4kW

逆止弁LS

※ 表示配線は、すべて撤去とする。

P.B 200 ×200

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

No.2 送水ポンプ

送水ポンプ現場盤

M

22kW

No.3 送水ポンプ

M

22kW

No.3 送水ポンプ吐出弁

M

0.2kW

ケーブルダクト

1階へ

1階へ

B1F平面図(撤去)
けやき台中継ポンプ場

E-38

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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(親局)
ポンプ盤(2)テレメータ盤

ポンプ盤(1)

600V CV sq- 2c3.5

無停電電源盤
CVV sq-15c×31.25

sq-10c1.25CVV-S

計装盤

sq- 1P1.2FCPEV-S

けやき台中継ポンプ場

保安器収納箱

引込開閉器箱

フリクトスイッチ
(28)CVV-S sq-10c2(22)KPEV-S sq- 2P1.25

(54)600V CV sq- 3c100

電灯分電盤
(28)600V CV sq- 3c14

(22)CVV-S sq- 2c2
水位計変換器

sq- 2c2CVV (22)

投込式水位計
(28)専用ケーブル

(54)
NO.1送水ポンプ

22kW

M600V CV sq- 3c×214 IV sq14

(22)

NO.1送水ポンプ吐出弁
0.2kW

M600V CV sq- 3c3.5 IV sq2

sq- 7c2CVV

(22)

NO.1送水ポンプ逆止弁LS
(22)CVV sq- 2c2

(54)
NO.2送水ポンプ

22kW

M600V CV sq- 3c×214 IV sq14

(22)

NO.2送水ポンプ吐出弁
0.2kW

M600V CV sq- 3c3.5 IV sq2

sq- 7c2CVV

(22)

NO.2送水ポンプ逆止弁LS
(22)CVV sq- 2c2

電極2P
(22)CVV sq- 2c2

床排水ポンプ
0.4kW

M600V CV sq- 4c2 (22)

(54)

(54)

(28)

CVV sq-30c×22

CVV sq-12c×22

CVV sq- 2c×23.5

送水ポンプ現場盤

(54)
NO.3送水ポンプ

22kW

M600V CV sq- 3c×214 IV sq14

(22)

NO.3送水ポンプ吐出弁
0.2kW

M600V CV sq- 3c3.5 IV sq2

sq- 7c2CVV

(22)

NO.3送水ポンプ逆止弁LS
(22)CVV sq- 2c2

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

表記配線は、撤去とする。4．

(22)CVV-S

sq- 2c2 IV sq3.5

sq- 2c1.25

(22)
電磁流量計

600V CV

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-39

配線系統図(撤去)
けやき台中継ポンプ場

(22)

(54)

(28)

(22)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台配水池平面図 S=1/80

1φ3W 210-105V 60Hz
九州電力より

引込柱

引込開閉器箱

保安器収納箱

8750

2
7
5
0

1
9
5
0
0

2
7
5
0

19500 2750

125001380032001500

1
2
5
0
0

3
1
0
0

7
4
0
0

2
0
0
0

P.B 300 ×200

薬注室

配水流量計
監視カメラ

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

投込式水位計

31000

2
5
0
0
0

電気室

水位電極6P

赤外線センサー赤外線センサー

赤外線センサー赤外線センサー

(機器のみ撤去)

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

※ 表示配線は、すべて撤去とする。

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/80 E-40

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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3

5

2

1

4

記　号

ラック内配線

露出配管内配線

名　　称

盤内・ピット・フリーアクセス内配線

埋込配管内配線

地中埋設管内配線

凡　例

けやき台配水池電気室内平面図 S=1/30

名　　　　称

配水池盤

無停電電源盤

備考番号

1

2

5

3

4

映像制御盤

撤去

撤去

移設

盤名称一覧表

けやき台配水池テレメータ盤

残留塩素計

既記号

SEC6

(中継ポンプ場対向子局)
テレメータ

(中継ポンプ場対向子局)
既設テレメータ

今回撤去

No.3 滅菌機

M
0.2kW

No.2 滅菌機

M
0.2kW

No.1 滅菌機

M
0.2kW

3． は、移設を示す。

※ 表示配線は、すべて撤去とする。

P.B 300 ×200

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/30

別途工事

引込柱・配水池へ

E-41

電気室平面図(撤去)
けやき台配水池

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。4．

は、一部機能停止を示す。

一部機能停止

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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(子局)
テレメータ盤

配水池盤

無停電電源盤

けやき台配水池

600V CV sq- 2c3.5

CVV sq-15c×31.25

mm- 1P1.2FCPEV-S

sq-10c1.25CVV-S

引込開閉器盤

保安器収納箱
(22)KPEV-S sq- 1P1.25

(28)600V CV sq- 3c8
残留塩素計

(22)CVV sq- 2c2

sq- 2c2CVV-S (22)

NO.1 滅菌機
CVV sq- 2c2 IV sq2 (22)

CVV sq- 2c2 IV sq2 (22)

CVV sq- 2c2 IV sq2 (22)

配水流量計
(22)CVV sq- 2c2

専用ケーブル (22)

水位電極
(28)CVV sq- 7c2

投込式水位計
(22)CVV sq- 2c2

(22)CVV-S sq- 2c2

NO.2 滅菌機

NO.3 滅菌機

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。3．

は、移設を示す。

表記配線は、撤去とする。4．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池 配線系統図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-42

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

基山浄水場 2F平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/60

会議室

階段室

倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟｰﾁ 風除室 玄関

収
納

棚

FAX

下
足

箱

ﾎｰﾙ

水質試験室

休憩室、更衣室

湯沸室

具

倉庫

掃除

男子

便所

女子

便所

A

B

C

2

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

電気室

12345

91011

14

13

16

17

18

書庫
事務室兼中央監視室

表示装置

6600 6200 6000 6000 6000 5000

6
0
0
0

6
0
0
0

20 19

6 -16 -26 -36 -4

7 -17 -2

22

21

23

1
2
0
0
0

35800

3 4 5 6 7 8

E-43

12 15

ＰＢ２Ｗ

ＰＢ１

ＰＢ２Ｗ

PT
Z

PTZ

ＰＢ１Ｗ

H1

H2

H3

L1

L2

UPS1

UPS2

UPS3

UPS4

PCS1

PCS2

SEC2

DK

LM

1

盤記号

6 -1

2

3

4

6 -2

6 -3

6 -4

7 -1

5

7 -2

8

9

10

盤名称

引込盤

受電盤

動力変圧器盤

動力主幹盤

照明主幹盤

蓄電池盤

充電器盤

インバータ盤

分電盤

PCS盤（１）

PCS盤（２）

映像制御盤

LCD監視制御装置

帳票・保全管理装置

備考

凡　例

WEB

HC

PRT1

ETB

PL-2-1

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Web監視装置

ハードコピー

プリンタ1

接地端子箱

動力電灯分電盤

大型ディスプレイ

場内照明分電盤

パワーコンディショナ

PSD盤

自動通報装置

WH

盤記号 盤名称 備考番号 番号

SEC1 映像監視装置

PRT2 プリンタ2 撤去

2．

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。

L
ED

No.3 赤外線照明器

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

LED

L
E
D

L
E
D

LED

L
E
D

赤外線照明器No.4

赤外線照明器No.6

赤外線照明器No.5

赤外線照明器No.1

赤外線照明器No.2

No.1

ＰＢ１Ｗ

ＰＢ１Ｗ

別途工事

別途工事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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記　号

ポンプ盤(１)

5

3

4

2

番　号

1

名　　　　　　称 備　　考

ポンプ盤(２)

無停電電源盤

計装盤

電灯分電盤

6 映像制御盤 撤去SEC5

PTZ

SIP

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

SIP-20

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

４

２

４

１

１

PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

PTZ

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線(投)

No.2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

CPEE 0.9-2P×2(22)

CPEE 0.9-2P(16)

PB2W

赤外線(受)

赤外線(投)
CPEE 0.9-2P×2(FEP30φ)

PB1W

赤外線(受)

赤外線(投)

PB1W

No.1

No.3

赤外線(受)

赤外線(投)

No.4

PB2W

L 赤色回転灯
CE2sq-2c・IE2sq(22)

PB1W

PB2W

PB2W
CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2(FEP30φ)

(36)－FEP50φ

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)－FEP50φ

PB2W

CPEE 0.9-2P×2(28)

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2(36)

(36)

CE2sq-2c・IE2sq

CE2sq-2c・IE2sq(22)

映像制御盤

既設

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(既設電線管)

受電盤

CPEE 0.9-2P×4

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2

(54)

(54)

CE2sq-2c・IE2sq

PB4W　400×400×300　SUS製　防水型

PB4W
PB1W

PB2W

(22)－FEP-30φ

ｷｰﾘﾓｺﾝ
CPEE 0.9-3P(FEP30φ)

CPEE 0.9-3P

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

PB2W

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

PTZ ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗUPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

CPEE 0.9-2P×2

PB2W

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-1P (28)

CPEV 0.9-1P
CE2sq-2c・IE2sq

CPEE 0.9-2P×8

CPEE 0.9-1PCPEE 0.9-1P既設P.BOX
CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(54)
TEL用空配管(22)

TEL用空配管(FEP30φ) 保安器盤

DN

S=1/50けやき台中継ポンプ場 場内配線図

1

2

3

4

5

1φ2w  105V 60Hz

3φ3w  210V 60Hz

九州電力より

引込柱

6

SIP

PTZ

S
I
P

SIP

L

PTZ

S
I
P

PB1W

PB1W

PB2W

PB2W

PB1W

PB4W

No.1 No.2

No.3

No.4

上部PB1W

既設PB400×400×200

G28
FEP30φ

FEP30φ・FEP50φ G22・36

集合配管(1)G54×3

FEP30φ

FEP50φ

ｺｱ抜き80φ×3

既設電線管

(GL-300)

(GL-300)

(GL-300)
(GL-300)

下部PB2W

上部PB2W
下部PB2W

G22

G28

キーリモコン

FEP30φ

FEP30φ
※保安器盤へ

(GL-300)

PB2W

SIP

SIP 赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
2P

2P

SIP

SIP 赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
2P

2P

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50 E-44

けやき台中継ポンプ場

ケーブル及び露出電線管はすべて撤去とし、3．

FEPは流用とする。

既設

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



事業名

工事名

縮 尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和 年度

セキュリティ機器設置詳細図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-45

けやき台中継ポンプ場1．

注 記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

けやき台中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場場内入口キースイッチ取付詳細　S=1/20 NO.1赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20 NO.3赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20

NO.4赤外線センサ・機器取付詳細　S=1/20

引込柱
警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

赤外線センサ

PXB-50F

CPEE 0.9-3P(FEP30φ)

地中埋設管(FEP30)
GL-300

8
0
0

GL-300

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

3
0
0

フェンスにＵボルトにて取付

1
0
0
0

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

NO.1 赤外線センサ(投・受)

CPEE0.9-2P×2

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

ＧＬ

6
0
0 5
0
0

1
0
0

800

200400

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

200

PB 150 ×100(SUS・WP)

FEP30×1

引込柱(既設)

赤外線センサ
PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

ＧＬ地中埋設管(FEP30)
GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

赤外線センサ接続ボックス
OP12-1525B

NO.3

PB 150 ×100(SUS・WP)

ポール取付金具 SOM-52

SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

3
5
0
0

5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

PB 200 ×150(SUS・WP)

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

CPEE0.9-1P

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-1P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(FEPφ40)

CE2sq-2c・IE2sq(FEPφ30)

NO.4 赤外線センサ(投・受)

CE2sq-2c・IE2sq

200

PB 200 ×150(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)
PB 150 ×100(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)
PB 400 ×300(SUS・WP)

既設PB

CPEE0.9-2P×2
CPEE0.9-3P (G36)

CPEE0.9-2P×2(FEP30φ)
CPEE0.9-3P(FEP30φ)

CPEE0.9-2P×4 (G36)
UPTケーブル カテゴリー5

CPEE0.9-2P×2(G28)

CPEE0.9-2P×4 (G36)
UPTケーブル カテゴリー5

CPEE0.9-1P

CE2sq-2c(G22)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.3

CPEE0.9-2P×4 (FEP50φ)
UPTケーブル カテゴリー5

No.2

4
2
0
0

9110

3
4
0

4555

6
9
0

3
9
0
0

3
9
0
0

6
9
0

S=1/25Ａ 断 面 図

映像制御盤

▽1ＦＬ

CE2sq-2c(G22)

TEL用空配管(FEP30φ)

TEL用空配管 (G22)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



けやき台配水池

1φ3w  210-105V 60Hz
九州電力より

引込柱

3

記 号

配水池盤

3

2

番 号

1

名      称 備  考

無停電電源盤

残留塩素計

薬注室

電気室

2

1

4 映像制御盤 撤去

4

SEC6

PTZ

SIP

L

機 器 設 置 凡 例

PXB-50F

DG-SW396

SIP-20

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

4

2

4

1

1

PB1W 150×150×100 SUS製 防水型
PB2W 200×200×150 SUS製 防水型
PB3W 300×300×200 SUS製 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

S
IP

P
TZ

SIP

PTZ SIP

赤
外

線
(
受
)

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
P
T
Z
カ
メ
ラ

赤
外

線
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸﾀ
ｰ

赤
外

線
(
投
)

No.1

U
P
T
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
・

ｶ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ﾘ
ｰ
5
(
16
) PB2W

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2
P
×
2

(
3
6
)
-
F
E
P
5
0φ

No.1 No.2

No.3No.4
L

CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)
CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5 (36)

×2 C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

PB1W

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

(
2
8
)
-
F
E
P
3
0φ

SIP

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸﾀ
ｰ

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2
P
×
2

×2

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

PTZ

U
P
T
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
・

ｶ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ﾘｰ
5

PB2WPB1W

赤
外

線
(
受
)

赤
外

線
(
投
)

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2P

(
2
8
)
-
F
E
P
3
0φ

(
3
6
)
-
F
E
P
5
0φ

No.2No.3No.4

CPEE 0.9-2P×2(28)

CPEE 0.9-2P×2(28)

(FEP50φ)

CPEE0.9-2P×2(FEP30φ)

ｷ
ｰ
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ

C
P
E
E
 
0
.
9
-
3
P
(
22
)

PB2WPB3WPB3WPB3W(FEP50φ)

既設
受電盤

映像制御盤

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)

L

赤色回転灯

CE2sq-2c・IE2sq

PB3W

S
IP

P
TZ

SIP

PB2W

PB2W PB3W

PB3W

PB2W

PB3W

PB1W

PB4W

PB3W

G36×3

FEP50φ×2・FEP30

G36×2・28

異種管接続材
(FEP50φ／G36)×2
(FEP30φ／G28)×1

GL-300

GP-36・28

FEP30
GP-36G16

G36

G22

既設配管流用

CPEE 0.9-1P

CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
P
T
Z
カ
メ
ラ

PB2W
CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P

(36)

No.1

(22)
(22)

FEP30φ×1
GL-300

既設
保安器盤

T
E
L
用

空
配
管

(
F
E
P
3
0
φ
)

PB4W

既設P.BOX

C
E
3
.
5
s
q
-
2
c
・

I
E
2s
q(
既

設
流

用
)

CE2sq-2c・IE2sq

PB4W 400×400×300 SUS製 防水型

G54×3

FEP50

保安器盤へ

キーリモコン

PB2W

FEP50
GL-300

コア貫通80φ×3

GL-300

GL-300

FEP30
GL-300

G22×2

G22

CPEE0.9-2P×2

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×4
CPEE 0.9-3P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CE3.5sq-2c・IE3.5sq

CPEE 0.9-1P

(36)

(36)

(36)

事業名

工事名

縮 尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和 年度

赤外線設備平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/80 E-46

けやき台配水池1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

ケーブル及び露出電線管はすべて撤去とし、3．

FEPは流用とする。

別途工事

別途工事

既設

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



事業名

工事名

縮 尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和 年度

セキュリティ機器設置詳細図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-47

けやき台配水池1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

けやき台配水池場入口キースイッチ取付詳細 S=1/20 NO.1ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ取付詳細 S=1/20

NO.1赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20 NO.3赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20

NO.2赤外線センサ(投・受)取付詳細 S=1/20けやき台配水池場入口キースイッチ取付詳細 S=1/20 NO.1ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ取付詳細 S=1/20

NO.1赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20 NO.3赤外線センサ・機器取付詳細 S=1/20

NO.2赤外線センサ(投・受)取付詳細 S=1/20

門柱

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

1
2
9
0

ＧＬ

2
0
0
0

カメラ取付スタンション架台

(16)

PB 200 ×150(SUS・WP)

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEV 0.9-2P×4

UPTケーブル カテゴリー5

(φ114.3×H2000)

CPEV 0.9-2P×4
UPTケーブル カテゴリー5 (36)

ポール取付金具 SOM-52
ハウジング用ブラケット SOB-18

SIP-20

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

4
0
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

PB 200 ×150(SUS・WP)

CPEE0.9-2P×2

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

NO.1 赤外線センサ(投・受)

200

650

PB 200 ×150(SUS・WP)

FEP50×1

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

4
0
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700

1100

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

NO.3 赤外線センサ(投・受)

200

ポール取付金具 SOM-52
ハウジング用ブラケット SOB-18

SIP-20

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

5
0
0

5
0
0

DQ-SW395

ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

PB 200 ×150(SUS・WP)

FEP50×1

PB 200 ×150(SUS・WP)

450

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

NO.2 赤外線センサ(投・受)

1
0
0

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
200

PB 150 ×100(SUS・WP)

FEP30×1

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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宮浦中継ポンプ場 場内配線図 S=1/100

受水槽

引込柱

備　　考記  号番　号 名　　　　　称

PTZ

SIP

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

SIP-20

KC-101

赤外線

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

３

２

５

１

１

S
IP

L

PT
Z

SIP

PTZ

SIP

SIP

No.2

No.1

No.3

PB1W

PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

PB2W

PB4W

PB1W

PB2W

G36・22

G22

G36

GP22

PB1W

PB4W　400×400×300　SUS製　防水型

G28

既設FEP管

ＧＬ

4
9
0
0

受水槽

電気室

1
7
0
0

2.8m以上

3
9
5
0

9
5
0

NAﾎﾟｰﾙ

(φ114.3×H5500)

4
5
0
0

支線14sq 

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

SIP

Lアングルにて

架空配線
ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ14sq

架空配線
ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ14sq

CPEE 0.9-10P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

TEL用引き込みケーブル
※上段:弱電ケーブル
※下段:TEL用

PB2W

FEP30.50

Lアングル

G22

PB1W

キーリモコン

PB1W

7

6

8

4

1
2

5
3

LB-1

仮設発電機接続箱4

6

7

5

宮浦中継　計装テレメータ盤

1

3

2

宮浦中継　受電盤

中継端子盤

SP-1

KP-1

L-1

宮浦中継　動力制御盤

保安器箱

電灯分電盤

TB

MDF

8

映像制御盤 撤去SEC3

PTZ

SIP

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤外線(投)

No.1

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2

2P

2P

SIP 赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

CPEE 0.9-2P

SIP 赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

CPEE 0.9-2P

赤外線(受)

赤外線(投)
2P

2P

CPEE 0.9-2P×2(22)

SIP

L

赤外線(受)

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ×2

赤色回転灯

赤外線(投)

CPEE 0.9-2P×2(22)

CPEE 0.9-2P×2 2P

2P

CE2sq-2c・IE2sq(22)

ｷｰﾘﾓｺﾝ
CPEE 0.9-3P(22)

No.2

No.3

CPEE 0.9-2P×2(既設FEP)

CPEE 0.9-2P×4

CE2sq-2c・IE2sq(22)CE2sq-2c・IE2sq(22)

CPEE 0.9-10P

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CE2sq-2c・IE2sq(FEP30)

映像制御盤

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)
受電盤

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(54)

CE2sq-2c・IE2sq(54)

PTZUPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CPEE 0.9-2P×4

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
(36)

CPEE 0.9-2P×4(FEP50)
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×4(54)

PB1W

PB1W

PB2WPB2W

PB2W

PB4W

PB2W CPEE 0.9-2P(16)×2架空配線
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

C
P
E
E
 
0
.
9
-
2
P
×

2
(
22
)

CPEE 0.9-1P

既設HH既設HH
PB1W

ピット配線
PB1W

(28) CPEE 0.9-2P(22)

CE3.5sq-2c・IE3.5sq

CPEE 0.9-10P

CPEE 0.9-10P

宮浦中継

CE 5.5sq-2C x2
CEE 1.25sq-15C
CEE 1.25sq-20C x3
CEES 1.25sq-12C x3

計装ＴＭ盤

宮浦中継

動力制御盤

宮浦中継

CEE 1.25sq-15C x2
CEE 1.25sq-20C
CEES 1.25sq-2C

保安器箱
CPEE 0.9-1P

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

集合配管(1)G54×3

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-48

宮浦中継ポンプ場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

ケーブル及び露出電線管はすべて撤去とし、3．

FEPは流用とする。

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事

5



事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-49

宮浦中継ポンプ場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

宮浦中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場場入口キースイッチ取付詳細 S=1/20 NO.2赤外線センサ(投・受)取付詳細 1/20

NO.1赤外線センサ・機器取付詳細 1/20 NO.3赤外線センサ・機器取付詳細 1/20

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)

1
3
0
0

ｷｰﾘﾓｺﾝ KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

3
5
0
0

 
機

器
上

面
約

9
50

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200700150

1050

4
5
0
0

NAポール(φ114.3×H5500)
SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

WV-Q122 カメラ壁取付金具

CPEE0.9-2P×2 (16×2)

1
0
0

NO.1 赤外線センサ(投・受)

CPEE0.9-10P
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

フェンス

1500

SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

CPEE0.9-2P×2

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

メッセンジャーワイヤー14

6
5
0

1
1
0
0

赤外線センサ接続ボックス OP12-1525B

PB 200 ×150(SUS・WP) ポール取付金具 SOM-52
SOB-18ハウジング用ブラケット

SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

3
5
0
0

5
0
0

 
機

器
上

面
約

9
50

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 650

1050

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×Ｈ5500)

SH-5

DG-SW395

ネットワークPTZカメラ

WV-Q122カメラ壁取付金具

UPTケーブル カテゴリー5(16)

CPEE0.9-2P×2

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

AML-100

赤色回転灯

CPEE0.9-1P 

CPEE 0.9-2P×2
CPEE 0.9-1P×2
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

(36)

フェンス

695

CE2sq-2c・IE2sq(22)

NO.3 赤外線センサ(投・受)

CE2sq-2c・IE2sq

PB 200 ×150(SUS・WP)

PB 200 ×150(SUS・WP)

CPEE0.9-2P×2(22)

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

NO.2 赤外線センサ(投・受)

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

PB 200 ×150(SUS・WP)

FEP30×1

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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宮浦配水池ポンプ場 場内配線図 S=1/100

配水池

電気室

1φ2w 105V 60Hz
九州電力より

3φ3w 210V 60Hz

引込柱

引込開閉器箱

5

2

3

1

4

7

6

4300 4300

9000

LB-HP1

中継端子盤4

6

7

5

計装盤

備　　考記  号

1

3

2

番　号 名　　　　　称

受電盤

残留塩素計

LB-HP2

LB-HP3

TB

L-1

動力制御盤

次亜塩素注入ポンプ盤

電灯分電盤

8 映像制御盤 撤去

8

SEC4

PTZ

SIP

L

機　器　設　置　凡　例

PXB-50F

DG-SW396

SIP-20

KC-101

赤外線

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

AML-100 赤色回転灯

ｷｰﾘﾓｺﾝ

4

2

5

1

1

SIP

L

PTZ

SIP

SIP

PTZ

S
I
P

5
5
0
0

No.1

No.2

No.3

No.4G36・22

G22

G36・22

G36

FEP30φ

FEP50φ

G22

PB1W

PB2W

PB1W

PB1W

PB2W PB2W

PB3W

PB3W

ｺｱ抜きφ50

集合配管(1)G54×3

SIP

PB1WG16 PB1W　150×150×100　SUS製　防水型

PB2W　200×200×150　SUS製　防水型

PB3W　300×300×200　SUS製　防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ仕様

(GL-300)

(GL-300)

PB2W

映像制御盤 CPEE 0.9-2P×5

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2
CPEE 0.9-3P

CE2sq-2c×2・IE2sq
(54)

(54)

ｷｰﾘﾓｺﾝ

PTZ

SIP

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤色回転灯

赤外線(投)

No.4

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5(16)

CPEE 0.9-2P×2

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE0.9-2P×4
CPEE0.9-3P

(36)

CPEE 0.9-3P(22)

CE2sq-2c・IE2sq CE2sq-2c・IE2sq
CPEE 0.9-1P

既設
受電盤

CE3.5sq-2c・IE3.5sq(22)

PB3W

PB2W

PB2W

CPEE 0.9-2P×6
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×3
PB2W(36)

(28)

PB2W

SIP 赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰCPEE 0.9-2P(16)

CPEE 0.9-2P×2(22) ×2

FEP50・FEP30

PB2W

CPEE 0.9-2P×6
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2
(36)
(22)

赤外線(受)

赤外線(投)

CPEE 0.9-2P×2(22)

2P(16)

(22)－FEP30φ

No.1

PTZ

SIP

赤外線(受)

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤外線(投)

赤外線(受)

赤外線(投)

No.3

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×2

CPEE 0.9-2P×2

No.2

×2

CPEE0.9-1P
(22) (22)

PB3W

CPEE 0.9-2P×2(22)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×4

(36)

CPEE 0.9-2P×4
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5 (36)

ｺｱ抜きφ80×3

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×4 (36)

CE2sq-2c・IE2sq
CPEE0.9-1P

(22)

PB2W

PB1W PB1W

PB1W

PB1W

PB2W

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×4
(36)-FEP50φ

CPEE 0.9-2P×8

CPEE 0.9-2P×2(22)
(22)－FEP30φ

CPEE 0.9-2P×2(22)

CPEE 0.9-1P

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

2P(16)

L

(GL-300)

1

1

2

FEP30φ
(GL-300)

1

G22
TEL用空配管

C
E
3
.
5
s
q
-
2
c
・

I
E
3
.
5
s
q
(
既
設
流
用
)

TEL引き込み

TEL用空配管　(22)

G36・22
D1ブロックにて

(54)CE3.5sq-2c・IE3.5sq

集合配管(2)G36×1
           G28×1

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/100 E-50

宮浦配水池1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

ケーブル及び露出電線管はすべて撤去とし、3．

FEPは流用とする。

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/20 E-51

宮浦配水池1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

宮浦配水池ﾎﾟﾝﾌﾟ場入口キースイッチ取付詳細　S=1/20 NO.1赤外線センサ(投・受)取付詳細　S=1/20

NO.4赤外線センサ・機器取付詳細　S=1/20

電気室映像制御盤据付及び配線詳細　S=1/20

1
3
0
0

警報スイッチ(ｷｰﾘﾓｺﾝ)
ｷｰﾘﾓｺﾝ　KC-101
ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ　SO12-1525

CPEE 0.9-3P(22)

ポール取付金具 SOM-52
ハウジング用ブラケット SOB-18

SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト　φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

ＧＬ

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法

3
5
0
0

5
0
0

　
機

器
上

面
約

8
5
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 650

1050

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

PB　200　×150(SUS・WP)

UPTケーブル　カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

CPEE0.9-2P×2

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

(36)

フェンス

695
NO.3 赤外線センサ(投・受)

CPEE0.9-1P
CE2sq-2c・IE2sq

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5
CPEE 0.9-2P×4

CE2sq-2c・IE2sq
CPEE 0.9-1P

(22)

PB　200　×150(SUS・WP)

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

PXB-50F

CPEE0.9-2P×2

NO.1 赤外線センサ(投・受)

赤外線センサ接続ボックス

CPEE0.9-2P×2

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

機
器

上
面

約
8
5
0

ＧＬ

6
0
0 5
0
0

1
0
0

600

200400

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

OP12-1525B

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法

PB 150　×100(SUS・WP)

FEP30×1

100600

5
4
0

7
0
0

映像制御盤

PB300　×200　SUS・WP

壁コア貫通　φ80×3

(54)

(54)

CPEE 0.9-2P×5

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5×2
CPEE 0.9-3P

CE2sq-2c×2・IE2sq

CPEE 0.9-2P×8
CPEE 0.9-1P

CE2sq-2c×2・IE3.5sq (54)

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-3P
CPEE 0.9-2P×4

CPEE 0.9-1P
CE2sq-2c×2・IE2sq

(36)

(22)

CE2sq-2c・IE3.5sq

CPEE 0.9-2P×6
UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEE 0.9-2P×3

(36)

(28)

(22)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備場内平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/250 E-52

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

グレ
ーチン

グ

グ
レ
ー
チ
ン
グ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ

グ
レ
ー
チ
ン
グ

グレーチング

グレーチング

Ｕ
＝

300

Ｕ
＝
300

Ｕ＝300

Ｕ＝300

Ｃｏ

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕切弁

仕
切
弁

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝

Ｖ
Ｐ
φ
15
0

電気

電気

電気

電気

電気

電気

電気

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

排水

仕切弁

仕切弁

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

空気弁
流量計

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

汚
水

汚
水汚水

電動弁

排 泥 池

車 庫

薬 品 沈 殿 池パ
イ
プ

ポ
ン
プ
井
流
入
弁

Ｆ

Ｆ

倉庫

放
水

口

放
水

口

放水口

洗
浄
配
水
池
流
入
弁

導
水
管

焼却炉

ＴＡ．5

ＴＡ．11

ＴＡ．13

ＴＢ．2ＴＢ．4

ＴＢ．5

Ｇ

管 理 本 館

急 速 ろ 過 池

調 整 池

濃 縮 槽

着 水 井
Ｈ＝81．500

86．92

・

・

86．97

・
87．22

・87．43

87．87
・

・

87．40

・87．09

・

86．66

86．29
・

・
84．59

80．92 ・

87．22
・

80．83
・

・
81．12

・78．75

・84．77

・86．42

・86．02

80．42

・

・

78．91

77．23

77．83

77．47

・

・

・

・88．29

・87．07

・

・

・
87．08

・86．38

・

86．17

87．08
・

・86．87

・
86．15

・86．83

・86．14

・86．79

・86．80

・
86．84

86．83

・

Ｇ

・
86．48

86．89
・

・
86．96

87．11

・

・86．83

・86．97

・

86．57

・

・
・

・
86．48

・86．88

86．95
・

・86．87

・
86．84

・

・・

・83．04

・

・82．71

・
82．49

82．50 ・

・

・80．94

・

81．06

・
80．35

ＨＰφ250

・・
・

・

78．4578．40

78．20

78．29

・81．09
・81．06

・81．24

・81．05

駐車場
・

・

84．61

85．07

81．65
・

・

80．2482．45

82．95

・

・

・

・
79．43

79．77

75．71
・

・
・

75．14

75．27

・

75．38
・

・

73．49

73．33

・

72．45

・72．80

・72．30

74．83・

・

76．57

・78．97

78．08

78．44 ・

・
78．82

・78．89

・

78．55

ＮＯ．0

ＮＯ．1

ＮＯ．2

ＮＯ．3

+83.00

+81.00

天 日 乾 燥 床

EXP. J

E X
P .

J

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

ﾋﾟ
ｯﾄ

ﾋﾟ
ｯﾄ

次
亜
ﾀﾝ
ｸ室

活
性
炭
室

薬
品
注
入
機
室

換
気
機
械
室

2系
膜
浸
漬
槽

3系
膜
浸
漬
槽

4系
膜
浸
漬
槽

1系
膜
浸
漬
槽

浄
水
池
(2
)

浄
水
池
(1
)

場内配線図　1/250

膜濃縮用膜浸漬槽

引込柱

赤外線センサ NO.1 NO.7

回転灯 NO.2

赤外線センサ NO.2 NO.3
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ NO.2 NO.3
PTZカメラ NO.3

赤外線センサ NO.12 NO.13
赤外線センサ NO.11 NO.12

赤外線センサ NO.7 NO.8

赤外線センサ NO.1 NO.2

回転灯 NO.1

1000 ×900H
ハンドホール2

600 ×600H
ハンドホール9

回転灯 NO.3

赤外線センサ NO.18 NO.19

固定カメラ NO.1

赤外線センサ NO.8 NO.9

赤外線センサ NO.10 NO.11

端子盤
中継

電灯分電盤

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ NO.1

ハンドホール5

1000 ×900H
ハンドホール1

1000 ×900H
ハンドホール3

ハンドホール11

調整池分電盤

調整池弁室コンセント

赤外線センサ NO.13 NO.14

赤外線センサ NO.14 NO.15

赤外線センサ NO.4 NO.5

NO.4赤外線センサ NO.3

NO.6赤外線センサ NO.5

NO.6赤外線センサ

NO.20赤外線センサ

赤外線センサ NO.19 NO.20

回転灯 NO.4

赤外線センサ NO.17 NO.18

赤外線センサ NO.16 NO.17

赤外線センサ NO.15 NO.16

1000 ×900H
ハンドホール4

1000 ×900H

ハンドホール6
1000 ×900H

ハンドホール7
1000 ×900H

ハンドホール8
600 ×600H

ｂ

ｅ

s

P
TZLED

L
ED

LE
D

L
ED

P T
Z

LED

L
ED

赤外線照明器No.3

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.1

赤外線照明器

No.1 赤外線照明器

No.2

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

赤外線照明器No.4

赤外線照明器No.6
赤外線照明器No.5

ハンドホール2

クボタ殿

EA

EALA

EB

EC

ED

ELCB

ED(VVVF)

ET1

ET2

1000 ×900H

ハンドホール10

支線柱

排水槽外灯

薬品排水受槽分電盤

薬品排水受槽外灯

玄関横外灯

赤外線センサ NO.9 NO.10

2階(電気室)へ

ケーブルラック

600 ×600H

2階(中央監視室)へ

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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H1

H2

H3

L1

L2

UPS1

UPS2

UPS3

UPS4

PCS1

PCS2

SEC2

DK

LM

1

盤記号

6 -1

2

3

4

6 -2

6 -3

6 -4

7 -1

5

7 -2

8

9

10

盤名称

引込盤

受電盤

動力変圧器盤

動力主幹盤

照明主幹盤

蓄電池盤

充電器盤

インバータ盤

分電盤

PCS盤（１）

PCS盤（２）

映像制御盤

LCD監視制御装置

帳票・保全管理装置

備考

凡　例

WEB

HC

PRT1

ETB

PL-2-1

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Web監視装置

ハードコピー

プリンタ1

接地端子箱

動力電灯分電盤

大型ディスプレイ

場内照明分電盤

パワーコンディショナ

PSD盤

自動通報装置

WH

盤記号 盤名称 備考番号 番号

SEC1 映像監視装置

PRT2 プリンタ2

L
ED

No.3 赤外線照明器

G22

ＰＢ１Ｗ

ＰＢ１Ｗ

会議室

階段室

倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟｰﾁ 風除室 玄関

収
納

棚

FAX

下
足

箱

ﾎｰﾙ

水質試験室

休憩室、更衣室

湯沸室

具

倉庫

掃除

男子

便所

女子

便所

A

B

C

2

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

電気室

12345

91011

14

13

16

17

18

書庫
事務室兼中央監視室

表示装置

6600 6200 6000 6000 6000 5000

6
0
0
0

6
0
0
0

20 19

6 -16 -26 -36 -4

7 -17 -2

22

21

23

1
2
0
0
0

35800

3 4 5 6 7 8

12 15

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

ＰＢ２Ｗ

ＰＢ１

ＰＢ２Ｗ

PT
Z

PTZ

G22×2

No.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗNo.2

G22×2

ＰＢ１Ｗ

1階へ

8

PTZ

LED

機　器　設　置　凡　例

DG-SW396

SIP-20

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線照明器

２

６

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEV 0.9-2P×3

赤外線照明器×3

PTZ

LED

No.1 No.2

No.1

ﾈｯﾄﾜｰｸPTZｶﾒﾗ

赤外線照明器×3

PTZ

LED

No.4 No.5 No.6

No.2

CPEV 0.9-1P（22）
赤外線照明器LED

No.3

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEV 0.9-2P×3

PB1W

PB1WPB1

PB1WPB1

PB1W

CPEV 0.9-1P（22）CPEV 0.9-1P（22）

CPEV 0.9-3P （28）

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEV 0.9-2P×3
CPEV 0.9-3P （28） CPEV 0.9-3P

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEV 0.9-2P×3 UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5

CPEV 0.9-2P×3

CPEV 0.9-3P （28）

UPTｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾃｺﾞﾘｰ5（22）
CPEV 0.9-2P×3
CPEV 0.9-3P （28） CPEV 0.9-3P

LED

L
ED

L
ED

LED

L
ED

赤外線照明器No.4

赤外線照明器No.6

赤外線照明器No.5

赤外線照明器No.1

赤外線照明器No.2

600V CE  5.5sq-2CUPS3
インバータ盤

SEC1600V CE  14sq-2CUPS4
分電盤 映像監視装置

撤去

撤去

赤外線設備配線系統図(撤去)へ

SEC2
映像制御盤

ＰＢ１ １５０×１５０×１００
防水型
防水型

ＳＵＳ製

ＳＵＳ製　　２Ｗ
ＰＢ１Ｗ １５０×１５０×１００

２００×２００×１５０
ＳＵＳ製

記入なきプルボックスサイズは下記による。

凡　例・２

別途工事

3
.
5

1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備2F平面図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/60 E-53

基山浄水場

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

赤外線設備配線系統図(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

NON E-54

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

ケーブル及び露出電線管はすべて撤去とし、3．

FEPは流用とする。

PTZ

SIP

L

機 器 設 置 凡 例

PXB-50F

DG-SW396

SIP-20

赤外線

ネットワークPTZカメラ

赤外線プロジェクター

AML-100 赤色回転灯

ネットワーク固定カメラ

20

1

3

4

LAN/IF

POE/IP

DG-NP502

BY-HPE11KT

BIJ-POE-IP/HG POEインジェクター

同軸LANコンバータ

1

2

1

PB1W   150×150×100 SUS製 防水型

PB2W   200×200×150 SUS製 防水型

PB3W   300×300×200 SUS製 防水型

プルボックス仕様

PB3.5W 350×350×200 SUS製 防水型

PB4W   400×400×300 SUS製 防水型

No.11 No.10 No.10 No.9 No.9 No.8 No.8 No.7 No.7 No.1 No.2 No.2 No.3 No.3 No.4 No.4 No.5 No.5 No.6 No.6

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

PB3WPB1W PB2W PB2W PB2W PB3.5W PB3.5W PB1W PB1W PB1W

L

No.1
回転灯

L L

No.2
回転灯

No.3
回転灯

引込柱

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
2P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
P
×
2

C
P
E
E
0
.
9
-
3
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール2
1000′×900H

ハンドホール3
1000′×900H

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
2
0P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール4
1000′×900H

C
P
E
E
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
5P

(
F
E
P
5
0
)

ハンドホール5
1000′×900H

ハンドホール6
1000′×900H

No.1

SIP

LAN/IF
同軸5CFB(16)

CPEE0.9-2P(16)
×1

UPTケーブル
Cat.5

同
軸

5
C
FB

C
P
E
E
0
.
9
-
2
P
(
F
E
P
30
)

No.1

PB2W

ネットワークカメラ機器収納箱

ネットワーク

赤外線プロジェクター

同軸LANコンバータ

No.1

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
5P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

SIP

LAN/IF
同軸5CFB(16)

CPEE0.9-2P×2 ×2

POE/IP
PTZ

600VCE3.5sq-2c(22)
UPTケーブル
Cat.5 UPTケーブル Cat.5(16)

PB2W

No.3C
P
E
E
0
.
9
-
4
P
(
2
2)

ネットワークカメラ機器収納箱

ネットワークPTZカメラ

赤外線プロジェクター

同軸LAN POE

No.2 No.3

CPEE0.9-1P×2
CPEE0.9-10P×2 (FEP50×2)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
E
0
.
9
-
1P

C
P
E
E
0
.
9
-
1
0P

(
F
E
P
5
0
)

C
P
E
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E
2
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CPEE0.9-2P (FEP30)(FEP30)CPEE0.9-1P
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映像制御盤へ

基山町けやき台中継ポンプ場及び
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-1(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-55

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

赤外線センサ取付詳細(単独) S=1/10

赤外線センサ･回転灯取付詳細 S=1/20 赤外線センサ･ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ取付詳細 S=1/20

引込柱赤外線センサ取付詳細 S=1/20

赤外線センサ取付詳細(2ヶ付) S=1/10

赤外線センサ

PB 250 ×200(SUS･WP)
ジョイントボックス

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)

赤外線センサ取付ポール

無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約
95
0

KP-100(1000-φ42.7)

3
0
0

地中埋設管(FEP30/50)

可とう電線管

GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

PXB-50F

GL

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200 200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

CPEE0.9-2P

ポール取付金具 SOM-52
ハウジング用ブラケット SOB-18

SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

赤外線センサ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

3
5
0
0

5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700 200

1100

5
0
0

4
5
0
0NAポール(φ114.3×H5500)

SH-5

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

カメラ壁取付金具 WV-Q122

地中埋設管(FEP50)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

1
5
0
0 PB 250 ×250(SUS･WP)

中継ボックス(FEP30×5)

同軸LANｺﾝﾊﾞｰﾀｰ BY-HPE11KT
POEｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ  BIJ-POE-IP/HG
ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱  OP16-254B

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

同軸5CFB (16)

下面取付ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱から

UPTケーブル カテゴリー5 (16)

CPEE0.9-2P×2

CPEE0.9-2P×2 

ネットワークPTZカメラへ

1
0
0

赤外線センサ

基礎 600°×150 一発仕上げ

スパイラルダクト φ500

発生土埋め戻し

PXB-50F

GL

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約

9
5
0

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

200 700 200

1100

NAポール(φ114.3×H5500)
SH-5

地中埋設管(FEP50)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

CPEE0.9-2P×2 

1
0
0

AML-100
赤色回転灯

CPEE0.9-1P(16)

PB 250 ×250(SUS･WP)
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ (FEP30×2)

5
0
0

4
0
0
0

4
5
0
0

NO.2･3
NO.9･10
(NO.19･20)

600V CE3.5sq-2c (22)

(ポールバンド PoB-F)

CE2sq-2C(22)

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

 
機

器
上

面
約

9
50

            (FEP50×2)

PB 250 ×200(SUS･WP)
PB 200 ×150(SUS･WP)

引込柱

赤外線センサ
PXB-50F

CPEE0.9-2P×2 (16)

PB 200 ×150(SUS･WP)
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ (FEP30×3)

NO.10･11

GL

地中埋設管(FEP30)
GL-600

埋設ｼｰﾄ GL-300

可とう電線管

 
機

器
上

面
約

9
50

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸
法

赤外線センサ

PB 250 ×200(SUS･WP)
ジョイントボックス

赤外線取付ポール基礎(300 ×700)
無筋コンクリート一発仕上げ

1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

ｾ
ﾝ
ｻ
取

付
高

さ
寸

法
 
機

器
上

面
約
95
0

GL

3
0
0

地中埋設管(FEP30/50)

可とう電線管

GL-300

埋設ｼｰﾄ GL-150

PXB-50F

6
0
0 5
0
0

1
0
0

900

200 200500

発生土埋め戻し

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

CPEE0.9-2P×2

赤外線センサ取付ポール
KP-100(1000-φ42.7)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-2(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/25 E-56

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

赤外線センサN0.5～N0.6 付近詳細図 S=1/25

赤外線センサN0.14～N0.20付近詳細図 S=1/25

3000 3000

500 8000

3000 3000

1
5
7
0

赤外線センサ NO.14

赤外線センサ NO.15

赤外線センサ NO.15

赤外線センサ NO.16

赤外線センサ NO.16

赤外線センサ NO.18

赤外線センサ NO.18
赤外線センサ NO.19

赤外線センサ NO.19

赤外線センサ NO.20

2
2
0
0

赤外線センサ NO.17

赤外線センサ NO.17

赤外線センサ NO.6

赤外線センサ NO.6

2
0
0
0

赤外線センサ NO.5

フェンス

約17500

赤色回転灯 NO.4

4
5
0
0

11
°

1
1°

5
3
5

11 °

1
1°

5
5
0

13
°

1
3°

6
5
0

1
3°

1
3°

6
3
0

8°

8°

1
1
4
0

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-3(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

図示 E-57

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

RSL(水上)

2FL
▽GL＋87.00

佐賀東部水道企業団

基山浄水場 管理棟

Ｂ ＡＣ

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

UFELD

ｶﾒﾗ取付架台
(溶融亜鉛ﾒｯｷ製)

225 350

北側立面図 1/50

NO.1

NO.1 NO.2 赤外線照明器×2

4
4
3
0

CPEE0.9-2P×2

UPTケーブル カテゴリー5(G22)
CPEE0.9-3P

(G28)

UFELD
NO.3 赤外線照明器

CPEV0.9-2P (G22)

PB150×150(SUS･WP)

2
F
L
＋

3
2
00

6
5
0

4
1
5
0

4
0
0

5
4
6
0

60006000

2FL

1FL

▽＋87.40

▽＋83.20

RSL(水下)

2FL

1FL

ＢＡ Ｃ

南側立面図 1/50

▽GL＋81.00

Panasonic

DG-SW395
ネットワークPTZカメラ

UFELD

ｶﾒﾗ取付架台
(溶融亜鉛ﾒｯｷ製)

NO.2

NO.4 NO.5 NO.6 赤外線照明器×3

8
0
0

4
0
0
0

4
2
0
0

6000 6000

Panasonic

ネットワークPTZカメラ
北側面NO.1

バルコニー

PB200×150(SUS･WP)

CPEE0.9-2P×3

UPTケーブル カテゴリー5
CPEE0.9-3P

(G28)

(G22)

南側ｶﾒﾗ取付図 S=1/25

Ａ

8

壁貫通スリーブ(φ50)
G36

ネットワークPTZカメラ

3
0
0

300

ｶﾒﾗ取付架台

PB150×150(SUS･WP)

NO.4 NO.5 NO.6 赤外線照明器×3

雨水排水管

ポーチ

倉庫

NO.1 NO.2 赤外線照明器×2

ｶﾒﾗ取付架台

PB150×150(SUS･WP)

NO.1 ネットワークPTZカメラ

Ｃ

1

CPEE0.9-2P×3

UPTケーブル カテゴリー5(G22)
CPEE0.9-3P

(G28)

PB200×150(SUS･WP)

300

3
0
0

壁貫通スリーブ(φ50)
G36

北側Ｃ通りｶﾒﾗ取付図 S=1/25

会議室

1

Ａ

NO.3 赤外線照明器

赤外線照明器取付架台

PB150×150(SUS･WP)

CPEE0.9-2P (G22)

2
0
0

200

壁貫通スリーブ(φ30)
G22

北側Ａ通り赤外線照明器取付図 S=1/25

5
0
0

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

セキュリティ機器設置詳細図-4(撤去)

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/15 E-58

基山浄水場1．

注　記

は、撤去を示す。

記載なきものは既設を示す。2．

GL

1
5
0
0

中継ボックス

同軸LANｺﾝﾊﾞｰﾀｰ BY-HPE11KT

ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ機器収納箱  OP16-254B

同軸5CFB (G22)

UPTケーブル カテゴリー5 (G22)

PB 200 ×150(SUS･WP)

ネットワーク固定カメラ DG-NP-502

屋外用ハウジング SH-050 SIP-20
赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

CPEE0.9-2P

地中埋設管 GL-600

同軸5CFB
CPEE0.9-2P

(FEP50)

4
0
0
0

500150

PB 150 ×150(SUS･WP)

赤外線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

CPEE0.9-2P (G22)

管理本館正門付近監視カメラ取付詳細図 S=1/15

UPTケーブル カテゴリー5

防水キャップ

コネクター(防水)

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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図　　　　　面　　　　　目　　　　　録

 基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新詳細設計業務委託　設計図

番号 図　 面 　名 　称 縮 尺 備　 考 番号 図　面　名　称 縮　尺 備　 考

M-1 位置図 1:6000

M-2 機械設備フローシート（現況） NON

M-3 機械設備フローシート（更新後） NON

M-4 機器配置図 1:500

M-5 送水ポンプ機械設備図 NON

M-6 けやき台配水池機械設備撤去図 1:15

M-7 水位調整弁参考図 1:10

M-8 ポンプ更新手順工 1:25

※縮尺は，A1サイズのものである。

基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新工事　（機械）　　　　　



位　置　図
S=1:6000

基山浄水場

工事箇所

けやき台
中継ポンプ場

工事箇所

けやき台配水池

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

位　置　図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1:6000 M-1

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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機械設備フローシート(現況)

水 配 管

空気配管

次亜注入管

名　　　称記　号

C

手動蝶形弁

電動仕切弁

電動ボール弁

手動仕切弁

逆 止 弁

手動ボール弁

防振継手

空気抜弁

ストレーナ(Y形)

M

M

A

手動仕切弁(常時閉)

減圧弁

安全弁

水道メータ

凡 例

R

ダイヤフラム弁

ｻｲﾌｫﾝ止めﾁｬｯｷ弁

フート弁

背圧弁

けやき台中継ポンプ場
V=60m ×2池3

L.W.L+46.80

H.W.L+49.80
ポンプ室

機 器 番 号

機 器 名 称

形　 　　式

仕　 　　様

出　　　 力

数　 　　量

備　　　 考

※1

L.W.L+46.80

H.W.L+49.80

D
C
I
P
φ

2
00

3

2

P

L.W.L+100.00

H.W.L+105.00

けやき台配水池

逆止弁

３(１)

DCIPφ200

フロート弁F

F

※3
※3

L.W.L+78.20

H.W.L+82.70

基山浄水場

FM 流量計

P

※4
※4

M M

4

4

電動式外ねじ仕切弁

吐出弁

φ100

３(１)

3φ200V×0.2kW

3

2

送水ポンプ

多段渦巻ポンプ

３(１)

22kW

φ100×1.0m3/min×70m

フライホイル付

―

φ100

スイング逆止弁

FM

宮浦系

配水

（2層式）
内池　300m3
外池　760m3

次亜注入点

次
亜
タ
ン
ク

P

6

けやき台へ

採水場所不明 排水

無
試
薬
残
塩
計

A

FM

FM

排水

C

A

M
1

※1

1

定流量弁

１

パイロット弁（副弁）付

（フロート弁付）

排水

DCIPφ300

D
C
I
P
φ

3
00

φ150

DCIPφ200

P 排水

5

6

次亜注入ポンプ

３

AC100v 11kW

5

水中汚水ポンプ

自動形

１

0.4kW

φ50×0.1m3/min×7.5m

P
※4

M

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

機械設備フローシート（現況）

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

FREE

4

3

4

3

2 2

※2

F※2

M-2

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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機械設備フローシート(更新後)

水 配 管

空気配管

次亜注入管

名　　　称記　号

C

手動蝶形弁

電動仕切弁

電動ボール弁

手動仕切弁

逆 止 弁

手動ボール弁

防振継手

空気抜弁

ストレーナ(Y形)

M

M

A

手動仕切弁(常時閉)

減圧弁

安全弁

水道メータ

凡 例

R

ダイヤフラム弁

ｻｲﾌｫﾝ止めﾁｬｯｷ弁

フート弁

背圧弁

けやき台中継ポンプ場
V=60m ×2池3

L.W.L+46.80

H.W.L+49.80
ポンプ室

機 器 番 号

機 器 名 称

形　 　　式

仕　 　　様

出　　　 力

数　 　　量

備　　　 考

※1

L.W.L+46.80

H.W.L+49.80

D
C
I
P
φ

2
00

3

2

P

L.W.L+100.00

H.W.L+105.00

けやき台配水池

逆止弁

２(１)

DCIPφ200

フロート弁F

※3
※3

L.W.L+78.20

H.W.L+82.70

基山浄水場

FM 流量計

P

※4
※4

M M

4

4

電動式外ねじ仕切弁

吐出弁

φ125

２(１)

3φ200V×0.4kW

3

2

送水ポンプ

多段渦巻ポンプ

２(１)

22kW

φ125×1.02m3/min×66m

フライホイル付

―

φ125

スイング逆止弁

FM

宮浦系

配水

（2層式）
内池　300m3
外池　760m3

けやき台へ

採水場所不明 排水

無
試
薬
残
塩
計

A

FM

FM

排水

A

1

※1

1

水位調整弁

１

ボールタップ弁付

排水

DCIPφ300

D
C
I
P
φ

3
00

φ150

DCIPφ200

P 排水

5

5

水中汚水ポンプ

自動形

１

0.4kW

φ50×0.1m3/min×7.5m

M

メカニカルシール式

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

機械設備フローシート（更新後）

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

FREE

弁開度調整型

次亜注入点

次
亜
タ
ン
ク

P C

撤去

4

3

2

更新 更新 更新 更新 更新

F

※2

F※2

M-3

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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機器配置図
S=1/50

閉

ポンプ井

ポンプ井

③

①

①

①

②

番号 機器名称 仕様 台数

送水ポンプ φ125×1.02㎥/min×66ｍ×22kW 2台(内予備1台)

水中汚水ポンプ １台

3 吐出弁

2

1

φ125　3φ200V×0.4kW JIS10KF

機器リスト（機械）

備考

φ50×0.1㎥/min×7.5ｍ×0.4kW

⑤

⑥

⑦

⑦

5

4

6

流量調整弁 φ150　弁開度調整型 FCD JIS10KF １個

ストレーナ

ボールタップ弁

φ150 FCD JIS10KF １個

２個15A SUS329J4L

土
木

工
事

土
木

工
事

土
木

工
事

土
木
工
事

土
木
工
事

ポンプ井

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

機器配置図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50

2台(内予備1台)

7

逆止弁 φ125 JIS10KF ２個

④

⑧

⑨ ⑪
⑩

9

8

10

11

ステンレス鋼管

ステンレス製エルボ

異径管ソケット

異種管ソケット

15A×900L SUS304Sch10S

⑫

12 ステンレス鋼管 20A×200L SUS304Sch10S

15A×90°

15A×20A

20A

２個

１個

１個

１個

２個

閉

閉

Ｍ

M-4

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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送水ポンプ機械設備図
S=1/50

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

送水ポンプ機械設備図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50

5
20

5
40

ポンプ井

1
,8
00

1
,4
40

1
,0
40

1
,0
00

1,055

ポンプ井

3
50

7
50

1
,3
00

3
75

1,500

8
00

8
00

土
木

工
事

土
木

工
事

土
木

工
事

土
木
工
事

土
木
工
事

ポンプ井

300 1,315

土木工事

土木工事

9
00

900 200

1,800 400 5,000 350 4,000 350

12,150

250

9
,0
50

4
40
5
25

平面図

送水ポンプ

平面図

断面図

φ125×1.02㎥/min×66m

水中汚水ポンプ
φ50×0.1㎥/min×7.5m

コンクリート製架台
800×1500×375

吐出弁（電動弁）125A

逆止弁　125A

ステンレス鋼管　15A×900L

エルボ　15A×90°

異径管ソケット　15A×20A

ステンレス鋼管　20A×200L

異種管ソケット　20A

水位調整弁　150A

ストレーナ　150A

ボールタップ弁　15A

ボールタップ弁　15A

S=1:50 S=1:50

S=1:50

閉

閉

閉

Ｍ

M-5

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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けやき台配水池機械設備撤去図
S=1/FREE

A

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

けやき台配水池機械設備撤去図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/FREE

番号 機器名称 台数

次亜注入ポンプ

薬液水槽 1個

3 バルブ

2

1

撤去リスト（機械）

総重量

5

4

6

塩ビ製ストレーナ 1個

隔膜式圧力計 1個

次亜注入管(塩ビ管) 約15m

約30kg

約6kg

約8.4kg

約4.5kg

約0.4kg

約2kg

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

3台

12個

鋼材類 1式7 約80kg

一部残置

M-6

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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440 525

φ150

φ150

パイロット弁

H.W.L. 

H.W.L. 

パイロット弁

別途施工
露出配管は防凍工

切替用バルブ20A

切替用バルブ20A

フレキシブル継手

電磁弁廻り配管図参照

別途施工
露出配管は防凍工

備考

1.フランジ規格-7.5K

2.弁類は水平に設置のこと

3.（　　）内寸法は参考寸法

4.電磁弁廻り配管は変更する場合が有ります

バルブ15A(バイパス)

バルブ15A

電磁弁（通電閉）

電磁弁廻り配管図

(
82
4)

※水位調整弁の開度制御型について

・ご指定の流量で弁開度を固定する事で流入量の設定をおこなう事が出来ます。

・設定流量については、水位調整弁1次側圧力が設定時の圧力から変動した場合、

　設定した流入量も変動いたします。 

水位調整弁参考図
S=1/15

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

水位調整弁参考図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/15

ストレーナ

水位調整弁

4
00

965

参 考 図

75

100

37
62

φ180

R1/2

8
32

410

1
00

2-φ12

SCS製　パイロット弁 15A

SUS329J4L

SUS329J4L

2
00

SCS13

M-7

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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ポンプ井１

ポンプ井２

搬入口

step.1 step.2現　在 step.3

ポンプ井１

ポンプ井２

運用

ポンプ井１

ポンプ井２

撤去

運用

弁設置

池内空

運用

池内空

ポンプ井１

ポンプ井２

運用

弁設置

池内空
1,020

ポンプ更新手順工
S=1/50

門型ｸﾚｰﾝ
（1t吊）

１Ｆ

N0.3ポンプ

新設

撤去

N0.2ポンプ

step.4

ポンプ井１

ポンプ井２

運用

弁設置

池内空
1,020

新設

撤去

ＢＦポンプ室

step.5

ポンプ井１

ポンプ井２

運用

弁設置

池内空

新設

設置

①

②

③

④①

①

①

①

②

②

②
②

③

③

③

④

(NO.3ポンプ撤去）

NO.1

NO.2

(NO.2ポンプ撤去） (NO.2ポンプ設置）

(NO.3ポンプ設置）(NO.3ポンプ撤去）

ＢＦポンプ室

ＢＦポンプ室 ＢＦポンプ室 ＢＦポンプ室 ＢＦポンプ室

弁設置

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和　年度

ポンプ更新手順工

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1/50

・1F,BFそれぞれに門型ｸﾚｰﾝ設置

・step.1　No.1ポンプを運用しつつNo.3ポンプ及び架台撤去

・step.2　No.1ポンプを運用しつつNo.2ポンプ及び架台撤去

・step.3　No.1ポンプを運用しつつNo.2架台設置後No.2ポンプ設置

・step.4　新設No.2ポンプを運用しつつNo.1ポンプ及び架台撤去

・step.5　新設No.2ポンプを運用しつつNo.1架台設置後No.1ポンプ設置

M-8

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新工事　（土木）　　　　　
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1,800

8,
55

0

720 1,080

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　200A×200A

1
40

0
62

0

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ特殊ｴﾙﾎﾞ　200A×90°(HB)

(L=450×450）

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　φ200×620

更新仕切弁　φ200

仕切弁　φ200

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞﾚｼﾞｭ-ｻｰ　200A×150A

30
0

50
0

310
250

50
0

3
00

4
50

450

5
00

250

30
0

45
0

450 250

300300 500

2
50

30
0

1
70

200120380

送水ポンプ井廻り新設配管図
S=1/50

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　150A×717

NCP　伸縮可とう継手　φ150(L=200)

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞﾚｼﾞｭｻｰ　200A×150A

　　 仕切弁　φ200

40
0

52
0

5,
9
00

45
0
31
25

100
3
450

54
0

更新仕切弁　φ200

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　200A×200A

仕切弁　φ200

NCP　ﾌﾗﾝｼﾞ蓋　200A

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　200A×125A

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　200A×800

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　200A×125A

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　200A×655

新設配管図

（ポンプ室）
（ポンプ室）

仕切弁　φ200

仕切弁　φ200

〔ポンプ２台〕

〔ポンプ2台〕

450
200

DCIP　両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管　φ200×90°

DCIP　らっぱ口　φ200

（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管の場合）

（DD 塗装）

閉

20
0

14
30

閉

ポンプ井

ポンプ井

ポンプ井

1,
51

0
64

0
50

0

215

1
95

195

2
60

33
0

SUS　伸縮可とう継手　125A×200L

逆止弁　φ125(10K）（機械支給）

71
7

仕切弁　φ150(7.5k）

3
00

5
25

44
0

17
0

ストレーナ　φ150(Ｌ＝440)〔機械支給〕

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　150A×300

仕切弁　φ200

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　φ200×φ200

DCIP　両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管　φ200×90°

DCIP　らっぱ口　φ200

（DD 塗装）

K形短管１号　φ200

定水位弁　φ150(L=525)〔機械支給〕

仕切弁　φ200

NCP　三ﾌﾗﾝｼﾞﾁｰｽﾞ　200A×200A

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　φ200×1430

905

NCP 両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管200A×90°

NCP 両ﾌﾗﾝｼﾞ短管200A×980L

NCP 3ﾌﾗﾝｼﾞﾁ-ｽﾞ200A×150A

NCP 両ﾌﾗﾝｼﾞ短管200A×750L

NCP 伸縮可とう継手　φ200(L=200）

NCP 3ﾌﾗﾝｼﾞﾁ-ｽﾞ200A×150A

NCP 両ﾌﾗﾝｼﾞ短管200A×496L

NCP 両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管200A×90°

(2個所）

300 300 310

31
5

20
0

(2個所）

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管　125A×90°

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　125A×315

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　φ200×1400

1
40

0
2
00

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　150A×1400

1,615

35
0

7
50

210

(2個所）

(2個所）

仕切弁　φ200

NCP　伸縮可とう継手　φ200(L=200)

NCP　伸縮可とう継手　φ200(L=200)

300 1,315

NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　125A×905

31
5

5
00

20
0

80
0

50
0

ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
ﾍｯ

ﾀ
ﾞｰ

管
NC

P
A2
0
0

3,
15

5

215

905 195215

905 195

1,315

30
0

150

4
,3

4
6

9
80

300

3
10

300
310

50
0

75
0

2
00

49
6

31
0

230
280

235

23
5

35
0

5
00
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NCP　両ﾌﾗﾝｼﾞ特殊ｴﾙﾎﾞ　200A×90°(HB)

(L=450×450）

20
0

NCP　伸縮可とう継手　φ200(L=200) NCP　伸縮可とう継手　φ200(L=200)

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和５年度

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1:50

　仕切弁　φ200

Ｍ

2
00

23
0

NCP　伸縮可とう継手　φ150(L=200)

電磁流量計　φ150A〔電気支給〕

※仕切弁に〇印が付いた材料は、更新仕切弁を示す。

新設　門型架台

新設　支持金具

700

700

※水圧の記載無い材料については全てP=7.5Kとする。

300

6
,1

5
0

送水ポンプ井廻り新設配管図

92
0

1,
40

0
96

5
50

0
97

0
91

7
2
30

120 1,100

745

2
35

930

300300

仕切弁　φ125(10K）（機械支給）

71
0

5
90

基山町けやき台中継ポンプ場及び
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継輪 φ200

NCP片ﾌﾗﾝｼﾞ片ﾒｶｻｼ(K形)短管200A×300L

NCP片ﾌﾗﾝｼﾞ片ﾒｶｻｼ(K形)短管200A×300L

継輪 φ200

NCP両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管ﾞ150A(10K×7.5K）
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配水池流量計等更新図
S=1/25

M

1
,2

00

M

平　面　図 断　面　図

250

・既設継ぎ輪取外し
・既設片ﾌﾗﾝｼﾞ短管取外し・移動
・既設量水器取替
・既設片ﾌﾗﾝｼﾞ設置
・既設継ぎ輪設置

1,
30

0
7
00

1,500

1
,6

50

400

電磁流量計φ200更新

電磁流量計室詳細図

塩素注入室

3,700

電磁流量計φ200更新

水栓柱

既
設

配
水

管
φ

3
00

570

M
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イ

パ
ス

管
φ

3
00

既
設

配
水

管
φ

2
00

1200300

既設蛇口撤去φ13

3,380

乙切管φ300×2300L

1,
15

0

3
00

1,500 8,700

3,
00

0
1
,2

00

M

事業名

工事名

縮　尺

事業主

図面名

施工年度

水 道 事 業

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

令和５年度

配水池流量計等更新図

図面番号

課

長

課
長
補
佐

主
管
係
長

担

当

者

1:25

ｱｽﾌｧﾙﾄ取壊し工 t=5cm

As舗装切断工

掘削時 仮復旧

砂

700

1
,2

00
4
20

8
50 75
0

7
20

3
00

5
0

1
,6

20

DIPφ300

配水管

機
械
掘
削
工

上層路盤工(M-30)t=15cm

人
力
床
掘
工

72
0

砂

600

6
0
0

20

5
0

62
0

機
械

上層路盤工(M-30)t=12cm

標準掘削断面図

掘削時 仮復旧

ｱｽﾌｧﾙﾄ取壊し工 t=5cm

As舗装切断工

掘
削
工

平　面　図

※ゴム輪、押輪のみ取替

土　工　1 土　工　2

※波線は掘削範囲

※影響幅は100mmとする。

800
700 100

本復旧図

影響幅
As舗装上層路盤ｽｷﾄﾘ工 t=5cm

600
土工1

土工2土工2

土
工

2
土

工
2

土工2

土工2

1,300

電磁流量計φ200更新

既設　片ﾌﾗﾝｼﾞ管+継ぎ輪再使用

継ぎ輪（ゴム輪、押輪新設）

本復旧時仮復旧時
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0

15
0

1
,4

70

3
20

1
00

47
0

3
00

650

基山町けやき台中継ポンプ場及び

配水池設備更新工事

埋設標示ｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

埋設標示ｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

φ300×20サドル付分水栓

φ20PE（二層管）

φ20×20　PEﾁｰｽﾞ

給水管
φ20PE

φ20×60°ﾛﾝｸﾞﾍﾞﾝﾄﾞ

φ20 HIｴﾙﾎﾞ

φ13 万能水栓

φ20 HIｼﾓｸ(GN付)

φ20 HIｿｹｯﾄ

φ20×13 HIｿｹｯﾄ

φ13 ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ(ﾒﾀﾙ入り)

φ20 接合ﾕﾆｵﾝ(P×V)

φ20 HIｿｹｯﾄ

※電気にて計上

※電気にて計上

※電気にて計上

9/9

φ20 PEﾛﾝｸﾞﾍﾞﾝﾄﾞ

φ20 密着ｺｱ

φ20×13  直結止水栓(副栓付)

φ20用　量水器筐(FRP)

φ20 青銅仕切弁(H=103)

φ20 接合ﾕﾆｵﾝ(P×G)

ｽﾘｰｽ弁筐(460H)NHVO-20



基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新詳細設計業務委託 　 図　面　目　録

A3印刷時 A1印刷時 A3印刷時 A1印刷時

けやき台中継ポンプ場（電気室・ポンプ室） けやき台配水池（電気室・薬注室）

ポ-01 案内図 1/5,000 1/2,500 配-01 案内図 1/5,000 1/2,500

ポ-02 配置図 1/200 1/100 配-02 配置図 1/400 1/200

ポ-03 求積図 1/200 1/100 配-03 求積図 1/400 1/200

ポ-A1 改修工事特記仕様書（１） － － 配-AE1 建築電気設備　改修工事特記仕様書 － －

ポ-A2 改修工事特記仕様書（２） － － 配-AE2 建築電気設備　改修前・後　平面図 1/100 1/50

ポ-A3 改修工事特記仕様書（３） － －

ポ-A4 改修工事特記仕様書（４） － －

ポ-A5 改修前・後　1階平面図 1/100 1/50

ポ-A6 改修前・後　立面図 1/100 1/50

ポ-A7 改修前・後　断面図 1/100 1/50

ポ-A8 改修前・後　便所詳細図 1/100,1/60 1/50,1/30

ポ-A9 改修前・後　電気室詳細図 1/60 1/30

ポ-A10 改修前・後　建具表 1/100 1/50

ポ-A11 仮設計画平面図（参考図） 1/100 1/50

ポ-AM1 建築機械設備　改修工事特記仕様書 － －

ポ-AM2 換気設備　平面図 1/100 1/50

ポ-AM3 換気設備　断面図 1/100 1/50

ポ-AM4 既設建築機械設備　撤去図 1/100 1/50

ポ-AE1 建築電気設備　改修工事特記仕様書 － －

ポ-AE2 盤結線図、照明器具姿図 － －

ポ-AE3 建築電気設備　改修前　平面図 1/100 1/50

ポ-AE4 建築電気設備　改修後　平面図 1/100 1/50

図面名称図面番号
縮尺

図面番号
縮尺

図面名称

基山町けやき台中継ポンプ場及び配水池設備更新工事　（建築）　



希みが丘３丁目

基山町
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１８３０
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基
山
平
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寺
筑
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線

専念寺

秋光川

麻生学園小学校

けやき台

中継ポンプ場

基山浄水場

配水池

けやき台

S=1:5,000

けやき台中継ポンプ場 案内図

N
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長
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水 道 事 業事業名

工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

ポ-０１

案内図

5000

基山町けやき台中継ポンプ場及び

配水池設備更新工事
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主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

ポ-０２

配置図
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基山町けやき台中継ポンプ場及び
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測　点

ポ-02 47433.561

X座標 Y座標

-43423.746

敷地面積　求積表 

倍面積

面積

563.820868

281.910434

敷地面積 281.91ｍ2

ポ-02

ポ-09

ポ-08

ポ-03

ポ-04

ポ-05 ポ-07

ポ-06

ポ-01

47447.926 -43435.492ポ-01

ポ-06 47446.185 -43439.486

ポ-07 47440.000 -43447.004

ポ-05 47423.237 -43433.255

ポ-04 47424.006 -43432.338

ポ-03 47427.732 -43429.939

ポ-08 47428.467 -43429.329

ポ-09 47428.861 -43428.833

けやき台中継ポンプ場

敷地面積：281.91ｍ2

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

求積図

ポ-０３100

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



※施工計画書           提出部数   ※１部   ・  部

・施工図               提出部数   ※１部   ・  部

【１.３.１２】

【４.２.４】

【４.２.５】

【４.１.４】【４.２.５】【４.３.６】

【１.５.２】

【４.１.４】【４.２.６】【４.３.７】【４.３.５】

【１.７.２】

【４.１.４】【４.２.７】【４.３.５】【４.３.８】

【４.１.４】【４.２.８】【４.３.５】【４.３.９】

【１.９.１～３】【表１.９.１】

     ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事項目

２　仮設工事

３　防水改修工事

７　塗装改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

　　コンクリート打ち放し仕上げ

　　モルタル塗り仕上げ

　　タイル張り仕上げ

　　塗り仕上げ

　　耐震改修工事

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て　による。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の【  】内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）特記事項に記載の<  >内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　令和４年版）

・ 営繕工事写真撮影要領（令和４年版）・同解説

・ 建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和４度版）

・

※適用する

※現場説明書による 　　・構外搬出適切処理

・建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事

　　※風速（Vo＝　　　　　　　　　　）

　　※地表面粗度区分（・　　・　　・　　・　）

・

※適用する

・現場説明による

適用基準等

工事実績情報の登録

発生材の処理等

品質計画等

電気保安技術者

条件明示項目

建築材料等 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ及びＪＡＳ

外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は

場合は、監督職員の承諾を受ける。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

化学物質を発散する

建築材料等 ５）を満たすものとする。

　 　 その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて

　    発散が極めて少ないものとする。

　    使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

改修共仕及び、共仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

適用工事種別 技能検定の職種

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

塗装改修工事

耐震改修工事

ブロック、ＡＬＣ工事

石工事

植栽工事 ・造園

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・鉄筋施工　・型枠施工　・とび

・塗装（建築塗装作業）

・建築大工　・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　・表装（壁装作業）　・左官

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業

・サッシ施工　・ガラス施工

・左官　・タイル張り　・塗装（建築塗装作業）　・樹脂接着材注入施工

・左官　　・建築板金

・塗膜防水工事作業　　・シーリング防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　　・合成ゴム系シート防水工事作業

・完成図

　・既存図面修正

　　　　　　ただし、種類は当該工事で該当する図面、表及び計画書とする。

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※図示　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

特別な材料の工法

技能士

完成図等

設備工事との取り合い

設計ＧＬ

工事写真

　    を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

内部足場　　種別

外部足場

足場その他

　　　　　　種別

　　　　　　防護シートによる養生　※行わない　・行う

材料、撤去材等の運搬

養生

      ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

既存家具等の養生　※ビニルシート等　

固定家具等の移動　※行わない　　　　・行う（図示）

既存部分の養生　　※ビニルシート等　

監督職員事務所

種　別 下　地

防炎シート

※軽量鉄骨

・木下地

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

仮設扉

仮設間仕切り等の種別

充てん材 塗　装

※無し

・片面

※無し

・有り

※合板張り程度　

※片面フラッシュ程度　

仮設間仕切

・既存建物内の一部を使用する

・監督職員事務所に設ける備品等は現場説明書による

構内既存の施設　※利用できない

構内既存の施設　※利用できない工事用水

工事用電力

アスファルト防水

護

保

水

防

露出

防水

防水

屋内

新規防水層の種別施工箇所防水改修工法の種類

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ１Ｂ　　・Ｔ１Ｂ

・Ｐ２Ａ

・Ｐ２Ａ

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ　　・Ｐ０Ｄ

・Ｐ１Ｅ　　・Ｐ２Ｅ

・Ｂ－１　　※Ｂ－２

・Ｂ　－１　※Ｂ　－２

・Ａ　－１　※Ａ　－２

・Ａ－１　　※Ａ－２

・Ｃ－１　　※Ｃ－２

・Ｄ－１　　※Ｄ－２

・Ｅ－１　　※Ｅ－２

（保護層は図示による）

アスファルトの種類　※３種　・４種

保護コンクリートのコンクリート種類　　※無筋コンクリート

Ｐ０Ｄ工法の二重ドレン　　　　　　　　※設けない　　・設ける

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ工法の脱気装置　　　　　※設けない　　・設ける

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法の場合）　・除去する

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・れんがの種類　　　※見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形コンクリートブロックとする。

改質アスファルト

シート防水

合成高分子系

塗膜防水

脱気装置

シーリング

防水改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別

・Ｍ４ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

・Ｐ０ＡＳ工法

・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ2

・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ1

脱気装置　・設けない　・設ける

防水改修工法の種類 施工箇所

・Ｐ０Ｓ工法

・Ｓ４Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｍ４Ｓ工法

脱気装置　・設ける　・設けない

目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新規防水層の種別 仕上げ塗料等 使用分類

※非歩行

・軽歩行

・カラー

・シルバー

・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２　・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｆ３

・Ｓ－Ｍ１　・Ｓ－Ｍ２

・Ｐ０Ｘ工法

・Ｌ４Ｘ工法

防水改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別 仕上げ塗料塗り

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・シルバー

・カラー

脱気装置　※設けない　・設ける

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）　・除去する

種　　類 材　　質 設置数量

・ポリエチレン樹脂　　・ＡＢＳ樹脂

・ステンレス　　　　　・鋳鉄

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス　　・銅

（　　　　　）

（　　　　　）

・平面部脱気型

・立上がり部脱気型

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング改修工法の種類　　

　・シーリング充てん工法　　　　・シーリング再充てん工法　　　　

　・拡幅シーリング再充てん工法　・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所

・

といの材種

   ※配管用鋼管　・硬質塩化ビニル管

鋼管製といの防露

   ・次の箇所は行わない（　　        　　　　　　　　　　　　　　）

   ロックウール又はグラスウール保温筒のホルムアルデヒドの発散量

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

縦どい受け金物の取付け

種　類 表面処理 固定間隔 備　　考

　（　　　　）

板材折曲げ形の取付工法　・ 図示

アルミニウム製笠木

とい

   ※Ｆ☆☆☆☆    ・Ｆ☆☆☆

固定方法及び間隔

は品質計画で定め

たもの

隅角部及び突当たり部等の役物は本体

製造所の仕様による。

ルーフィングシート防水

パテ状エポキシ樹脂

ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　　保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

ｃ．常温常湿（温度５℃～３５℃、湿度１５％～８５％）において製造所の指定する期間又は製造後６か月間

性  能 常温物性 低温性 引張接着性

引張強さ

伸び

ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

表示値±０.１０

５％以下

６０秒以下押出し性

比重

加熱減量

スランプ

加熱変化

０.４０以上

５０以上

１.００以上

２０以上

皮膜物性

接着強さ

熱劣化

凝集破壊率（％）

伸び（％）

タイル部分張替え用

エポキシ樹脂

貯蔵安定性　　容積と粘度に著しい変化がないこと。

　　保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

ｃ．常温･常湿（温度５℃～３５℃、湿度４５％～８５％）において製造所の指定する期間又は製造後６か月間

ａ．外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

ｂ．タイル、石材、下地等を侵すものでないこと。

　　く、「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を使用しないこと。

ｃ．「化学物質の審査および製造等の規則に関する法律」に基づく特定化学物質及び「労働安全衛生法」に基づ

ｆ．混練終結時の確認が容易なように色が明瞭であること。

ｅ．ずれ抵抗性があること。

ａ．こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上がりが良好であること。

ｂ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

接着強さ 曲げ強さ圧縮強さエポキシ樹脂モルタル

ｃ．「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第１種有機溶剤を使用しないこと。

ｄ．形状に異常が無く、だれが生じないこと。

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

耐久性

（劣化曲げ強さ）

吸水性

（７２時間）

曲げ性能

（材齢２８日）

引張接着性

（材齢２８日）（収縮）

長さ変化率広がり速度

３以上 ３％以下

以上 以上

１５％以下

以上

保水係数

粘調係数

０.３５～０.５５

０.５０～１.００

項　　　目 品　　質　　・　　性　　能

保水性

長さ変化率

吸水量

３０％以上

０.２％以下（収縮）

５０ｇ以下

　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

ポリマーセメントモルタルの種類

曲げ強さ 圧縮強さ

６.０以上 ２０.０以上

標準時

１.０以上

湿潤時

０.８以上 ０.５以上

低温時

ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントスラリー

既製調合目地材

透水性　　　　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

　　適合していること。

ｄ．常温･常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６か月保存しても上記の品質性能に

　　適合していること。

ｅ．常温･常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６か月保存しても上記の品質性能に

調査範囲　※躯体コンクリート面　・図示の範囲

調査内容

施工数量調査

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を

　調査する。コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　調査報告書の部数　※２部　

注入工法の種類 備　考

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

※

・・

・ ・

※ ４ ０ 　 　

※ ７ ０ 　 　

※ １ ３ ０ 　

※樹脂注入工法

　検査（コア抜取り）　※行わない

　 　

　注入材料

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充てん工法

・可とう性エポキシ樹脂

充てん材料 品質・規格等 備　考

・シーリング用材料 ※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

・シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

シール材料 品質・規格等

ひび割れ部改修工法

※充てん工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

充てん材料 品質・規格等

欠損部改修工法

可とう性エポキシ樹脂

形　　　式

材　　　料

（規格等）

軒先面戸板

断　熱　材

耐火性能

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・

※有り　　・無し

折板葺

保水率

（％）

単位容積質量

温冷繰り返し後標準時

長さ変化率

（％）

曲げ強さ

７０.０以上 １.８０程度 ０.６０以上 ０.４０以上 ０.２０以下 ４.０以上

材料

既製調合モルタル

仕上材（厚さ　mm）

厚さ　　mm

厚さ（mm）

板厚（mm）

３mm以下

表面状態　　　だれの下がり量は５mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

形状（mm）

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

５．工事範囲

４．工事内容

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

　　工事概要

２．特記仕様

１．共通仕様

　　建築改修工事仕様

m　当たり１箇所

m　当たり１箇所

初期硬化性（標準） 接着強さ（標準） 圧縮強さ 曲げ強さ 硬化収縮率

２.０Ｎ／mm　以上 ６.０Ｎ／mm　以上 ５０.０Ｎ／mm　以上３０.０Ｎ／mm　以上 ３.０（％）以下

１.０Ｎ／mm　以上 １.０Ｎ／mm　以上 １.０Ｎ／mm　以上

３０.０％以上 ３０.０％以上 ３０.０％以上

１.０Ｎ／mm　以上

１０％以上

最大引張応力

破断時の伸び

強度（Ｎ／mm ）

引張強さ（Ｎ／mm ）

アルカリ温水

５０以上

０.４０以上

２０以上

１.００以上

低温

５０以上

０.４０以上

３０以上

１.００以上

高温

０.４０以上

５０以上

３０以上

１.００以上

標準

７５以上

０.６０以上

３０以上

１.００以上

標準 低温硬化 アルカリ温水 冷熱水中繰返し 熱劣化

１.０Ｎ／mm 以上 ２０.０Ｎ／mm 以上 １０.０Ｎ／mm 以上

（Ｎ／mm ） （Ｎ／mm ）

接着強さ　（Ｎ／mm ）

０.５Ｎ／mm　 ５.０Ｎ／mm　 ５.０Ｎ／mm　

注入量（ml/m）

３

接着強さ（Ｎ／mm ）

（Ｎ／mm ）

（cm／s）

（kg／ｌ）

項　　目章 特　　記　　事　　項

　　　　（令和４年版）」  （以下､｢標仕｣という｡）

１

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

・保全に関する資料     提出部数   ※１部   ・  部

１１

１

１

※Ａ-１又は

　　　Ｂ-１種

１

１

１

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

２

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

２

２

２.２以上

・Ｂ-２種

２

２

２

２

２２ ２ ２

２ ２ ２２

２

２

２ ２２

２

２

２

２ ２ ２

２

２

２

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

１２

【２.２.１】

【２.２.１】

【２.２.１】【表２.２.１】

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち　          　 における工事範囲は下記表とおりとする。

３

３

３

３

３

【３.３.３】

　（３）安定的な供給が可能であること

１３

【１.３.３】

  ３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を

【３.２.２】【３.３.２】

【３.３.２】

【３.３.２】

【３.３.２】

　※作成する    提出部数   ※各２部   ・  部（Ａ３版第２原図及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

【２.３.１】

【２.３.２】【表２.３.１】

＜１３.３.２＞＜１３.３.３＞＜共表１３.２.１＞

４　外壁改修工事

４

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて

４

４

４

４

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

・｢営繕工事電子納品要領（令和元年版）｣による１４

４‐１

【１.１.４】

【２.４.１】

【表３.１.１】【３.４.３】【表３.４.１～３】

【３.１.４】【表３.１.２】

５　建具改修工事

５

５

５

５

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から

・乾式保護材の材料　※押出成形セメント板　厚さ１５mm

２.５以上

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※２５　

【１.３.５】

【表３.１.１】【３.５.３】【表３.５.１～３】

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定｢公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）｣（以下､｢改修標仕｣という｡）

　　　　ただし、改修標仕に、記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定｢公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

【３.２.５】

　５）１）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド

　　・積雪区分　H１２建告示第１４５５号　別表（　　）

【３.３.３】【３.４.３】【３.５.３】【３．６．３】

６　内装改修工事

６

６

６

６

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

マークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の項目を満たすものとする。

【３.６.３】

【表３.１.１】【３.６.３】【表３.６.１～２】

【３.２.６】

【３.２.６】

７

７

７

　※下表以外は、改修共仕表３.７.１を標準とする

【３.７.２】【表３.７.１】

８　耐震改修以外の躯体改修工事

８

８

８

　　種類　※改修標仕表１.８.１による。

【３.８.３】

【３.８.２】【表３.８.１】

【３.８.３】【表３.８.４】

耐熱性　　ＪＩＳ Ａ ５５４８に準じた試験において、８０℃で４週間、９．８Nおもりで安定していること。

９　環境配慮改修工事

９

９

【３.９.３】

【３.９.２～３】【表３.９.１】

※せっこうボード（※９.５　・　　　　）

１０　その他

１０

・１００形

０.２以上～１.０未満

※１００～２００

・３００形

３.０以上

※３０分耐火　　・無し

※２００～３００

０.２以上～０.３未満

【３.１.４】【３.３.３】【表３.１.１】【表３.３.３～１０】

０.５以上～１.０未満

※５０～１００

・２５０形

※１５０～２５０

※塗装溶融５５％アルミニウム亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（ＣＧＬＣＣＲ－２０－ＡＺ１５０）

・３５０形

０.３以上～０.５未満

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ６０２４低粘度形又は中粘度形）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚　※０.６　・０.８

・合板（※９.０　・　　　　）

   ※図示　・<標仕１３.５.３.（d）（２）>による

１

１

　 　 少ないものとする。

　    少ないものとする。

34 m/s

24

屋上

チャンバー室

屋上

*

建具周囲・防水立上りｱﾙﾐ水切り部・押出成形ｾﾒﾝﾄ板取り会い

PS-2

SR-1ｶﾞﾗｽ

MS-2

・ＡＳ－Ｊ３

・ 枠組足場　・単管足場　・仮設ゴンドラ　・移動式足場

※きゃたつ、足場板等　

・利用できる（※有償　・無償）

・利用できる（※有償　・無償）

・構内に設置する   ・設けない

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

ポ-Ａ１

改修工事特記仕様書（１）

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

防
水
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

構造  鉄筋コンクリート造

特記仕様書

改修工事

・ステンレス管

佐賀県基山町けやき台 地内

281.91  ｍ2

ポンプ棟  改修工事

規模  地下１階  地上１階

延べ面積  　１２５．９５ ｍ2

建築面積  　　８８．１１ ｍ2

ポンプ棟

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



【６.３.２】【４.３.１０】

【５.１４.２】【図５.１４.１】

【５.１４.２】

【５.１４.５】

【５.１４.３】

【５.７.２】

【表５.７.３】

【５.８.２～３】【５.８.１～５】

【５.８.４】

【５.９.２】【表５.９.１～５.９.４】

【５.１０.３】【表５.１０.１】

【４.１.４】【４.５.２】【表４.５.１】

【４.５.２】＜１５.６.２＞

【４.５.２】【４.２.４】【４.５.４】

【４.５.２】

【１.６.２】

【４.５.４】【表４.５.４～８】

【４.２.４】

【４.３.５】

【４.３.５】

【４.４.５】

【４.３.５】

【４.４.５】

【４.２.５】

【４.１.４】【４.４.６】【４.２.５】【４.４.２】【４.５.５】

【４.１.４】【４.２.４】【４.２.６】

【４.１.４】【４.４.１６】

【４.１.４】【４.４.１６】

【４.１.４】【４.４.４】【４.４.７】

【４.４.８】【表４.４.２】

【４.１.４】【４.４.８】

【４.１.４】【４.４.９～１５】【図４.３.１～４】【表４.３.６】

【４.４.５】【４.４.８】

【４.４.８】【表４.４.５】

【４.３.５】

【４.３.５】

【４.３.５】

【４.３.５】

【４.３.５】

【４.２.４】

【４.２.５】

【１.６.２】

【１.６.２】

【４.１.４】【４.２.５】【４.３.２】【４.３.６】

【４.１.４】【４.２.５】【４.２.４】【４.３.２】【４.３.７】

【４.３.２】【４.５.４】

【４.１.４】【４.２.４】【４.３.２】【４.３.８】【４.２.７】

【４.１.４】【４.２.３】【４.２.８】【４.３.９】【４.３.１０】【４.３.７】【４.４.８～９】

【４.１.４】【４.３.１１～１６】【図４.３.１～４】【表４.３.６】

【５.１３.２～３】【表５.１３.１～２】

【５.１２.２】【表５.１２.１】

【表５.１２.２】

【５.１２.３】

【５.１２.４】

【５.１１.２】

【５.１１.２】

【５.１１.２】【表５.１１.１】

有機接着剤によるタイル貼り 【４.４.８】

【表５.６.１】

【５.４.４】

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま

　・図示の範囲

ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（※図示の範囲　・除去範囲全て）

合成樹脂塗り床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒工法

改修後の床の清掃範囲　　　　※改修箇所の室内　

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※図示

木材の品質

　　　　　　・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　）

防蟻処理　　※行わない　・行う（箇所　　　　　　　　　　　　　）

改修範囲

既存床の撤去並びに

下地補修

既存壁の撤去並びに

下地補修

木下地等

※木工事に使用する接着剤

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種

※集成材　　　

・構造用集成材

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

※一般材　　　 ・たも　・なら　・しおじ　　　

・　　　

・　　　

・　　　 ・　　　

集成材

接着剤

木材保存剤

ホルムアルデヒドの発散量    ※Ｆ☆☆☆☆    ・Ｆ☆☆☆

 ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、

レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤の

※壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤壁紙施工用でん粉系接着剤、

  ※Ｆ☆☆☆☆    

  ※Ｆ☆☆☆☆    

ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの発散量

木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤はクロルピリホスを含有しない非有機リン系の薬剤とする。

防腐・防蟻処理の方法

　木材の防腐・防蟻処理は工場において加圧式により行ない、十分乾燥した後に現場へ搬入すること。

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗布するこ

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）防蟻処理

１

※１級　・２級　　　

※１等　・２等　　　

※１等　・２等　　　

２

３

４

４‐４

４‐２

４‐３

５

５

　・モルタル塗り（塗り厚２５mmを超える場合の補強　※行う　・行わない）

６

６

【６.２.２】

【６.１.３】

   ※改修標準仕様書６.５.２による　・市販品

【６.５.２】

【６.５.２】

【６.５.２】

【６.５.２】

【６.５.２】【表６.５.３～４】

代用樹種　　※改修共仕表６.５.４による 【６.５.２】【表６.５.４】

７

８

【６.８.２】【６.１４.２】

＜１２.３.１＞

　※壁面より両側６００mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・特殊な建具の仮組（建具番号：　　　　　　　　　　　　　　）

※図示

外部に面する建具

　表面処理

屋内建具

　表面処理　※Ｃ－１種又はＢ－１種

防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

　※適用する（適用箇所は建具表による）　・適用しない

耐風圧性能に特記のある場合は建具表による

特定防火設備の戸　・　適用する

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

　※適用する（適用箇所は建具表による）　・適用しない

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強有り）

特定防火設備の戸　　・　適用する

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

　吊金物

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備　　　　　　考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・外部

・内部

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 施工箇所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ａ－３

・   

　Ａ－４

※Ｗ－４

　Ｗ－５

・  

改修工法の適用

見本の製作等

アルミニウム製建具

網戸

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

建具用金物

　   ※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　　　　　・Ｃ－２種又はＢ－２種（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・アルミニウム製建具

※製造所標準製作規定寸法許容差による　

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

ふすまの上張り　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）

　　　　　　　　・鳥の子

※　建具表による

ガラスとめ材

　ただし、防火戸は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

開閉方法 センサの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

色　　調 パターン 防火認定

※クリア　・熱線反射

・乳白　　・カラー（　　　　　　　）

※無し

・有り

建具の種類 材　　種

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

※シーリング材 

※シーリング材 

自動ドア開閉装置

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

ガラス

ガラスとめ材及び溝

 　　　　 ・ 製造所標準仕様による

材料のホルムアルデヒドの発散量    ※Ｆ☆☆☆☆    ・Ｆ☆☆☆

枠見込み（mm）

寸法（mm）

１

１２

２

１３

３

１４

　ガラス工事「３.１納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員に提出する

４

６

【５.６.５】

【５.１.５】

・ガラスブロック　　品質ＪＩＳ Ａ５２１２によるもの

【５.２.２】【表５.２.１】

【５.２.３】

【５.４.２】【表５.４.１】

【５.６.４】

【５.２.４】【表５.２.２】

【５.２.４】【表５.２.２】

【５.５.２】

【５.１.３】【５.２.５】【５.３.５】【５.４.５】【５.５.５】【５．６．５】

７

　網の種別　※ステンレス製（ＳＵＳ３１６） ・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製

８

　　改修標仕５.１２.３以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１７ 

９

品質規格　※ 改修標仕 ５.９.３ による

１０

　１００

１１

※７０

   防火材料の指定が必要な場合

　　※建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

種類、仕上げの形状、工法

・防水形仕上げ塗材主材を使用

・ポリマーセメントモルタル

※下地調整塗材

仕上げの形状種　　類 呼び名

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

耐候性　※耐候形３種　

上塗材

　溶媒　※水系　・溶剤系

　樹脂　※アクリル系

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

下地調整材

仕上げ塗材仕上げ

 砂壁状

３

４

調査範囲　※塗り仕上げ面　・図示の範囲

調査内容

施工数量調査

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の

塗膜はく離剤

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

　既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　有無を調査する。コンクリートまたは、モルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　調査報告書の部数　※２部　

工　法 処理範囲 下地面の補修

※サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

既存塗膜等の除去

及び下地処理

１

２

改修箇所　※既存タイル張り面

※樹脂注入工法 

　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

・Ｕカットシール材充てん工法（既存タイル張り撤去面）

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　注入材料

　 　

注入工法の種類 備　考

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※

・

・

※ ４ ０ 　 　

※ ７ ０ 　 　

※ １ ３ ０ 　

充てん材料 品質・規格等 備　考

・シーリング用材料

・可とう性エポキシ樹脂

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

ひび割れ部改修工法

・タイル部分張替え工法

　伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

・タイル張替え工法

　 　 　 　 　

　注入口付アンカーピン

　 　 　 　 　

　アンカーピン

　ポリマーセメントスラリー

　　既製調合モルタル（目地材料）

・目地ひび割れ部改修工法

    シーリング用材料

・伸縮目地改修工法

接着材の種類 品質・規格等

※ポリマーセメントモルタル

・タイル部分張替え工法用接着剤

改修工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

欠損部改修工法

浮き部改修工法

目地改修工法

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用した外装タイ

ル・石張りシステムの開発』（建設大臣官房技術調査室監修  平成９年

基づく品質性能試験に適合するタイプ　であり監督職員の承諾するもの

２月）」における「外装タイル・石張り用接着剤の品質基準（案）」に

タイルの種類

　役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

既製調合モルタル（張付け用）

　外装タイル　　　　・密着張り　・マスク張り

　タイルの試験張り　※行わない　・行う

　タイルの見本焼き　※行わない　・行う

壁タイル張りの工法

あり陶器 特注なし 標準 適用施ゆう無ゆう
施工箇所

形状寸法 きじ うわぐすり 役物 色 再生材
備考

磁器せっ器

陶磁器質タイル張り

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

（mm）

充てん量アンカーピンの本数（本/m　）注入口の箇所数（箇所/m　）

指定部 一般部 指定部 注入量

・

・

・

・

・

・

・

一般部

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

２２

※１２

※１２

３

※１３

※１３

４

５

※２５ ※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml

　　位置　※改修共仕表４.５.１による　・図示

６

※１６

※１６

※１６

※１６

※１６

※１６

※１６

※１６

７

    種類　※改修共仕表３.７.１による

【３.７.２】【表３.７.１】

※９

※９

※９

※９

※９

※９

※９

※２０

※２０

※２０

※２０

０.２以上～１.０未満

※１００～２００

０.２以上～０.３未満

※２００～３００

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６mm

※５０ml

※５０ml

※５０ml

０.５以上～１.０未満

※５０～１００

※１５０～２５０

０.３以上～０.５未満

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ６０２４低粘度形又は中粘度形）

注入量（ml/ｍ）

調査範囲　※既存モルタル面　・躯体コンクリート面　・図示の範囲

調査内容

施工数量調査

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の

・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

・シール工法

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　注入材料

　 　

・Ｕカットシール材充てん工法

・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、４．欠損部改修工法による）

※樹脂注入工法

・行う（※全面　・図示の範囲）

　有無を調査する。浮き部分を壁面に表示する。また、モルタルの欠損部の形状寸法等を調査する。

　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　調査報告書の部数　※２部　

注入工法の種類 注入量（ml/ｍ） 備　考

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※

・

・

（※シール工法の範囲　・　　　　　　　　）

充てん材料 品質・規格等 備　考

・シーリング用材料

・可とう性エポキシ樹脂

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

シール材料 品質・規格等

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

※ ４ ０ 　 　

※ ７ ０ 　 　

※ １ ３ ０ 　

既存モルタル塗りの

撤去

ひび割れ部改修工法

 （※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

 （※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類 材　　料 品質・規格等

・充てん工法

・モルタル塗替え工法

ポリマーセメントモルタル

※行う　・行わない　・図示

　吸水調整材

欠損部改修工法

　ポリマーセメントスラリー

　 　 　 　 　

　注入口付アンカーピン

　 　 　 　 　

　アンカーピン

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

浮き部改修工法

調査範囲　※既存タイル張り面　・躯体コンクリート面　・図示の範囲

調査内容

施工数量調査

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の

　コンクリート面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　有無を調査する。浮き部分を壁面に表示する。また、タイル張りの欠損部の形状寸法等を調査する。

　調査報告書の部数　※２部　

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲既存タイル張りの撤去

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　　　）

（モルタルを撤去しない場合）

改修工法の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

充てん量アンカーピンの本数（本/m　）注入口の箇所数（箇所/m　）

一般部 指定部 一般部 指定部 注入量

１

１

２

２

２２

※１２

※１２

３

※１３

※１３

４

改修標仕４.２.２（ｇ）による

５

塗り厚２５mmを超える場合の補強

※２５

※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml

※２５ml※１６

※１６

※１６

※１６ ※１６

※１６

※９

※９

※９ ※９

※９

※２０

※２０

※２０

※２０

０.２以上～１.０未満

※１００～２００

０.２以上～０.３未満

※２００～３００

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６mm

※５０ml

・５０ml

０.５以上～１.０未満

※５０～１００

※１５０～２５０

０.３以上～０.５未満

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ６０２４低粘度形又は中粘度形）

ガラス用フィルム１５
名　　称 種　類 張り面 性能値

※ガラス飛散防止フィルム 第２種 ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１

品質ＪＩＳ Ａ５７５９による

開閉形式

   ※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等

・エレベーターの防火、防煙区画に使用する特殊建具等

市販品

・固定式

・可動式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

セクション材 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

材　　質 備　　考

アルミ製枠付き

・・

※網入り磨板ガラス

・線入り磨板ガラス

種　　類 材　　質 備　　考

・垂直降下式

　（巻取り型）

・回転降下式

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

・

・

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

　・可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※天井材張り

　・

軽量シャッター

その他の建具

オーバーヘッドドア

防煙垂れ壁

かぎ箱

厚さ（mm） 高さ（mm）

高さ（mm）

１７

１８

１９

※６.８

２０

２１

　（ＳＵＳ３０４）

※５００

※５００

※５００

   ※鋼板製　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ１.５mm）

形　式　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５　

・８００

・８００

耐風圧性能による区分　・５０　・６５　・８０　

又は特記による。

ホルムアルデヒドの発散量

  ととする。

・樹脂製建具

   ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉機能

危害防止機構　　不設置箇所　　※図示

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

重量シャッター

               ・シャッターの二段降下方式

              　・障害物感知装置 （自動閉鎖型）

１６

耐風圧性能による区分　・５０　・８０　・１２０　・１０００Pa

樹脂製建具５ 【５.３.１～５】

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

改修工事特記仕様書（２）

ポ-Ａ２

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

建
具
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

ｻｯｼ撤去箇所 小口 既存のﾀｲﾙに合せる

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

【表６.５.８】

５

【７.４.３】【表７.４.１】【表７.２.２】

【７.５.３】【表７.５.２】

【７.４.３】【表７.４.２】【表７.２.３】

【表７.２.１】【表７.２.５～６】【表７.２.７】

【表７.２.５～７】

【６.１４.３】【表７.３.５】【表７.３.７】

６

７

＜２０.２.１１＞

＜２０.２.１４＞

＜２０.２.１５＞

＜２０.２.１６＞

＜２０.２.１６＞

＜２０.２.９＞

８

フローリング及び縁甲板張り床　　　

下張り用床板

床板

※無し

・有り

※単層フローリング

・縁甲板

※合板張り

・板張り　

ホルムアルデヒドの発散量

ホルムアルデヒドの発散量

※ひのき　　　

床板張り

※Ｆ☆☆☆☆   ・Ｆ☆☆☆

※Ｆ☆☆☆☆   ・Ｆ☆☆☆

スタッドの高さが５ｍを超える場合　　※ 図示

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う　・行わない

既存の埋込インサート　　　・使用する　・使用しない

野縁等の種類

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

種　類 ＪＩＳの記号 色　柄

※無地　　・マーブル柄

※柄物　　・無地

※ Ｎ Ｃ 　※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・・

・

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

ビニル床シート張り

種　　　類 ＪＩＳの記号 備　　考

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

※２

・

・

ビニル床タイル張り

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

　　　　・レジンコンクリート製　　　

種　　　類 性　　能

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

・

・

※ ２ 　

・

・

９

１０

帯電防止床タイル張り

誘導用及び

ビニル幅木

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

・弾性ウレタン塗り床材

・エポキシ樹脂塗り床材

種　　別 仕上げの種類

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・防滑仕上げ

合成樹脂塗り床

※Ｆ☆☆☆☆     

※天然木化粧複合フローリング

種　　別 材　種 工　法 仕上げ塗装等
ホルムアルデヒド

の発散量

※なら

・ひのき

・

・ ・

・

※釘どめ工法（Ｃ種） ※塗装品

・無塗装品

・

・

※Ｆ☆☆☆☆  

・Ｆ☆☆☆

・

・

フローリング張り

ポリスチレンフォーム床下地

下地の種類 畳の種別

※ Ｂ 種 　 　

※ Ｃ 種 　 　

畳敷き

・織じゅうたん

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種　別 パイル形状 帯電性 色　柄   等

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

　※３kv以下

　・

※単一色（無地）

・柄物（標準品）

・

ポリスチレンフォーム

床下地材

カーペット敷き

人体帯電圧

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※適用する　　・適用しない

・パーティクルボード

・メラミン樹脂化粧板

・（木目）

・化粧せっこうボード

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・せっこうボード

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

種　　類 ＪＩＳの記号

ＤＲ

タイプ２（無石綿）

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

ホルムアルデヒドの発散量ＭＤＦ

せっこうボードその他

のボード張り

※Ｆ☆☆☆☆   ・Ｆ☆☆☆

・ミディアムデンシティファイバーボード

素地ごしらえ

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れおよびそりがないこと。

既製目地材　※適用しない　・適用する

表示値±１.０

５％以下

・ロックウール吸音ボード１号

セメント重量の

ＪＩＳの記号種　　類

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

施工箇所
壁紙の種類

紙 織物 ビニル 化学繊維 無機質
防火種別 品質等

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

全固形分（％） 吸水量（ｇ） 界面破断率（％）

３０分で１ｇ以下 ０.９８以上 ５０以下

混合割合 凝　結　時　間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

８０％以下９５％以下７０％以上ＪＩＳ Ｒ ５２０１の試験において

始発　１時間以上

終結　１０時間以内

吸音材

壁紙張り

モルタル塗り材料

ホルムアルデヒドの発散量  ※Ｆ☆☆☆☆   ・Ｆ☆☆☆

陶磁器質タイル張り タイルの種類

再生材

適用陶器磁器

きじ 役物

なし

うわぐすり

あり

色

特注標準
施工箇所

形状寸法

せっ器 施ゆう無ゆう

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外装タイル　・　　　　　　　　　　）

内装タイル　　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

備考

断熱材

浴室天井材

種　　類 施工箇所 品質等

・押出法

　ポリスチレン

　フォーム

　保温板

・現場発泡断熱材

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムアルデヒド

の発散量    ※Ｆ☆☆☆☆    ・Ｆ☆☆☆

※２種ｂ

※３種ｂ

（スキン層付）

※一般部

・

・接地部分

・

※断熱材補修部分

・一般部

・ ・

・

・

特定フロンを使用しない

もの

特定フロンを使用しない

もの

難燃性※３級　・２級

市販品

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

材　質 表面仕上げ 性　能 備　考

※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

準不燃品 回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

・タフテッドカーペット

・タイルカーペット

パイル形状 工　　法 帯電性

・カットパイル

・マルチレベルループ

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

※ ５ ～ ７ 　

※ ４ ～ ６ 　

※ ４ 　 　 　

・

※全面接着工法

・グリッパー工法

人体帯電圧

　※３kv以下

　・

種　別 パイル形状 電気抵抗値（Ω） 施工箇所

※ループパイル

・カットパイル

※適用しない
９

※第一種

・第二種

フリーアクセスフロア

表面仕上げ材の品質・規格等は、各内装工事による

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

施工箇所 構　法
仕上り高 適用地震時

水平力
耐荷重性能 表面仕上げ材   備  考  

・溝構法

・溝構法

・溝構法

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

　　　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

空調用吹き出しパネル　　　※無し

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

可動間仕切

構造形式
パネル部の 表面材種

仕上げ
不燃材料

の認定

・あり※メラミン樹脂又はアクリル

　樹脂焼付け

・  

※鋼板

・

・・スタッド式

・スタッドパネル式

・パネル式

移動間仕切

　取り付け方法は製造所の仕様により、適切な資料を監督職員に提出する

・一般タイプ

・遮音タイプ

遮音性能 表面材 表面仕上げ 施工箇所

※鋼板

・

※鋼板

・

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

トイレブース 表面仕上げ材　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

階段滑止め

形　　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

階段手すり

種　　別 施工箇所

※集成材クリアラッカー仕上げ

黒板及び

　ホワイトボード

表示標識

種　類 色　彩 備　　考

・黒板 ※焼付け

※ほうろう・ホワイト

　ボード

※緑　・黒

※緑　・黒

※白

　　　　　　　　（・両面　・片面）

　　　　　　　・無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

製造所　監督職員の承諾する製造所

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

ブラインド ・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

・新設する

形　式 種　類 スラットの材質

※横型

・縦型

※ギア式　　・コード式

・操作棒式

・１本操作コード

・２本操作コード

※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・

・クロススラット

ロールスクリーン 防炎性能　※有り

製造所　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

施工箇所
装　　置

電動 手引

性　　能

（防炎性能）
備   考

カーテン ・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・新設する

カーテンレール ・既存再使用する

・新設する

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

施工箇所
形　式 装　置

ひだの種類 性   能 備   考
片引 引分 電動 ひも引 手引

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

・既存再使用する

・新設する

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

　　色彩　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・図示

天井点検口 材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

床点検口 材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

鋼製書架及び物品棚

種　類 規格等 耐荷重による種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚

水平荷重　又は水平荷重

※１種　・２種　・３種

くつふきマット 市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

流し台ユニット

種　類 適用内容 規格・品質等

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り棚

トラップ付き ※優良住宅部品

 ・

※市販品

バックガード　※有り

ステンレス製　※１段式

（セクショナルキッチン　　型）

屋内掲示板 枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　

洗面カウンター 材　　　種　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　

収納・収納家具 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの発散量

※Ｆ☆☆☆☆   ・Ｆ☆☆☆

材料

下地調整

屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量   ※Ｆ☆☆☆☆     

既存に塗装がなく、新規に塗装を行う場合の下地調整

下地面の種類 下地調整の種別 備　　考

木部

モルタル、プラスター面

コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種 ２液形ポリウレタンエナメル及び常温

乾燥型ふっ素樹脂エナメルは除く

せっこうボード、その他ボード面

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

　※行わない　・行う（補修範囲及び補修方法は図示）

・ＲＡ種　※ＲＢ種

錆止め塗料塗り

新規鉄面の塗りの種別（下地はＲＡ種とし工程１は省略）

　見掛かり部分　※Ａ種　　見隠れ部分　※Ｂ種

新規亜鉛めっき面の塗りの種別（下地はＲＣ種）

　鋼製建具等　※Ａ種　　その他　・Ａ種　※Ｂ種

新規鉄面の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種合成樹脂調合

ペイント塗り

アクリル樹脂系

非水分散形塗料塗り

コンクリート面、モルタル面　　・Ａ種　※Ｂ種

耐候性塗料塗り

下地の種類 塗り替えの種別新規塗りの種別 備　考

鉄面

亜鉛めっき面

コンクリート及び押出成形セメント板面

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種つや有合成樹脂

エマルションペイント塗り

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種合成樹脂エマルション

ペイント塗り

無収縮グラウト材

材料

無収縮グラウト材　プレミックス及び現場調合形

混和材

セメント

砂

張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート等によって膨

ランドセメントとする。

されたものを絶対乾燥状態で使用する。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精選

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

無収縮グラウトの品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

付着強度

塩化物量

試験方法

Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から３分以内の値は   ８±２秒

練り混ぜ２時間後のブリージング率　：　２.０％以下

凝結開始時間　　１時間以上

終結時間　　　　１０時間以内

１）日本道路公団規格（ＪＨＳ）の「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　同一の場合はプレミックスのみ試験を行う。

　　方法」による。

　　属書５（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン濃度試験

厚さ（mm）

厚さ（mm）

厚さ（mm）

厚さ（mm）、規格等

厚さ（mm）

（mm）

厚さ（mm）

幅（mm）

パイル長（mm）

（mm）

総厚さ（mm） 厚さ（mm）

厚さ（mm）

寸法（mm）

スラットの幅（mm）

寸法（Ｌ＝　mm）

０.３０kg／m 以下

接着強度（Ｎ／mm　）

材齢３日　２０Ｎ／mm　以上

材齢２８日　４０.０Ｎ／mm　以上

材齢２８日　２.５Ｎ／mm　以上２

２

２

３

ＧＢ（Ｎ）

ＧＢ（ＮＴ）

ＧＢ（Ｗ）

ＤＲ（軒天）､ＤＲ（軒天凹凸）

ＤＲ､ＤＲ（凹凸）

１１

１

  １

２２

２

２

１２

２１

　表面仕上げの壁紙張りの品質は２４壁紙張りによる

３３

３１３

３１

※グラスウール吸音ボード３２Ｋ

２３

３２

４４

４１４

４１

２４

４２

３４

４３

１５

※１５

※２.５

※２５　　

※２５　　

２５

※２５

※２５

※２５

・凹凸タイプ （※１２ ・１５）（（個）不燃）

１２.５（不燃）

１２.５（不燃）

３５

幅（mm）　　約３５

４５

　（市販品　径　約４５mm）

漏えい抵抗値（ＪＩＳ Ａ１４５４による）

６

１６

２６

【６.６.２】【表６.６.１】

３６

【６.１６.３】

【表６.１３.１】

【６.１３.２】【表６.１３.１】

【６.１２.２～３】【表６.１２.１】

４６

【６.６.４】

【６.１４.２】

【６.６.３～４】

【５.１.６】

【５.１.６】

品質　ＪＩＳ Ａ６５１２によるもの

【６.１５.３】

　遮音タイプは、ＪＩＳ Ａ ６５１２の遮音試験に準拠し、透過損失として３６db以上のもの

【２.３.１】【５.１.６】

【２.３.１】

７

１７

２７

【７.９.２】【表７.９.１】

【７.１０.２】【表７.１０.１】
３７

４７

【６.７.３】

【６.１１.２～７】【表６.１１.１～６】

８

１８

２８

３８

４８

【６.８.２】

【６.８.２】

【６.８.２】

【６.８.２】

【６.８.２】

【６.８.３】

９

※フラットタイプ ９（（個）不燃）

１９

２９

※フラットタイプ（※９　・１２　・　　　）

３９

　　３１２-１９９２による。なお、プレミックス形と現場調合形で混和材が

＜１９.９.２～３＞

４９

９.５

（共仕１９.５.２による）

　屋外（・１９型　※２５型）　屋内（※１９型　・２５型）

仕様はＪＩＳ Ｔ ９２５１による

・凹凸タイプ（※１２　・１５　・１９　・　　）

体積抵抗値（ＪＩＳ Ｋ６９１１による）

【６.９.２～３】【表６.９.２】

【６.９.２～３】【表６.９.２】

【６.９.２～３】【表６.９.１】

改修標準仕様書  表６.５.９による床組

＜１２.２.１＞＜１９.７.２＞

【７.７.２】【表７.７.１】

１０

１.０X１０ Ω以下、または、

１.０X１０ Ω未満

・１００

・１００・１０ Ω以下

・１.０Ｇ

・１.０Ｇ

・１.０Ｇ

・１００

２０

※２００

＜２０.２.２＞

屋　内　※塩化ビニル製　・磁器又はせっ器質タイル（※３００　・　　　　）

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※３００　・　　　　）

※３００

・３,０００N

・３,０００N

・３,０００N

３０

衝突防止表示　※図示（市販品　※ステンレス製　径約３０mm　　・　　　　　 ）

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は３００mm以上の召合せの重掛けとする）

　　　　　　　　　　　　　※２０～３０パーセント　

＜２０.２.３＞

４０

ＪＩＳ Ｓ１０４０の規格による

＜２０.２.４＞

材　　種　　ステンレスＳＵＳ３０４

・５,０００N

・５,０００N

・５,０００N

・ビニル製ハンドレール（幅　約５０mm）

＜２０.２.５＞

・１５　　・２０　　・２５　　

・１５　　・２０　　・２５　　

１２.５（不燃）　１５.０（不燃）

ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）による普通または早強ポルト

※４.０又は４.５

１２.５（不燃）幅４４０mm程度

・０.６Ｇ

・０.６Ｇ

・０.６Ｇ

＜２０.２.６＞

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※４０　・６５　・８０

奥行き（mm）　・約４５０　　・約６００

【７.８.２～４】【表７.８.１～３】

※６００　　・７００　　

【６.１０.３】【表６.１０.４～８】

高さ（mm）　・６０　・７５　・１００

０.８ＦＫ

・８０

表示標識　案内用図記号についてはＪＩＳ Ｚ ８２１０による

配線用取り出しパネル　　　配線取り出し開口：パネル１枚につき４０mmＸ８０mm程度の開口１ヶ所以上

※１２００ ・１５００　・１８００

２）塩化物量は、ＪＩＳ Ａ ５３０８ 「レディミクストコンクリート」付

（※０.６　・０.８）

※１２００　・９００

ＪＩＳ Ｓ１０３９の規格による

※１２００　・９００　　・６００

ＪＩＳ Ｋ６９０３による　厚さ１.２

フローリング類　　厚さ（mm）　※８０　・９５

　　溝幅×深さ（mm）　・９０×１５０　※１２０×８０　・１２０×１５０　・１５０×８０　・　

９.５（不燃） 　化粧無（下地張り用） 

　　　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

材齢７日　　収縮しないこと

注意喚起用床材

前処理棟玄関 100角 ○ ○ ○ ○

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

改修工事特記仕様書（３）

ポ-Ａ３

内
装
改
修
工
事

塗
装
改
修
工
事

躯
体
改
修
工
事

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



【８.３.４】【８.３.２】【８.３.３】

【８.３.４】【８.３.２】【８.３.３】

【９.４.１】

【９.５.６】

【９.５.３】

【９.５.３】【表９.５.２】

【９.５.３】【表８.２８.１】

【９.５.４】【表９.５.３】

【９.５.７】

【８.１２.４】無収縮モルタル 穿孔前の埋込み配管等の探査あと施工アンカー

の穿孔

  方法　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う。

  　　　・はつり出しによる

断熱材兼用型枠

・断熱材兼用型枠

種　類 施工箇所 品質等

・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

＝厚さ／熱伝導率・・

鉄筋の種類

溶接金網 網目の形状、寸法及び鉄線の径　　　　　

鉄筋の継手 継手工法

鉄筋及び溶接金網の

最小かぶり厚さ 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。

　　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

各部の配筋 柱の配筋

　　帯筋の組立ての形の種別

※Ｈ形　・Ｗ－Ｉ形　・ＳＰ形

ガス圧接 圧接部の確認試験

　　※超音波探傷試験

　　・引張試験

コンクリートの類別

及び強度

レディーミクストコンクリートの類別

　※　類　・　類

普通コンクリートの設計基準強度

軽量コンクリートの設計基準強度

コンクリートの品質 スランプ

適用箇所

・

適用箇所種　別
気乾単位容積質量

（ｔ/ｍ ）

設計基準強度Fo

・

適用箇所
設計基準強度Fo

・

施工箇所

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

・ガス圧接

・重ね継手

・

継手方法 適用箇所

網目の形状、寸法（たて×よこ） 規格

・ ・

種類の記号

・

　　　　評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」において、

  範囲　※あと施工アンカー施工部分全て　・図示

普通コンクリート セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種

混和材料

　混和材料の種類

　　　※混和剤 

　　　・混和材

モルタル及び

グラウト材

　※無収縮モルタル

グラウト材

　※無収縮グラウト材

無筋コンクリート

高い強度の

コンクリート

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

混和材料

　※混和剤

　　※高性能ＡＥ減水剤標準形又は遅延形

　 　

※普通コンクリート

・軽量コンクリート ・

種　類
設計基準強度 スランプ

粗骨材の最大寸法 適用箇所

水和熱

柱底等の均しモルタル

鉄骨製作工場 製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）日本

 鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（ 　）グレー

　ド」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場。

入熱、パス間温度の溶接条件

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　※図示　　　　　　　

施工管理技術者 ※適用する

鋼材 鋼材の材質

スカラップ ※改良型スカラップ　

高力ボルトの適用高力ボルト

　※トルシア形高力ボルト　・ＪＩＳ形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

鉄骨工作仮組 ・行う　※行わない

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　※行う

錆止め塗料 耐火被覆材の接着する面の塗装

　※行わない

耐火被覆材

既存コンクリート面の

目荒し

適用範囲

　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

　・

目荒らしの範囲

　・

目荒らしの程度

種類の記号 適用箇所 規格等

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材

　吹付け

・耐火板張り

所要性能及び適用構造区分種　　別

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

あと施工アンカーの

材料

あと施工アンカーの材料

　・金属系アンカー（耐震補強用）

　※接着系アンカー

　　　接着剤の品質　　　　              ※有機系　　　　　　　　　

　　　アンカー筋の種類　　　　　      　※鉄筋コンクリート用棒鋼　

施工確認試験 アンカー筋※行う（確認強度は図示による）

あと施工アンカーの

穿孔

穿孔前の埋込み配管等の探査

　範囲　※あと施工アンカー施工部分全て　・図示　

　方法　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

　　　　・はつり出しによる

工法の種類

　流し込み工法または圧入工法

溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

増設・補強工事の

コンクリートの打込み

柱補強

※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　・図示

連続繊維シート巻き 材料・形状

　採用した工法の規定を満足するもの

材質

　引張り強度（含浸硬化後）

　ヤング係数（含浸硬化後）

工法

　※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

　・

下地調整

　仕上げモルタルの除去

　　　※行う　・行わない

柱の隅角部の面取り

　　　※工法の評価内容による

スリットの施工 スリット部の配管等の探査

　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

　・はつり出し

打増し壁に用いる 現場打ちコンクリート壁の打増し部に用いる既存部とのシアコネクタ　

シアコネクタ

アスベスト含有調査 ・行う（下表による）　　・行わない

アスベスト除去工事 吹付けアスベストの施工数量調査

   ※　行う

アスベスト粉じん濃度測定   ※　行う

  表９.１.１及び表９.１.２による他、関係法令及び関係条例に定める方法により測定する。

除去工事を行う当該建物の敷地境界において、規制のある場合はその規制に従う。

作業管理者は、資格証明書の写しに工事履歴書を添付して監督職員に提出し、承諾を受ける。

吹付けアスベストのアスベスト処理後の機能回復のための工事   　※図示

測定室   ・図示

測定点   ・図示

アスベスト成形板の

処理等

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

施工調査

　アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

　調査結果は図面により記録し、監督職員に提出する。

　（１）アスベスト成形板使用部位の確認

　（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　（３）アスベスト成形板使用数量の確認

外断熱改修工事 断熱材の種類

外装材の種類

既存外壁の仕上材の撤去　　　　・有り　　　・なし

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

　　　　　　　　　　　　　　

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

特記無き事項は、製造所の仕様による。

ガラス改修工事 複層ガラスの厚さ　　建具表による

屋上緑化改修工事 システムの種類

   ・管理型　　　　　・省管理型

その他特記事項は図示

透水性アスファルト

舗装改修工事

路盤材料

   ※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

   ・クラッシャラン（Ｃ－４０）又はクラッシャランスラグ（ＣＳ－４０）

　透水性の高いものを使用する

遮断層及び凍上抑制層の材料

盛り土に用いる材料

   ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

路床安定処理

   ※添加材料による安定処理

   　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

　   　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

アスファルト混合物

透水性舗装

   アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

材　料　名 調査方法 １材料あたりの試料数

※Ｘ線回折分析

・定性分析

※３

・

材　料　名 処理を行う範囲

※ 図 示 　 　

材　料　名

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

・ロックウール

・押出法ポリスチレンフォーム

・フェノールフォーム

・グラスウール

・ 防火性能

 ・凍上抑制層　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

 ・遮断層　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　

　　　　　　　　厚さは図示

　　　  　　　厚さは図示

路床土の支持力比試験    ※行う（※乱した土　・乱さない土）

路床締固め度の試験     ※行う

ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

鉄筋の種類

溶接金網

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・

網目の形状、寸法及び鉄線の径

鉄筋の継手

鉄筋及び溶接金網の

最小かぶり厚さ 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。

　　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

コンクリートの レディーミクストコンクリートの類別

※　類　　　　・　類

普通コンクリートの設計基準強度

・

普通コンクリート セメントの種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・

混和材料

※混和剤　・混和材

　※無収縮モルタル

グラウト材

モルタル及び 柱底等の均しモルタル

グラウト材

　※無収縮グラウト材

種類の記号

規　　格

・・

継手工法    ※重ね継手　

施工箇所

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

施工箇所

水和熱

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

高力ボルト 高力ボルトの適用

   ※トルシア形高力ボルト　　・ＪＩＳ形高力ボルト　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

   ※行う

無筋コンクリート

鋼材 鋼材の材質

スカラップ ※改良型スカラップ　　　

種類の記号 適　用　箇　所 規　格　等

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

面の目荒し   ※既存コンクリートとの打継ぎ面

  ※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材充填部の接合面

  ・

目荒しの範囲

適用範囲

  ・

目荒しの程度

施工確認試験 ※行う（確認強度は図示による）

あと施工アンカーの材料あと施工アンカー

材料     ・金属系アンカー

　　※接着系アンカー

    　接着剤の品質　　　　　　　　※有機系

　アンカー筋の種類　　　　　　　　※鉄筋コンクリート用棒鋼

　　　　　　　　　　　　　　　　　・全ねじボルト

既存コンクリート

混和材

セメント

砂

配合比 （各重量比）

　　（セメント＋混和材）：砂＝１：１

無収縮モルタルの品質及び試験方法

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

付着強度

塩化物量

試験方法

Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から３分以内の値は   ８±２秒

練り混ぜ２時間後のブリージング率　：　２.０％以下

凝結開始時間　　１時間以上

終結時間　　１０時間以内

張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート等によって膨

ランドセメントとする。

されたものを絶対乾燥状態で使用する。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精選

１）日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　方法」による。

　　属書５（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン濃度試験

室内空気中の化学物質

の濃度測定

測定はパッシブ型採取機器により行う。

着工前の測定   ・行う

測定対象室    ・図示     

測定箇所数    ・図示     

報告の様式等については、現場説明書による。

スチレンの濃度を測定し、報告すること。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

厚さ（mm）

呼び名（mm）

鉄線の径または呼び（mm）

呼び名（mm）

厚さ（mm）

呼び名（mm）

　（m　・kl／w）

（Ｎ/mm　） ３

スランプ（cm）

　   添加量　　　　kg/ｍ （目標CBR　※５以上　・　　　　）

０.３０kg／m 以下

（Ｎ/mm　）

（cm）（Ｎ/mm　）

設計基準強度（Ｎ/mm　）

５

５

設計基準強度Ｆo（Ｎ/mm　）

材齢３日　２５.０Ｎ／mm　以上

材齢２８日　４５.０Ｎ／mm　以上

材齢２８日　３.０Ｎ／mm　以上

３

２

２

２

通気層　　・有り（　　　　mm  ）    ・なし

厚さ（mm）

 鉄線の径又は呼び　（mm）網目の形状、寸法（縦×横）

  １

１１

１

  １

１１

１

  ２

  ２

２２

２

  ２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

※２１

※２１

１２

２１

※２１

１２

  ３

３

  ３

１３

　※壁面　　　打継ぎ面又は接合面全面の１/３程度

１３

２３

　種類　　　　　※「２３　あと施工アンカーの材料」による

断熱性・日射遮へい性による区分　　　　※ Ｕ３-１    ・ Ｕ３-２

  ４

４

  ４

１４

１４

２４

　※柱・梁面　打継ぎ面又は接合面全面の３/４以上

  ※柱・梁面　　打継ぎ面又は接合面全面の３/４以上

  ５

５

  ５

１５

１５

２５

※２５mm

ＪＩＳ Ｇ３５５１による

ＪＩＳ Ｇ３５５１ による

３５２J/g以下

３５２J/g以下

・ＳＤ３４５

  ６

６

  ６

１６

※Ｄ１６以下　　　　

１６

※　D１６以下　

２６

＜６.１４.３＞

【８.１１.１～２】

　・行う（※ＪＩＳ Ｋ５６２２　・　　　　　　　　　　）

  ７

７d

７

  ７

 ７d

１７

１７

２７

【８.１.６】

  ８

  ８

８

※１８

※１８

１８

・１８

設計基準強度　※　１８Ｎ/mm

８-１

２８d

２８

２８d

８-２

【８.２.２】

【８.２.９】

【８.２.２】

【８.２.９】

【８.２.１】【表８.２.１】

【８.２.１】【表８.２.１】

【８.２.１３】

【８.２５.２】【８.２.５】

【８.１.３】【表８.１.１】

【８.１.４】

【８.１.３】【表８.１.１】

【８.１.４】

【８.１５.１１～１２】

【８.１５.１１～１２】

【８.１.４】

【８.２.４】

【８.２.４】

【８.２.４】

【８.３.４】＜参考資料 図２.２＞

※１５又は１８

【８.１.５】

標仕 表８.３.５の値に加える寸法（mm）

標仕 表８.３.５の値に加える寸法（mm）

【８.３.５】【表８.３.６】

【８.３.５】【表８.３.６】

【８.１７.４】

【８.２.５】【表 ８.２.３】

【８.２.５】

【８.２.５】

【８.１８.２～８】

【８.２.８】【表８.２.７】

【８.２.８】【表８.２.７】

  ９

　９

９

※Ｄ１９以上　　　　

１９

※　D１９以上　

２９

【９.１.２】

【９.３.３】

【９.１.３】

【９.３.２】

【９.３.２】

　　３１２-１９９２による。

<１９.９.２><１９.９.３>

【９.４.２】

【９.３.４】

・ＳＤ２９５Ａ

【８.９.１】【表８.９.１】

【８.１３.１０】

【８.３.８】

【８.２１.３】【８.２２.３】

【８.２１.３】【８.２２.３】

※ １ ０ 　

※１００×１００

１０

※　１００×１００

※ １ ０ 　

１０

１０

２０

・２０mm

　　　・２.００×１０ Ｎ/mm　以上

３０

　　　・３０００Ｎ/mm　以上

※４０以下

４０２J/g以下

４０２J/g以下

　間隔（mm）　 ※５００×５００　・図示

  ※平均深さ５～１０mmで最大深さ１５mm程度の凹部を施す

　※平均深さ５～１０mm（最大深さ１０～１５mm）程度の凹部を施す

　　　・２５００Ｎ/mm　以上

普通ポルトランドセメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに適合するものとする。

普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）による普通または早強ポルト

　　　・２.３５×１０ Ｎ/mm　程度

※６.０

※６.０

＝０.６７６以上

　・２７　・３０　・３３　・３６

　・標仕８.２.１１による

　・改修共仕８.２.１１による

【８.２.１２】

【８.２.１２】

【８.２.１２】

【８.２.１２】

【８.１２.２】

【８.１２.７】

【８.１２.７】

【８.２３.５】

【８.２１.８】【８.２３.５】

２）塩化物量は、ＪＩＳ Ａ ５３０８ 「レディミクストコンクリート」付

【８.２４.１】

【８.２４.６】

【８.２４.６】

３

種類及び強度

【８.２.５】【表８.２.３】

材齢７日　　収縮しないこと

　　　・全ねじボルト

鉄骨階段400Ｎ級

2.0mm

6.0mm ※ 図 示 　 　

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

改修工事特記仕様書（４）

ポ-Ａ４

躯
体
改
修
工
事

耐
震
改
修
範
囲
以
外
の
躯
体
改
修
工
事

耐
震
改
修
工
事

環
境
配
慮（

グ
リー

ン）

改
修
工
事

そ
の
他

ポンプ棟

 壁モルタル、床モルタル、ボード

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 １階平面図

AD-1
アルミ腰フラッシュ両開きドア

（防音型）
1 800+800

記　号 名　称 数量 W

建具リスト

H

2,000

AD-2

AD-3

AW-1

AW-2

（防音型）
アルミ腰フラッシュドア

アルミドア（腰ガラリ付）

アルミ引違い窓

アルミ引違い窓

1

1

1

6

800

800

1,800

1,200

1,900

1,200

600

1,900

複層ガラス

硝　子

A.Tハンドル、フランス落し、丁番（3丁掛）
ドアチェック、アルミ額縁

金物　　その他

複層ガラス

型板 t=4.0

t=6.8

t=6.8

網入型板

網入型板

A.Tハンドル、フランス落し、丁番（3丁掛）
ドアチェック、アルミ額縁

シリンダー錠、ドアチェック

絞りハンドル、アルミ額縁

アルミ額縁

見込

70

70

70

70

70

S=1:50１階平面図

電気室

AW-1
AD-2

AD-3

DN

A
W
-
1

A
W
-
1

AW-1

AD-1

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

AW-1

AW-1

便所

S=1:50１階平面図

電気室

AW-1
AD-2

AD-3

DN

A
W
-
1

A
W
-
1

AW-1

AD-1

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

AW-1

凡例

改修範囲を示す

便所

凡例

改修範囲を示す

便所

便器撤去部：
砕石新設、ｺﾝｸﾘｰﾄ打設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ
一部段差壁部ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ新設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ

改修前 改修後

便所

便器、タンク(撤去)
壁：タイル(撤去)

AW-2

外壁小口タイル(新設)
建具周囲モルタル(撤去)

アルミ建具AW-2(撤去)
建具周囲モルタル(撤去)

外壁小口タイル(撤去)

天井：ボード(撤去),軽鉄天井下地(撤去)

外壁小口タイル(撤去) 外壁小口タイル(新設)

グラスウール充填 厚25(撤去)

アルミ建具AW-1(撤去)

穴あき吸音板(撤去)3枚幅

給気開口550角

穴あき吸音板(新設)3枚幅

開口縮小(RC)
開口縮小(RC)

グラスウール充填 厚25(新設)
寒冷紗張り(新設)

排気開口530角

ポ-Ａ５
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ダクト開口600×500ダクト貫通壁はつり

水 道  事 業

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 立面図

改修前

改修後

S=1:50西側立面図

S=1:50西側立面図

外壁小口タイル(撤去)(建具周囲)
撤去範囲現場調整(目地合わせ)

アルミ建具AW-2(撤去)
建具周囲モルタル(撤去)

外壁小口タイル(撤去)(建具周囲)
撤去範囲現場調整(目地合わせ)

アルミ建具AW-2(撤去)
建具周囲モルタル(撤去)

給気開口(550角)
外壁小口タイル(新設) 外壁小口タイル(新設)
開口縮小(RC) 開口縮小(RC)

排気開口(530角)

ポ-Ａ６凡例

改修範囲を示す

凡例

改修範囲を示す

水 道 事 業

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 断面図

1
50

15
0

改修前

ポンプ室

H-250×125×6×9

ポンプ井

電気室

S=1:50Ａ－Ａ断面図

ポンプ室

電気室

H-250×125×6×9

防虫網付
SK式換気孔 75φ

便所

S=1:50Ｂ－Ｂ断面図

凡例

改修範囲を示す

ポンプ室

H-250×125×6×9

ポンプ井

電気室

S=1:50Ａ－Ａ断面図

ポンプ室

電気室

H-250×125×6×9

防虫網付
SK式換気孔 75φ

便所

S=1:50Ｂ－Ｂ断面図

便所

便器撤去部：

一部段差壁部ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ新設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ

便所

凡例

改修範囲を示す

砕石新設、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ打設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ

AW-2

外壁小口タイル(新設)

改修後

便器、タンク(撤去)
壁：タイル(撤去)

アルミ建具AW-1(撤去)

グラスウール充填 厚25(新設)

外壁小口タイル(撤去)
アルミ建具AW-2(撤去)

天井：ボード(撤去),軽鉄天井下地(撤去)

開口縮小(RC)

穴あき吸音板(撤去)3枚幅

穴あき吸音板(新設)3枚幅
寒冷紗張り(新設)

排気開口530角

ポ-Ａ７

水 道 事 業

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 便所詳細図
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1,200
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(1,330)
(65+1200+65)

(
12

5+
60

0+
65

)
(7

90
)

200

1,215

700

X3

2,065
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200

1,215

700

X3

2,065

800

1,215

1,215

1,550

1,550

凡例

幅木

腰壁

壁

柱型

天井

梁型

備考

床

室名 1F 便所

100角半磁器ﾀｲﾙ貼(全面撤去のまま)

便器撤去部：砕石新設、ｺﾝｸﾘｰﾄ打設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ
一部段差壁部ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ新設の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上げ

100角半磁器ﾀｲﾙ貼(全面撤去のまま)

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ 展開方向

ボード,軽鉄天井下地(全面撤去のまま)

改修後

改修前

幅木

腰壁

柱型

天井

梁型

備考

100角半磁器ﾀｲﾙ貼(全面撤去)

室名

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼(便器廻り撤去)

室内防水

1F 便所

便器撤去後の用途変更利用が無いため、便所壁・柱型はﾀｲﾙのみ
撤去とし、接着剤およびﾓﾙﾀﾙ下塗りは存置とする。

100角半磁器ﾀｲﾙ貼(全面撤去)

石膏ボード t=9捨て貼り(撤去),吸音ボード t=9(撤去),軽鉄天井下地(撤去)

壁ﾀｲﾙは広い範囲で落下が見られるため、全面撤去とする。

凡例

仕上撤去範囲を示す

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ 展開方向

特記事項

段差部壁：コンクリートブロックの上モザイクタイル貼り
段差部床：砕石敷き、無筋コンクリート(t=100)の上モザイクタイル貼り

便器段差部の既存図がないため、下記の仕上げを想定した。

想定と異なる場合は、現場調整とし監督員の承認を得ること。

給気開口位置(550角)は設備工事と調整すること。

開口縮小配筋要領図 S=1:30

接着系アンカー有効埋込長：12da
接着系アンカー定着長(一般部)：20da(ナット付)

開口縮小　特記事項

接着系アンカー定着長(開口補強)：L1(40da)(ナットなし)

鉄筋種別、アンカー種別：SD295 コンクリート強度：FC210(診断計算書(3-4-2)-7)
鉄筋種別：SD30(既存図9/20)

開口補強筋：2-D13(既存図9/20)
W15壁配筋：D13@200(シングル)縦横共(既存図9/20)

既存壁

仕上新設範囲を示す
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AW-2

▽1FL5030
0

Ａ面

50

2,
40
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30
0

▽1FL

2
,1

00

建具寸法からの参考値を示し
現場調整とする

開口縮小(RC)
コンクリート打放し(B)

(550角)
給気開口

Ｂ面 Ｃ面

AD-3

Ｄ面

Ｂ面

1
,9

00

Ｃ面

AD-3

Ｄ面

便所 展開図 S=1:50

便所 展開図 S=1:50

Ａ面

ダクト貫通壁はつり
詰めモルタル＜AM工事＞

650x500

1
,9

00

壁

床

電気室便所面 展開図 S=1:50

Ａ面

650x500

1
,4

00

電気室便所面 展開図 S=1:50

Ａ面

1
,4

00

詰めモルタル＜AM工事＞
ダクト廻り

ダクト貫通壁はつり

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(撤去)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(新設)
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550角

(
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5+
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0+
65

)
(7

90
)

(1,330)
(65+1200+65)

カッター入れ

ａ ａ

カッター入れ位置を示す

S=1:30

カッター入れ位置を示す

ａ-ａ断面詳細図

AD-3

便所

壁:100角半磁器
ﾀｲﾙ貼(全面撤去)

壁:100角半磁器
ﾀｲﾙ貼(全面撤去)

カッター入れ

AW-2

床タイル(撤去)
タイル下地無筋コンクリート(撤去)
便器(撤去)
砕石(撤去)

紙巻器(撤去)＜AM工事＞

タンク(撤去)＜AM工事＞

床タイル(撤去)
タイル下地無筋コンクリート(撤去)

便器(撤去)

砕石(撤去)

コンクリートブロック(撤去)

撤去範囲現場調整
(目地合わせ)

アルミ建具AW-2(撤去)
建具周囲モルタル(撤去)
外壁小口タイル(撤去)(建具周囲)

S=1:30便所平面詳細図

ダクト貫通壁はつり

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(撤去)

AD-3

ａ ａ

S=1:30便所平面詳細図

床モルタル金ごて仕上げ

便所

壁モルタル金ごて仕上げ

床モルタル金ごて仕上げ

無筋コンクリート(新設)(t=100)
砕石(新設)(既存再利用)

無筋コンクリート(新設)(t=100)

コンクリートブロック(新設)

塩ﾋﾞｷｬｯﾌﾟφ75用(新設)＜AM工事＞

砕石(新設)(既存再利用)

S=1:30ａ-ａ断面詳細図

開口縮小(RC)
外壁小口タイル(新設)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(新設)

D13@200(シングル)

無収縮モルタル圧入
ハッチ部 開口補強筋1-D13(シングル)

D13@200(シングル)

接着系あと施工アンカー
D13@200シングル(開口補強縦筋部は@100)

スパイラル筋φ6@50 外径75

開口補強筋2-D13(シングル)

1
30

1
50 ，

水 道 事 業

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 電気室詳細図
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530角

1
00
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100100

100 100

530 530735 2,885 2,885735

改修後

改修前

AD-2AW-1

穴あき吸音板,EP塗り(撤去)3枚幅
木縦胴縁＠303(撤去)
グラスウール厚25(撤去)

S=1:30電気室平面詳細図

AD-2

開口縮小(RC)

穴あき吸音板,EP塗り(新設)3枚幅

S=1:30電気室平面詳細図

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ 展開方向

床

室名 1F 電気室

幅木

腰壁

壁

柱型

天井

梁型

備考

木毛板打込み t=25,VP吹付(存置)

木巾木H=100,EP塗り(図示部撤去)

凡例

仕上撤去範囲を示す

特記事項
給気開口位置(550角)は設備工事と調整すること。

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ 展開方向

床

室名 1F 電気室

幅木

腰壁

壁

木巾木H=100,EP塗り(図示部新設)

AW-1

▽1FL

木巾木H=100,EP塗り(撤去)

S=1:30電気室Ａ面展開図

80
0

1,
20

0

1
00

2,
85

0

▽1FL

S=1:30電気室Ａ面展開図

10
0

2
,8

50

木巾木H=100,EP塗り(新設)

外壁小口タイル(新設)

開口縮小配筋要領図 S=1:30

接着系アンカー有効埋込長：12da
接着系アンカー定着長(一般部)：20da(ナット付)

開口縮小　特記事項

接着系アンカー定着長(開口補強)：L1(40da)(ナットなし)

鉄筋種別、アンカー種別：SD295 コンクリート強度：FC210(診断計算書(3-4-2)-7)
鉄筋種別：SD30(既存図9/20)

開口補強筋：2-D13(既存図9/20)
W15壁配筋：D13@200(シングル)縦横共(既存図9/20)

既存壁

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ(存置)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ(存置)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ(存置)

建具周囲モルタル(撤去)
アルミ建具AW-1(撤去)

外壁小口タイル(撤去)(建具周囲)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(図示部撤去),木縦胴縁＠303(図示部撤去),グラスウール厚25(図示部撤去)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(存置)

無収縮モルタル圧入
ハッチ部

開口補強筋

2-D13(シングル)

2-D13(シングル)

開口補強筋

D13@200(シングル)

接着系あと施工アンカー
D13@200シングル(開口補強縦筋部は@100)

スパイラル筋φ6@50 外径75

20
0

グラスウール厚25(新設)
木縦胴縁＠303(新設)
寒冷紗張り(新設)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(図示部新設),寒冷紗張り(図示部新設)

柱型

天井

梁型

備考

凡例

仕上新設範囲を示す

木毛板打込み t=25,VP吹付(存置)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ(存置)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(存置)

木縦胴縁＠303(図示部新設),グラスウール厚25(図示部新設)コンクリート
打放し(B)

排気開口

5
30

1,
33

5

排気開口530角

D13@200(シングル)

2-D13(シングル)
開口補強筋

(530角)

グラスウール充填 厚25(新設)
木縦胴縁(新設)

穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(新設)
寒冷紗張り(新設)

アルミ建具AW-1(撤去)
穴あきｹｲｶﾙ板t=6,EP塗り(撤去)

グラスウール充填 厚25(撤去)
木縦胴縁(撤去)

30
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建具

建具枠

仕上（枠共）

見込

硝子

ガラリ

枠記号　　沓摺（水切）記号

その他

建具金物

場所

見込取合沓摺

（ランマ）

（ランマ）

符号　・　名称　・　個数

撤去

形状　・　寸法

新設

その他

建具金物

枠記号　　沓摺（水切）記号

見込取合 沓摺建具枠

建具

見込

硝子

ガラリ

（ランマ）

（ランマ）

仕上（枠共）

符号　・　名称　・　個数

形状　・　寸法

場所

改修概要

１．

２．

通

事

項

共

ＤＣ

ＡＨ

ＦＨ

ＰＨ

ガ
ラ
ス
略
号

金
物
略
号

ＷＷ

ＳＳＤステンレス製

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

鋼　　製

戸

ＳＳＧ ＳＳＳ

ＡＧ

ＳＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ ＳＳ

ＬＳ

ガラリ 紙障子 ふすま

ＳＳＷ

ＡＷ

ＳＷ

窓

ａＷ

ＨＰＷＧ

種　　別

鋼製軽量

ピポットヒンジ

フロアヒンジ

オートヒンジ

ドアクローザー型板ガラス

フロート板ガラス

網入型板ガラス

ＷＤ木　　製

オ－バ－
ヘッドドア

シャッター

網入みがき板ガラス

網戸

ＡＳ

建
具
略
号

アルミニウム製

５．

６．

７．

４．

３．

Ｆ

Ｐ

ＮＰ

建具　リスト

１０．

　９．

　８．特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締りとする。

パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

ＡＨ，ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

特記きなき限り外部に面するガラリ戸は防鳥網付きとする。

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

（内部はサムターン付）

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

特記なき限り内部建具のガラリはイ型とする。（枠廻り

詳細による。）

特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

行なわないものとする。

１１．

防火戸の位置は建具配置図による。

１２．

１３．

１４．

１５．

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付とする。

特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル（Ｌ－５０

×５０×６）の通し物とする。

Ｎ

・・・撤去建具符号を示す。

・・・新設建具符号を示す。

AW
1

外部アルミ製
引違い窓

締りハンドル,アルミ額縁,付属金物一式

1F電気室

アルミ

70

AW 外部アルミ製
引違い窓

網入型板ガラス t=6.8

70

2

アルミ額縁,付属金物一式

6
00

1,200

1,800

1
,
20

0

アルミ

1F便所

網入型板ガラス t=6.8

撤去 撤去

建具一式撤去 建具一式撤去

長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

改修前・後 建具表
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特記事項

・工事区画内とは仮設壁及び室として区画された内側とする。

・はつり工事を行う際は室内をきり噴霧等を行い、粉塵の発生を極力抑えるものとする。

・図示の範囲外で内部改修工事を行う場合は内部足場を別途設ける。

・仮壁及び単管足場内のほこり、粉塵は外部に排気する。

・特記なき限り内部仮壁はスラブ下から設けるものとする。

・天井改修がなく壁のみの改修部分には架台足場を設置する。

・通路養生は巾2.0ｍとする。巾2.0ｍ設置できない場合は設置できる巾とする。

凡　例

※関係者以外の立入禁止の表示（石綿則第１５条）

仮設間仕切壁の高さ

工事用主要入口

枠組足場

養生シート

・特記なき限り仮壁の種別はB種とする。

X1 X2 X3

2,150

4,450

1,8005005001,600

9,900

5,450

1,000550

7530

75 40
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25
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0
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8
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00

1,
32

5
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4,
45
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1,
32

5

Y3

550 1,800

5,450

1,800 800 500

9,900

250 1,800

2,250

200 350 1,200

2,200

650

1,
35

0
3
,1

00

8
,9

00

4,
45

0

7540

75 30

30
757
5
40

1,800

仮設間仕切壁(Ｃ種)

長

課
長

佐

主
管

長

担

者

事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

仮設計画平面図(参考図)

*

3,000

1,
00

0

2,000

1
,0

00

・外部足場・仮壁の種別は公共建築改修工事標準仕様書Ｒ４年度版による。

ポ-Ａ11

仮設間仕切壁(Ｃ種)

12
0

工事動線

H=○○○

S=1:50１階平面図

電気室

AW-1
AD-2

AD-3

DN

A
W
-
1

A
W
-
1

AW-1

AD-1

AW-1

便所

縦枠600
W=2.40m,H=2.50m

縦枠600
W=1.80m,H=2.50m

H=2,950

仮設間仕切壁(Ｃ種)

H=3,300
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○ ○ 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）

○ 模様替

○ あり

　　○手作業

RC造 15項

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

工事設計図

仕様書

１．工　事　概　要

1．工事場所

2．建物概要

備考
消防法施行令
別 表 第 一

建築基準法による
延べ面積（m ）

2階　　　　数構　造建　物　名　称

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外 工事種別

工　事　種　目 屋　外

● 換気設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

○ 消火設備

○ 厨房設備

○ ガス設備

○ ごみ処理設備

○ 

○ 

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

5．設備概要（●印のついたものを適用する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設              備              概              要方式及び種別

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

の

ガ ス の 種 類

○ 高置タンク方式　　● 水道直圧方式

建物外放流先

ポンプ排水 ○あり（○汚物　○雑排水　○湧水）　　○なし

建物内の汚水と雑排水（● 合流式　○分流式）

○ 不活性ガス消火設備　（　○　　　　）

○ 泡消火設備　　　○連結散水方式　　○連結送水管　　○フード等用簡易自動消火装置

○ 屋内消火栓設備　　　　　　○スプリンクラー設備

　　　　　　　　　　　　　　　　　供給圧力　　　Pa、供給事業者名　東京ガス㈱）

○ 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/m3(N)、　低位発熱量40.6MJ/m3(N)

　　　　　　　 ○ファンコイルユニット・ダクト併用方式　　　○

○ 空気調和　　○単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　○全空気方式

主 要 熱 源 機 器

空 調 方 式

消 火 設 備

種　　　 類

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっ

　　　　ては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

○環境への配慮 （１）国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基

　　　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　　　　　料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　　　　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　　　　　する。

　　　　③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

　　　　　有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　　　　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

　　　　　とする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　　　①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

　　　　　ド発散建築材料以外の材料

　　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

○室内空気中の化学

物質の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

●主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　　　　択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）

電気保安技術者

　●資格の区分2）

　○資格の区分1）

監督職員に報告すること。

　　　　　　又は衛生工学部門に合格した者

　　測定時期　　　　　　○工事着手前　  ○施工終了時

　　　の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行うものとする。

技能士の適用

監督員事務所

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。●

●工事用仮設物

●

工事用電力・水

・その他

●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

構内につくることが　　●できる　  ○できない

●熱絶縁施工（保温工事）　●冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　・要　　　・不要

足場その他

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

●

●既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

●完成図の原図サイズは、原則としてA1サイズとする。

○根切り土の中の良質土　　○山砂の類

●埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○場外適切処分

○保全に関する資料の提出部数は　　部とする。

●CADデータの提出　　・要　　・不要

〇本工事で設置する。

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの
※改修の場合は既存概要を示す。

２．工　事　仕　様

1．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用する。

　　　なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目章

　   ③ 再資源化等に要した費用

　   ② 再資源化等をした施設の名称及び住所

　   ① 再資源化等が完了した年月日

特定建設資材の

再資源化等について 　 の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　 工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。分別解

　 体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　１）分別解体の方法

分別解体の方法

　  ○手作業・機械作業併用○ 増築

○ 新築

○ 修繕

作業内容

建築設備工事

○ なし

工　　　　程

　　２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

　 成る建設資材　　

○ コンクリート及び鉄から　　　　　

○ コンクリート　　　　　

○ アスファルト・コンクリート　　　　　

所　在　地再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類

○ 木　　　　　　　　　材

○ 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　 総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデー

　 タ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計

　 画書を、工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

　　　とする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものと

機材等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のもの

●

　　　し、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

　　　を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明と

　　　なる資料等の提出を省略することができる。

　　　準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２８年２月閣議決定）」による。

　　　　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

完成図等

●機材の承諾図

●総合調整

●電源周波数 ○50Hz　　　●60Hz

○騒音の測定　○飲料水の水質の測定

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

● （1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示

●耐震措置

（1）機器の据付け及び取付け

　　 設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質

　　 量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

機器種別
重要機器 重要機器一般機器 一般機器

1.51.5 1.0機器

2.0防振支持の機器

1.0水槽類

1.01.0機器

防振支持の機器

水槽類

0.60.6 0.4機器

防振支持の機器

水槽類

屋上及び塔屋

中間階

●　特定の施設 ○　一般の施設

上 層 階
2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.5 1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.01.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.6

2.0

2.0

　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階建以上の場合は上層4階とする。

　・重要機器は次のものを示す。

　　●換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　　　　○防災設備

　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　○火を使用する設備

　　○避難経路上に設置する機器

（2）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

設計用標準水平震度

　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　○給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　○排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地階・1階

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政

法人建築研究所監修）による。

●本工事（調整項目は下記のものとする。）　○別途

○

○

○ 図示による。

○中央監視制御装置 ○有り（　○新設　○既設　）　○無し

システム構成・機能

電気計装用配線

自動洗浄装置 洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

小便器

○標記板 ○要（材質：　　　　　）　（○大便器　○小便器　○　　　　）　○不要

及びその組み込み

自動水栓の

電源供給方式

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

○衛生器具ユニット ○ユニットの配管材料は、図示による。

配管材料

   　　　　　　　　○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

   　　　　　　　　○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

（3）水道直結配管　○引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中埋設配管は

   　　　　　　　　　（○　　　　　　　　　　　）とし、他の部分は(1)による。

洋風便器 タンク式は6.5L/回以下とする。

○量水器

○子メーター（パルス式　　）（○買い取り　○　　　　）

○親メーター（パルス式　　）（○貸与品　○　　　　　）

○量水器桝 ○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図MC形

○絶縁継手 図示の位置に取り付ける。

弁類

建物導入部配管

引込納付金等

水栓柱

○

○

○

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm）構内道路は（　　　cm）以上とする。

　　　　　  ○その他の部分（○ 5K　○　　　　　　）

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス鋼製

管の地中埋設深さ

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

配管材料

　　　　　　　　ポンプアップ管　○排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管

（2）屋　　外 　第一桝まで　　　○排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP）

　　　　　　　　桝間　　　　　　○硬質硬質ポリ塩化ビニル管（VU）

洗面器等の排水管

○満水試験継手

○放流納付金等

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

○要（○別途工事　○本工事）○不要

○標準仕様書第2編2.4.8(f)による　○図示の箇所に取付ける。

配管材料

○弁類 JIS又はJV　（○5K　　　　○10K　　（図示部分））

○保温 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

3.1.5 表2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

○配管材料

（３）　　　　　　　　 　○

○ （１）屋内消火栓　　一般 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

　　　　　　　　　　地中 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

（２）連結送水管　　一般 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Sch40）

　　　　　　　　　　地中 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Sch40）

○

○

ただし、防凍保温は共通事項による。

2

○厨房用熱源 図示による。

○機器の機能等 図示による。

○機器の寸法 概略寸法とする。

配管材料

○ 別途（○50kg　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

○

○

○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a）　○（b））による。

○都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

○液化石油ガス　（1）一般

　　　　　　　　（2）地中

○

ガス漏れ警報器○

○保温 屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5 ｅ ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

○

○屋内消火栓種別

○１０Ｋ

○易操作性１号消火栓　 　○１号消火栓　 　○２号消火栓

引込負担金等○ ○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

○バルク貯槽 ○横型　○竪型（液化石油ガス貯蔵能力　　　㎏）

〇石綿含有品

撤去方法　　　　　　●図示による　○

○保温材

支持金物等〇 ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

発生材の処理

　　（　○物品管理者に引き渡し　　〇構外搬出適切処理　）とする。

石綿含有分析調査　　○本工事　　　〇別途

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○特別管理産業廃棄物　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

　　（　○別途　　●構外搬出適切処理　）とする。

　○石綿含有産業廃棄物　 ○配管用成形保温材　〇フランジ用ガスケット）　の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○上記以外のもの　　　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

　○フロン回収行程管理表の写し

　○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

職員に提出する。

○冷媒（フロン類） ○本工事　　○別途

の回収

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

　外部警報端子（○無　　○有）

屋内消火栓開閉

電線及びEMケーブルは、標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11 による。

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　○　　　　　）

○配管 （1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

　　 　○呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 　　○呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

　 　　○（ａ）　　○（ｂ）　　○（ｃ）

○ 「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

地中埋設標等○

○保温

（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要

（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要

（3）溶接部の非破壊検査　 ○不要　○要（　　　　　　　　　　　　）

既設配管を含む部分の試験　○要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）　　○不要○試験

○電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

○天井仕上区分

○他工事との工事区分

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

○吊り及び支持金物

○

　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○

○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。施工調査

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

（○槽内　○　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS 304）とする。

設計温湿度

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○鋼板製煙道

鋼板厚（○3.2㎜　○4.5㎜）

○ダクト

○風量測定口

○チャンバー

○ダンパー

○配管材料

取付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

　　　たチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りし

（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

　ジ工法）とする。

　　 　　　　　　　　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

（１）蒸気管　給気管　○配管用炭素鋼鋼管（黒）

（２）油管　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（黒）

（３）冷温水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

（４）冷却水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

（５）空調用排水管　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　とする。

夏期

冬期

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

外　　気
一 般 系 統

屋　　内　　（調　整　目　標）

33.7℃

1.7℃

６０．６％

６４．３％

28.0℃

19.0℃

成り行き 30.0℃

- ℃ - ％

湿度(RH)温度(DB)

℃

℃

標準仕様書第２編によるほか次による。ただし、各工事種目で別に指定されたものは除く。

○多湿箇所は下記による。

　室名：

○共同溝内の保温種別は下記による。

　ダクト：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 配管：

○塗装 ○塗装要（　　　　　　　　）

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッタ○はつり

○非破壊検査

ーを用いる。

範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

図面に特記なき場合は、工事区分表による。

　  　　　　　　　　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（Sch40）

  　　　　　　還管　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（Sch80）

○弁類 JIS又はJV　（○5K　　　○10K（図示部分））

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

○温度計

○圧力計

○瞬間流量計

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

○ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

○ファンコイルユニットには、　○流量調整弁　を設置する。

（６）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は、配管用炭素鋼鋼管（白）

（７）冷媒管　　　　　○断熱材被覆銅管

○油面制御装置

○

○減油警報　○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項

線は製造者の標準仕様とする。

　による。

絶縁継手 図示の位置に取付ける。○

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○漏えい検知警報　○返油ポンプ制御

なお、瞬間流量計（○固定形　○着脱形）はピトー管方式とし、止水コック付とする。

保温及び消音内貼

○膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。

○ダクト

○排煙口の形式

○

● 〇低圧ダクト（〇コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　〇アングルフラン

　ジ工法）とする。

●

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

〇風量測定口

空気調和設備の当該項目による。〇ダンパー

排気ダクトのシール

〇チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

保温

取付け箇所は図示による。

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書第3編2.2.2.2のダクトの板厚の項より1番手

ダクト

○冷媒管の保温外装は次による。

　屋内露出箇所（○保温化粧ケース（材質：　　　　））

○亜鉛鉄板　　○普通鋼板（厚1.6㎜）

○排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○排煙風量測定

の検査方法に準ずる。

建築設備定期検査業務基準書　平成24年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量

○パネル　　（○天井取付　　壁取付）

○スリット形（○天井取付　　壁取付）

○ダンパー形（○天井内取付　○　　）

　屋外露出箇所（○ステンレス鋼板　　　　　　　　　）

　厚いものを使用する。（範囲は図示による。）

％

％

放射線透過検査等による埋設物の調査は（○要　○不要）とする。

○電気式（遠隔操作　○要　○不要）

図示の位置に取付ける。

○多湿箇所のダクトの保温要（保温の厚さ50mm、範囲は図示による。）

（○厨房　 ○湯沸室　　　 　）の排気ダクトの保温要（保温の仕様及び範囲は図示による。）

○ 

成り行き

電 気 室 等 系 統

成り行き

別表-1
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項
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備
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備

衛
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備
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設
備

排
水
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備

給
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設
備

消
火
設
備

厨
房
設
備

ガ
ス
設
備

撤
去
工
事

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３により、次の書類を監督

建築機械設備 改修工事特記仕様書

ポ-ＡＭ１
機材等名

基山町けやき台中継ポンプ場及び配水地設備

更新詳細設計業務委託

佐賀県基山町けやき台 地内

改築地上1階　地下1階けやき台中継ポンプ棟

ポンプ棟

改築一式

○ 冷暖房設備

○ 衛生器具設備

○ 給水設備

○ 排水設備

○ 給湯設備

○ 空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ方式

○ 電気式　○電子式　○デジタル式

　（1）汚　水　○ 直放流下水管

　（2）雑排水　○ 直放流下水管

　　　（機械設備工事編）（令和4年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機

　　　械設備工事編）（令和4年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械

　　　設備工事編）（令和4年版）｣（以下、「標準図」という。）による。

●

○

●

○設けない　　　　　○設ける○

○

○

機械設備工事機材承諾図様式集（令和4年版）によるほか、監督職員の指示による。

●風量調整　○水量調整　○室内外空気の温湿度の測定　○室内気流及びじんあいの測定

○

○

○

○

○全熱交換ユニット用の外気ダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）

○浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　○厨房系統　○

○

○

○個別感知フラッシュ方式　（　　一体型　　）　　制御盤（　○要　　○不要　）

○ ○ＡＣ電源　　○自己発電

○

○

○ （1）一般配管　　　○塩ビライニング鋼管（VA）

（2）地中埋設配管　○水道用耐衝撃性ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(HIVP）

○ JIS又はJV　 ○水道直結部分（○10K　○　　　　　　）　

○ 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

○

○ （1）屋　　内 　汚水管　　　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　　

　　　　　　　　雑排水管　　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　　

　　　　　　　　通気管　　　　　○硬質ポリ塩化ビニル管　

○

○

○ ○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

●

● 　●金属類　（●機器類 　〇ダクト　 ○配管　 ○その他の金属　）の処理は

令和　 年　  月（全　  　枚）

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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1.6kW 直入3φ-200V

ＳＵＳ製ウェザーカバー(排気型標準タイプ、防鳥網付)、SS製風圧シャッター、SS製バックガード共

0.4kW 直入3φ-200V

ポンプ室

吹 出 口

ＶＨＳ－８００×３５０

（ＦＳ－１）

１ 個

２８００m3/h

フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス

１１００ｘ２５０×８５０Ｈ

（ＡＦ－１）

１ 個

横 引 出

連 絡 ケ ー シ ン グ

１１００ｘ６００×８５０Ｈ

１ 個

電気室

吹 出 口

ＶＨＳ－５００×２００

（ＦＳ－１）

２ 個

１０２５m3/h

記　号　 名　　称 系　統　名 仕　様 電　源 動　力 起　動 台 備　　考

ＦＳ－１ 給気ファン 鋼板製斜流ファン（天吊型）　かご型天吊金物共

４００φ×４８５０m3/h×２００Ｐａ（静圧）

１

※　電気容量は参考とする。

ＦＥ－１ 排気ファン 電気室・ポンプ室 有圧換気扇　（低騒音型）

４５０φ×４８５０m3/h×５０Ｐａ（静圧）

１

電気室・ポンプ室

壁はつり補修共

800φ用SUS製ウェザーカバー

防虫網付

Ｔ５室内サーモスタット

（配管配線は建築電気設備工事）

ＡＦ－１ フィルター 電気室・ポンプ室 パネルフィルター（再生式）　処理風量4850m3/h　面風速 2.5m/s

初期圧力損失120Pa以下　最終圧力損失 250Pa以下　平均粒子補修率60％以上

試験粉じん供給量730g/m2以上　500ｘ 500ｘ 2枚　500ｘ 250ｘ 2枚　取付枠共

予備フィルター共１組

窓改造は建築工事 窓改造は建築工事

換 気 機 器 表
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佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主
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補 係
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50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

佐 長 者

換気設備　断面図
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和風両用便器

　ロータンク、洗浄管、給水管、止水栓、紙巻器を撤去

　（便器は建築にて撤去）

　給水管撤去後プラグ止め

窓用換気扇　２５０φ　延長パネル共　撤去

長

課
長

主
管

担

水　道　事　業事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

佐 長 者

建築機械設備　撤去図

ポ-ＡＭ４

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



工事設計図
令和　　年　　月（全　　　枚）

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

工　事　種　目

● 電灯設備

○

○

特記仕様書

備　　考
消防法施行令

別表第一の区分
構　造

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

●機材の品質等

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　 （１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

　 　　　性能を有するものとする。

　 　　　　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　　　　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　 　　　　④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 　　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 　　　　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。
階　　　　数

建築基準法による

延べ面積(㎡)

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 監視カメラ設備

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 中央監視制御設備

○ 電熱設備

○ 電気自動車用充電設備

○ 構内通信線路

○ 構内配電線路

○

○

Ⅱ．工事仕様

1．共通仕様

2．特記仕様

　　●印の付いたものを適用する。

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○適用区分

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

○ 風圧力

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　 風速（Vo=　　　　 　　　　　　　　）

　 地表面粗度区分（　　　　　　　　　）

○ 積雪荷重

　 建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）

4．指定部分　　　○ 無　　　○ 有（対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

◯発生材の処理等について

●環境への配慮

　 （２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

　 　　　に、次の①から④を満たすものとする。

　 （３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

　 　　　は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

　 　　　材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

　　 　　　　 ルデヒド発散建築材料以外の材料

　 　　　　① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　 　　　　　 クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　 　　　　　 断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

　 　　　　　 散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　 　　　　　 区分に応じた材料を使用する。

　 　　　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　 　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

　 　　　　　 料を使用する。

　 　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

　 　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

　 　　　　　 材料を使用したものとする。

　 　　　　　 ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　 　　　　　 ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

　 　　　　② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 　　　　③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 　　　　④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

○ 引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

　 （１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の

　 　　　推進に関する基本方針（平成28年２月閣議決定）」による特定調達品目の場合は、判断の

　 　　　基準等を満たすものとする。

　 （２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、

　 　　　この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書

　 　　　面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、

　 　　　証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　指定部分工期　　　　　　年　　　月　　　日

・蛍光灯器具

・LED照明器具（一般屋内用に限る）

・照明制御装置

・可変速運転用インバーター装置

・分電盤

・制御盤

・キュービクル式配電盤

・高圧スイッチギヤ（CW形）

・高圧スイッチギヤ（PW形）

・高圧交流遮断器

・高圧進相コンデンサ

・高圧限流ヒューズ

・高圧負荷開閉器

・高圧変圧器（特定機器）

・交流無停電電源装置

・太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・監視カメラ装置

・中央監視制御（監視制御装置）

・

・

・

・

機材名 製造業者等名

○●足場その他

○ 内部足場（ ○　　種　○　　種 ）　○ 外部足場（ ○　　種　○　　種 ）

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

　 の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

　 方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

○養生

●施工図等

　　　　　機器製作図　　　　　　　　　　一式

　　　　　制御システム図　　　　　　　　一式

　　　　　試験成績書　　　　　　　　　　一式

　　　　　機器・配管固定の施工図　　　　一式

○

●完成図等

　 本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

　 ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

　 なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

○ 提出部数　（原図サイズ　　○ Ａ１　○ 　　　　　、複写図　　　　部）

　 ＣＡＤデータの提出（ ○ 要（　　部）　○ 不要 ）

　 要の場合、オリジナルファイルも提出する。

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

○ 保全に関する資料

○ 建築物等の利用に関する説明書

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 事前調査（ ○ 本工事　　　　○ 別途　　　　　　　　）

　 調査項目（ ○ 既存資料調査　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査範囲（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査方法（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

電源周波数●

●耐震措置

施工調査

　 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」

　 （独立行政法人建築研究所監修）による。

設計用標準水平震度

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

　　　　　は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　 （１）設計用水平地震力

　 　重要機器は次のものを示す。

　 　　● 配電盤　○ 発電装置（防災用）  ○ 直流電源装置　　　　○ 交流無停電電源装置

　 （２）設計用鉛直地震力

　 　　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

中間階 防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

●　特定の施設 ○　一般の施設

地下、1階

屋上及び塔屋

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

上層階、

　 　　　機器の重量［kN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　 　　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

○はつり

○

　 はつり工事は、事前に以下の調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

　 （○走査式埋設物調査　　○Ｘ線調査（費用は別途とする））

天井仕上区分 　 （　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。

電気工事士●

○仮設備工事 　 仮電源    （ ○ 受変電    　　　　　　　　　            ）

　 仮設備期間（ ○ 図示   　　　　　　　　　　             ）

　 　   　　 （ ○ 発電    　 　　　　　　　　　           ）

● 　 分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相

　 違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

配管本数、管路等

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

●フラッシュプレート

●金属管の塗装

○インバータ装置の規約効率

　【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　 IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　 下記の露出配管は塗装を行う。

　 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　 （ ○ 屋外の配管　　　● 全部　　　　　　　　　　　　）

●

●

機器取付高さ

接地極

　 図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

　 図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

●他工事又は他工種との

取り合い

表－１　機器標準取付高さ

　 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

　 60Hz

機器種別

　 最大電力が500［kW］以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

　 フラッシュプレートは、図面に記載がない場合、

　 図面に記載がない場合は、工事区分表による。

名称 測点 取付高［㎜］ 名称 測点 取付高［㎜］

積算計器 地上～窓中心 1,800～2,000

地上～中心引込開閉器 1,800～2,200

床上～中心分電盤

スイッチ

コンセント（一般）

 　 〃　　（和室）

床上～中心

〃

〃

〃

1,300

1,100

300

150

1,500

（上端1,900以下）

1,500

（上端1,900以下）
壁掛形親時計

〃 （天井高）　　　×0.9

〃 （天井高）　　　×0.9

子時計

壁掛形スピーカ

〃 1,300壁付アッテネータ

（天井高）

床上～中心

床上～中心情報表示盤 　　　×0.9

ベル、ブザー、チャイム

〃

〃 2,300

壁付発信機

〃 1,300壁付押しボタン（一般）

「標準図」による。

〃 900

床上～中心

壁付呼出ボタン(多機能トイレ)

外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外)

機器収容箱

〃

床上～中心 300

150

テレビ端子直列ユニット(一般)

　　　　　〃　　　　　(和室)

200天井下～上端

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

ブラケット（一般）

　 〃　　

鏡上端～中心 150

1,500

（上端1,900以下）
床上～中心壁掛形制御盤

〃 1,500開閉器箱

〃 1,300制御用スイッチ

端子盤（室内）

集合保安器箱 天井下～上端

床上～中心

200

壁付電話機（一般）

　　〃　　（台上） 台上～中心 150～200

　　〃　　（車椅子用） 床上～中心

〃

900

〃

発信機

警報ベル

液化石油ガス検知器

〃

〃

床上～上端 300

2,100

2,300

床上～操作部受信機・副受信機

〃

床上～中心

機器収容箱

注）　天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督職員と協議する。

表－２　接地極一覧表

接地の種類

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

Ω以下

接地抵抗値

Ｌｔ

Ｄｔ

Ａｔ

Ｏ

ｔ

ＬＨ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ○ 共同接地

○ 共同接地

○ Ａ種

○ Ｂ種

○ Ｃ種

○ Ｄ種

○ 高圧避雷器用

○ 通信用（10Ω）

○ 測定用

○ 電話引込口の保安器

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

接地極の規格・数量記号

表示灯

　　〃　（多機能トイレ）

１５項ＲＣ造

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

ポ-ＡＥ１

建築電気設備 改修工事特記仕様書

佐賀県基山町けやき台 地内

基山町けやき台中継ポンプ場及び配水地設備

更新詳細設計業務委託

けやき台中継ポンプ棟 改築

ポンプ棟

○ 動力設備

○ 構内交換設備

○ 情報表示設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 火災報知設備

○ 誘導標識設備

改築一式

　○「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「標準仕様書」という。）

　●「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

　●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「標準図」という。）

　 　　○ 交換機　○ 自動火災報知受信機　○ 中央監視制御装置　　○　　　　　　　　　

　 （ ● 金属製（ステンレス、新金属を含む）　○ 樹脂製 ) とする。

電
力
共
通

電
灯

動
力

構
内
交
換

時
計

拡
声

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

自
動
火
災
報
知

床上～下端 300

1,500

2,500

2,300

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

○ Ｄ種

○ 交換装置用

○ 通信用（100Ω）

地上１階　地下1階

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



１

２

ポンプ棟

備　　　考リモコン リモコン リモコン

トランス ＷＨＭリレー リレー

２Ｐ

スイッチ

マグネット

Ｔ／Ｕタイマー

１Ｐ

回路

番号

分岐遮断器 負荷名称 負荷容量

ＶＡ

附　　属　　機　　器

負荷合計

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

主幹器具

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０ＡＦ／３０ＡＴ

３．８４５ＫＶＡ

電圧

盤名称

電灯動力盤　ＬＭ－１ ＥＬＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

１００Ｖ

ＣＯＳ

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

１００Ｖ

負　　　　荷

負　　　　　　荷

容　量

（ｋｗ）

盤　　名　　称 結　　　　線　　　　図

記　号

操　作

運転

火災時

停　止

連　動

　インターロック

制　御

スイッチ

制　御

方　式

分　岐　器　具

停止

機　器

付　属　の

故　障　表　示
故障減水

中　央　監　視

停　止

自家発
表　示

満水

備　　考

（一括）

ＷＬ

２Ｅ

２Ｅ 送風機

排風機

ＦＳ－１

ＦＥ－１

予　備

Ｔｈ，Ｔｉ，Ｉ

Ｉ ＦＳ－１

制御電源

Ａ ＥＬＣＢ　３Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ

ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ

負荷合計

３φ３Ｗ２００Ｖ

主幹器具

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０ＡＦ／３０ＡＴ

２．０ＫＷ

屋内、露出、壁掛型

指定色塗装

電気室、ポンプ室　系統

一括警報

４ー１ＡＢＡ 電気室、ポンプ室　系統 ０．４

１．６

ＰＥ工事へ

４ー１

３ ：（手動ー自動）

：（試験ー自動）

（トリップを制御盤に表示）

Ａ ：（遠方監視用接点を設ける）

Ｂ ：（トリップを制御盤に表示）

Ｉ

Ｔｉ ：（タイマースイッチ）

：（連動スイッチ）

ＥＬＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

（トリップを制御盤に表示）

６７９

３５０

３００

７７６

１

３

５

２

４

６

６００

タイマー，サ－モによる自動運転ＣＯＳ（４－１）

２０

４ー１ＡＢ

サ－モサ－モより

（※電灯部分）

回路
番号

結　　　　線　　　　図盤　　名　　称

１

２

３ １Ｆ　電気室　コンセント

１Ｆ　電気室　照明

Ｂ１Ｆ　ポンプ室　照明、コンセント

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

予備

予備

予備

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

４

５

６ ２００Ｖ

２００Ｖ

１００Ｖ

２００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

２００Ｖ

盤名称

電灯動力盤　ＬＭ－１

（※動力部分）

長

課
長

主
管

担

水　道　事　業事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

盤結線図　照明器具姿図

佐 長 者

照明器具姿図

ＬＳＳ９－４－６５ ＬＳＳ１－２－３０ ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５４０ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
壁直付型、防雨型、明るさセンサ、人感センサ－付
拡散タイプ、ツマミネジ方式、点灯照度調整機能付
カバー：アクリル（乳白）
プラスチック（ホワイト）

Panasonic　LGWC80290相当

ポ-ＡＥ２

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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S=1:50１階平面図

Y1
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Y3

UP

ポンプ室

ポンプ井

ポンプ井
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45

0
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45
0

7
5
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00
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2
50
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25

0

3
50

4
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00
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3
50

3
50

8
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50
3
50

9
,0

50

5,450 4,450

75 9,900 75

3504,0003505,0003501,800250

2,050 10,050

X1 X2 X3

S=1:50地下１階平面図

DN

便所

電気室

ア ア

アア

イ

イ

イ

ウ

２.０

２.０

ＩＶ１．６×３（Ｅ１９）（※配線のみ撤去）

ＩＶ２．０×２（Ｅ１９）（※配線のみ撤去）

電灯分電盤　（※撤去）
　主幹：ＭＣＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ５０ＡＴ　×１
　分岐：ＭＣＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ２０ＡＴ　×４

オ

(オ)

(ウ、エ)

(ア、イ)２

２

エ

エ

エ

２.０

２.０

２

２

ＩＶ１．６×３（Ｅ１９）（※配線のみ撤去）

ＩＶ２．０×２（Ｅ１９）（※配線のみ撤去）

２.０

２

ポンプ棟

長

課
長

主
管

担

水 道  事 業事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

建築電気設備　改修前 平面図

佐 長 者

凡　例

※撤去

※撤去

ＩＶ２．０×２（Ｅ１９）

コンセント　２Ｐ１５Ａ×１

※撤去

※配線のみ撤去

既設照明器具　ＩＬ６０Ｗ　シ－リングライト

既設照明器具　４０Ｗ－２灯型　露出　 ※撤去

※撤去

※撤去

ＩＶ１．６×２（Ｅ１９）

ＩＶ１．６×３（Ｅ１９）

※配線のみ撤去

※配線のみ撤去

※配線のみ撤去

ＩＶ１．６×５（Ｅ２５）

ＩＶ１．６×４（Ｅ２５）

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×２

ＩＶ１．６×２（Ｅ１９） ※撤去

※配線のみ撤去

コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

ポ-ＡＥ３

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事
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5,450 4,450

75 9,900 75

3504,0003505,0003501,800250

2,050 10,050

X1 X2 X3

S=1:50地下１階平面図

DN

電気室

ア ア

ア ア

イ イ

イ

エ

エ

エ

オ

(ウ、エ)

ウ

(オ)

２

２

ＥＭ－ＩＥ２．０×２＋１．６×２，Ｅ１．６
（ＨＩＶＥ２２）

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

(ア、イ)

ＥＭ－ＩＥ２．０×２＋１．６×２，Ｅ１．６
（ＨＩＶＥ２２）

３.５

３.５

２

２

２

２.０

２.０

２.０

１２

Ｃ

３.５

Ｃ

１

壁貫通　50φ

壁貫通　50φ

ポンプ棟

電灯動力盤　（※新設）
（一次側の幹線は電灯、動力共、プラント電気工事とする。）

S=1:50１階平面図

X1 X2 X3

2,150

4,450

1,8001,600

9,900

5,450

1,0001,800550

4,
45

0

Y1

Y2

8
,9

00

4,
45

0

Y3

5,450

9,900

2,250 2,200

1,
35

0
3
,1

00

8
,9

00

4,
45

0

長

課
長

主
管

担

水　道　事　業事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

建築電気設備　改修後 平面図

佐 長 者

スイッチ　１Ｐ１５Ａｘ１

回路番号　１φ１００Ｖ

ＬＥＤ照明器具　（6800 lmﾀｲﾌﾟ）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ３　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

凡　例

ＬＥＤ照明器具　ブラケット

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

ＬＥＤ照明器具　（3200 lmﾀｲﾌﾟ） 照明器具姿図参照

電灯動力盤　ＬＭ－１

スイッチ　１Ｐ１５Ａｘ２

コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２　　　　　　　　　　（ＨＩＶＥ１６）　露出

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ３　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ４　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ５　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

動力設備

２

３
１

FE-1 

FS-1 

ＥＭ－ＣＥ３．５sq－４Ｃ　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ２２）　露出

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５sq－２Ｃ　　（ＨＩＶＥ１６）　露出

電灯コンセント設備

１

回路番号　３φ２００Ｖ

樹脂製丸形露出ボックス

室名 ポンプ室

ＬＳＳ９－４－６５ ×３

室名 電気室

ＬＳＳ９－４－６５ ×７

ＬＳＳ９－４－６５ ×１

室名 旧　便所

ＬＳＳ１－２－３０ ×１

ＬＳＳ９－４－６５

室名 階段部分

ＬＳＳ９－４－６５ ×１

Ｔ５室内サーモスタット
（機器は建築電気設備工事）

ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

ポ-ＡＥ４

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



希みが丘３丁目

基山町

 226

 107

 312

 196

 72

 106

 150

 69

 69

 72
１８２９

１８３０

防住山

三沢
黒岩

宮浦

基山駅

基山浄水場

若基小学校

北部公園

けやき台駅

筑
紫

野
バ

イ
パ

ス

猪ノ浦児童公園

九
州
縦
貫
自
動
車
道

久
留
米
基
山
筑
紫
野
線

基山ＰＡ 
 (下り)

基山ＰＡ 
 (上り)

基山町役場

総合運動公園

基山町民会館

基山公園線

基
山
平
等
寺
筑
紫
野
線

専念寺

秋光川

麻生学園小学校

S=1:5,000N

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

案内図

5000

けやき台配水池 案内図

配-０１

けやき台
配水池

中継ポンプ場

けやき台

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



電気室

薬注室

Y1Y2

3,2001,500 13,800 12,500

X3

X1

7
,4

00
2
,0

00
3
,1

00
1
2,

50
0

：対象建築物を示す

12
,0

00
道

路
幅

員

道路中心線

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

配-０２

配置図

200

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



ﾊｲ-07

ﾊｲ-07

ﾊｲ-24

ﾊｲ-25
ﾊｲ-26

ﾊｲ-32

ﾊｲ-31 ﾊｲ-30

ﾊｲ-29

ﾊｲ-28

ﾊｲ-27ﾊｲ-36

ﾊｲ-34-1

ﾊｲ-35

ﾊｲ-23
ﾊｲ-22

ﾊｲ-21
ﾊｲ-20

ﾊｲ-19
ﾊｲ-18

ﾊｲ-17

ﾊｲ-16

ﾊｲ-15

ﾊｲ-14

ﾊｲ-13

ﾊｲ-12

ﾊｲ-11

ﾊｲ-10

ﾊｲ-09

ﾊｲ-08

ﾊｲ-06

ﾊｲ-05

ﾊｲ-03
ﾊｲ-02

ﾊｲ-01

ﾊｲ-37

ﾊｲ-37-1

L997-1

ﾐﾁ5-38

ﾐﾁ5-22
ﾐﾁ5-23

ﾐﾁ5-24

ﾐﾁ5-25

ﾐﾁ5-26

ﾐﾁ5-27

ﾐﾁ5-28

ﾐﾁ5-29

ﾐﾁ5-30

ﾐﾁ5-31

ﾐﾁ5-32

ﾐﾁ5-33

ﾐﾁ5-34

ﾐﾁ5-35

ﾐﾁ5-36

ﾐﾁ5-37

けやき台配水池

敷地面積：1,528.99ｍ2

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

1縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

求積図

配-０３

測　点 X座標 Y座標

敷地面積　求積表 

ﾊｲ-37

ﾊｲ-37-1

ﾊｲ-01

47942.147 -43729.493

47933.117 -43733.322

47870.350 -43759.941

ﾊｲ-02 47869.138 -43760.483

ﾊｲ-03 47868.103 -43761.127

ﾊｲ-04 47867.083 -43761.896

ﾊｲ-05 47865.981 -43762.961

ﾊｲ-06 47865.147 -43764.050

ﾊｲ-07 47864.511 -43765.129

ﾊｲ-08 47863.991 -43766.268

ﾊｲ-09 47863.600 -43767.539

ﾊｲ-10 47863.384 -43768.839

ﾊｲ-11 47863.313 -43770.377

ﾊｲ-12 47863.471 -43771.806

ﾊｲ-13 47863.704 -43772.871

ﾊｲ-14 47864.294 -43774.508

ﾊｲ-15 47864.853 -43775.589

ﾊｲ-16 47865.664 -43776.695

ﾊｲ-17 47866.552 -43777.610

ﾊｲ-18 47867.612 -43778.443

ﾊｲ-19 47868.628 -43779.076

ﾊｲ-20 47869.601 -43779.554

ﾊｲ-21 47870.882 -43780.005

ﾊｲ-22 47872.065 -43780.219

ﾊｲ-23 47873.341 -43780.294

ﾊｲ-33 47910.564 -43780.313

ﾊｲ-34-1 47912.935 -43777.588

ﾊｲ-36 47911.862 -43764.384

ﾊｲ-27 47942.480 -43761.486

ﾊｲ-28 47944.971 -43786.465

ﾊｲ-29 47922.547 -43788.081

ﾊｲ-30 47922.590 -43789.232

ﾊｲ-31 47912.769 -43790.033

ﾊｲ-32 47912.370 -43785.329

ﾊｲ-26 47875.835 -43785.322

ﾊｲ-25 47871.904 -43785.152

ﾊｲ-24 47868.070 -43784.497

ﾐﾁ5-38 47863.754 -43781.882

ﾐﾁ5-37 47861.671 -43779.709

ﾐﾁ5-36 47860.839 -43778.696

ﾐﾁ5-35 47859.366 -43775.744

ﾐﾁ5-34 47858.820 -43773.905

ﾐﾁ5-33 47858.411 -43771.864

ﾐﾁ5-32 47858.326 -43769.859

ﾐﾁ5-31 47858.452 -43767.822

ﾐﾁ5-30 47858.864 -43765.951

ﾐﾁ5-29 47859.516 -43763.968

ﾐﾁ5-28 47860.418 -43762.205

ﾐﾁ5-27 47861.510 -43760.467

ﾐﾁ5-26 47862.870 -43758.980

ﾐﾁ5-25 47864.373 -43757.624

ﾐﾁ5-24 47866.141 -43756.498

ﾐﾁ5-23 47867.852 -43755.619

ﾐﾁ5-22 47869.568 -43754.783

L-997-1 47929.237 -43729.505

倍面積

面積

敷地面積

3057.993681

1528.9968405

1528.99ｍ2
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工事設計図
令和　　年　　月（全　　　枚）

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

工　事　種　目

● 電灯設備

○

○

特記仕様書

備　　考
消防法施行令

別表第一の区分
構　造

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

●機材の品質等

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　 （１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

　 　　　性能を有するものとする。

　 　　　　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　　　　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　 　　　　④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 　　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 　　　　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。
階　　　　数

建築基準法による

延べ面積(㎡)

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 監視カメラ設備

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 中央監視制御設備

○ 電熱設備

○ 電気自動車用充電設備

○ 構内通信線路

○ 構内配電線路

○

○

Ⅱ．工事仕様

1．共通仕様

2．特記仕様

　　●印の付いたものを適用する。

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○適用区分

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

○ 風圧力

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　 風速（Vo=　　　　 　　　　　　　　）

　 地表面粗度区分（　　　　　　　　　）

○ 積雪荷重

　 建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）

4．指定部分　　　○ 無　　　○ 有（対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

◯発生材の処理等について

●環境への配慮

　 （２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

　 　　　に、次の①から④を満たすものとする。

　 （３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

　 　　　は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

　 　　　材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

　　 　　　　 ルデヒド発散建築材料以外の材料

　 　　　　① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　 　　　　　 クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　 　　　　　 断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

　 　　　　　 散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　 　　　　　 区分に応じた材料を使用する。

　 　　　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　 　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

　 　　　　　 料を使用する。

　 　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

　 　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

　 　　　　　 材料を使用したものとする。

　 　　　　　 ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　 　　　　　 ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

　 　　　　② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 　　　　③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 　　　　④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

○ 引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

　 （１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の

　 　　　推進に関する基本方針（平成28年２月閣議決定）」による特定調達品目の場合は、判断の

　 　　　基準等を満たすものとする。

　 （２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、

　 　　　この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書

　 　　　面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、

　 　　　証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　指定部分工期　　　　　　年　　　月　　　日

・蛍光灯器具

・LED照明器具（一般屋内用に限る）

・照明制御装置

・可変速運転用インバーター装置

・分電盤

・制御盤

・キュービクル式配電盤

・高圧スイッチギヤ（CW形）

・高圧スイッチギヤ（PW形）

・高圧交流遮断器

・高圧進相コンデンサ

・高圧限流ヒューズ

・高圧負荷開閉器

・高圧変圧器（特定機器）

・交流無停電電源装置

・太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・監視カメラ装置

・中央監視制御（監視制御装置）

・

・

・

・

機材名 製造業者等名

○●足場その他

○ 内部足場（ ○　　種　○　　種 ）　○ 外部足場（ ○　　種　○　　種 ）

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

　 の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

　 方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

○養生

●施工図等

　　　　　機器製作図　　　　　　　　　　一式

　　　　　制御システム図　　　　　　　　一式

　　　　　試験成績書　　　　　　　　　　一式

　　　　　機器・配管固定の施工図　　　　一式

○

●完成図等

　 本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

　 ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

　 なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

○ 提出部数　（原図サイズ　　○ Ａ１　○ 　　　　　、複写図　　　　部）

　 ＣＡＤデータの提出（ ○ 要（　　部）　○ 不要 ）

　 要の場合、オリジナルファイルも提出する。

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

○ 保全に関する資料

○ 建築物等の利用に関する説明書

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 事前調査（ ○ 本工事　　　　○ 別途　　　　　　　　）

　 調査項目（ ○ 既存資料調査　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査範囲（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査方法（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

電源周波数●

●耐震措置

施工調査

　 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」

　 （独立行政法人建築研究所監修）による。

設計用標準水平震度

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

　　　　　は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　 （１）設計用水平地震力

　 　重要機器は次のものを示す。

　 　　● 配電盤　○ 発電装置（防災用）  ○ 直流電源装置　　　　○ 交流無停電電源装置

　 （２）設計用鉛直地震力

　 　　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

中間階 防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

●　特定の施設 ○　一般の施設

地下、1階

屋上及び塔屋

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

上層階、

　 　　　機器の重量［kN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　 　　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

○はつり

○

　 はつり工事は、事前に以下の調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

　 （○走査式埋設物調査　　○Ｘ線調査（費用は別途とする））

天井仕上区分 　 （　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。

電気工事士●

○仮設備工事 　 仮電源    （ ○ 受変電    　　　　　　　　　            ）

　 仮設備期間（ ○ 図示   　　　　　　　　　　             ）

　 　   　　 （ ○ 発電    　 　　　　　　　　　           ）

● 　 分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相

　 違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

配管本数、管路等

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

●フラッシュプレート

●金属管の塗装

○インバータ装置の規約効率

　【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　 IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　 下記の露出配管は塗装を行う。

　 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　 （ ○ 屋外の配管　　　● 全部　　　　　　　　　　　　）

●

●

機器取付高さ

接地極

　 図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

　 図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

●他工事又は他工種との

取り合い

表－１　機器標準取付高さ

　 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

　 60Hz

機器種別

　 最大電力が500［kW］以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

　 フラッシュプレートは、図面に記載がない場合、

　 図面に記載がない場合は、工事区分表による。

名称 測点 取付高［㎜］ 名称 測点 取付高［㎜］

積算計器 地上～窓中心 1,800～2,000

地上～中心引込開閉器 1,800～2,200

床上～中心分電盤

スイッチ

コンセント（一般）

 　 〃　　（和室）

床上～中心

〃

〃

〃

1,300

1,100

300

150

1,500

（上端1,900以下）

1,500

（上端1,900以下）
壁掛形親時計

〃 （天井高）　　　×0.9

〃 （天井高）　　　×0.9

子時計

壁掛形スピーカ

〃 1,300壁付アッテネータ

（天井高）

床上～中心

床上～中心情報表示盤 　　　×0.9

ベル、ブザー、チャイム

〃

〃 2,300

壁付発信機

〃 1,300壁付押しボタン（一般）

「標準図」による。

〃 900

床上～中心

壁付呼出ボタン(多機能トイレ)

外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外)

機器収容箱

〃

床上～中心 300

150

テレビ端子直列ユニット(一般)

　　　　　〃　　　　　(和室)

200天井下～上端

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

ブラケット（一般）

　 〃　　

鏡上端～中心 150

1,500

（上端1,900以下）
床上～中心壁掛形制御盤

〃 1,500開閉器箱

〃 1,300制御用スイッチ

端子盤（室内）

集合保安器箱 天井下～上端

床上～中心

200

壁付電話機（一般）

　　〃　　（台上） 台上～中心 150～200

　　〃　　（車椅子用） 床上～中心

〃

900

〃

発信機

警報ベル

液化石油ガス検知器

〃

〃

床上～上端 300

2,100

2,300

床上～操作部受信機・副受信機

〃

床上～中心

機器収容箱

注）　天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督職員と協議する。

表－２　接地極一覧表

接地の種類

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

Ω以下

接地抵抗値

Ｌｔ

Ｄｔ

Ａｔ

Ｏ

ｔ

ＬＨ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ○ 共同接地

○ 共同接地

○ Ａ種

○ Ｂ種

○ Ｃ種

○ Ｄ種

○ 高圧避雷器用

○ 通信用（10Ω）

○ 測定用

○ 電話引込口の保安器

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

接地極の規格・数量記号

表示灯

　　〃　（多機能トイレ）

１５項ＲＣ造

主課 担
長 管

長
者長佐

水 道 事 業事業名

*工事名

図面名

縮　尺 図面番号

事業主 佐 賀 東 部 水 道 企 業 団

課令和5年度 当施工年度 補 係

建築電気設備 改修工事特記仕様書

佐賀県基山町けやき台 地内

基山町けやき台中継ポンプ場及び配水地設備

更新詳細設計業務委託

改築

○ 動力設備

○ 構内交換設備

○ 情報表示設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 火災報知設備

○ 誘導標識設備

改築一式

　○「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「標準仕様書」という。）

　●「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

　●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和4年版）」（以下「標準図」という。）

　 　　○ 交換機　○ 自動火災報知受信機　○ 中央監視制御装置　　○　　　　　　　　　

　 （ ● 金属製（ステンレス、新金属を含む）　○ 樹脂製 ) とする。

電
力
共
通

電
灯

動
力

構
内
交
換

時
計

拡
声

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

自
動
火
災
報
知

床上～下端 300

1,500

2,500

2,300

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

○ Ｄ種

○ 交換装置用

○ 通信用（100Ω）

地上１階　地下1階

配-ＡＥ１

配水池電気室

電気室

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事



配水池

長

課
長

主
管

担

水　道　事　業事業名

工事名

図面名

縮　尺 1
50 図面番号

佐 賀 東 部 水 道 企 業 団事業主

施工年度 令和5年度 課
補 係

当

*

建築電気設備　改修前後 平面図

佐 長 者

配-ＡＥ２

3,700 3,700

7,400

X1 X2 X3

Y1

建築電気設備　改修後　平面図 S=1:50

1,050 1,600 1,050 1,050 1,600 1,050

3,700 3,700

Y2

3
,2

00

電気室 薬注室

２

ＷＰ

２

ＥＭ－ＩＥ２．０×２＋１．６×２，Ｅ１．６
（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＩＥ２．０×３（Ｅ共）
（※既設埋込配管に入線）

ＥＭ－ＩＥ２．０×３（Ｅ共）
（※既設埋込配管に入線）

ＥＭ－ＩＥ２．０×２＋１．６×２，Ｅ１．６
（ＨＩＶＥ２２）

２.０
２.０

２.０２.０

壁貫通　50φ壁貫通　50φ

壁貫通　50φ

ＷＰ

２.０

２

照明器具姿図

ＬＳＳ９－４－４８

スイッチ　１Ｐ１５Ａｘ１

ＬＥＤ照明器具　ブラケット 照明器具姿図参照

防水コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ３　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ４　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

凡　例

電灯コンセント設備 ＬＥＤ照明器具　（5200 lmﾀｲﾌﾟ）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ３　　　　（ア－ス共）（ＨＩＶＥ１６）　露出

照明器具姿図参照

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２　　　　　　　　　　（ＨＩＶＥ１６）　露出

コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２

樹脂製丸形露出ボックス

ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５４０ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
壁直付型、防雨型、明るさセンサ、人感センサ－付
拡散タイプ、ツマミネジ方式、点灯照度調整機能付
カバー：アクリル（乳白）
プラスチック（ホワイト）

Panasonic　LGWC80290相当

3,700 3,700

7,400

X1 X2 X3

Y1

1,050 1,600 1,050 1,050 1,600 1,050

3,700 3,700

Y2

3
,2

00

電気室 薬注室

２２

２.０

２

２.０

ＷＰ

建築電気設備　改修前　平面図 S=1:50

※撤去

※撤去

ＩＶ２．０×２（Ｅ１９）

コンセント　２Ｐ１５Ａ×１

※配線のみ撤去

既設照明器具　４０Ｗ－２灯型　露出　 ※撤去

※撤去

※撤去

ＩＶ１．６×２（Ｅ１９）

ＩＶ１．６×３（Ｅ１９）

※配線のみ撤去

※配線のみ撤去

※配線のみ撤去ＩＶ１．６×４（Ｅ２５）

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×２

コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

凡　例

室名 電気室

ＬＳＳ９－４－４８ ×２

ＬＳＳ９－４－６５ ×１ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

室名 薬注室

ＬＳＳ９－４－４８ ×２

ＬＳＳ９－４－６５ ×１ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

基山町けやき台中継ポンプ場及び
配水池設備更新工事


